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序

平成16年10月から 11月にかけて、「とどけ この夢 この歓声」をスローガンと

して掲げた、第59回国民体育大会「彩の国まごころ国体」と第 4回全国障害者ス

ポーツ大会「彩の国まごころ大会」が熊谷スポーツ文化公園をメイン会場として

開催されました。

熊谷スポーツ文化公園は、平成 3年 4月にオープンした広域都市公園で、県民

の文化・スポーツ・レクリエーションの拠点として、また「親しみをもたれる緑

隈かで魅力にあふれる公園」へと整備が進められてまいりました。

埼玉県埋蔵文化財調査事業団は、昭和61年以来、公園の整備工事に伴う埋蔵文

化財の発掘調査を行い、これまでに縄文時代から中世にわたる竪穴住居跡や建物

跡、それに伴う貰重な遺物を発見するなど多くの成果を挙げてまいりました。

国体開催に当たり、この公園内に屋内競技場や陸上競技場、調整池などの建設

が予定され、予定地内に存在する埋蔵文化財の取扱いについて、関係機関が慎重

に協議を重ねてまいりました。

その結果、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課の調整により、やむを得ず現

状での保存が困難となる範囲について、当事業団が埼玉県県土整備部の委託を受

け、発掘調査を行うこととなりました。

調資の結果、弥生時代から平安時代にわたる「ムラ」の姿が明らかになり、多

くの土器や石器、木製品などが出土しました。なかでも、弥生時代の水田、埴輪

を並べた古墳、古代の豪族館などは、大変貰咀な発見となりました。

本書はこれらのうち、陸上競技場建設用地の古墳時代前期の集落と水田跡及び

畠跡、屋内競技場建設用地の堰跡及び畠跡並びに、オーバーブリッジ建設用地の

調壺成果についてまとめたものです。

埋蔵文化財の保護、学術研究の基礎資料として、また埋蔵文化財の普及・啓発

や学校教育、生涯学習の参考資料として、広く活用していただければ幸いです。

本書の刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力いただきました埼玉県

教育局生涯学習部文化財保護課をはじめ、埼玉県県土整備部都市公園課、埼玉県

熊谷スポーツ文化公園建設事務所、熊谷市教育委員会並びに地元の関係者各位に

深く感謝申し上げます。

平成17年 3月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長福田陽充



例

1.本書は、埼玉県熊谷市に所在する北島遺跡の発

掘調査報侶書である。

本編では、北島逍跡第17地点の古墳時代前期の

遺構と遺物、第19地点の古墳時代前期以降の堰跡、

河川跡、護岸跡、畠跡等及びそれに伴う遺物、第

21地点の主な遺構と遺物について記述した。

北島逍跡は、 これまで以下の報告書を当事業団

から刊行している。

北島遺跡

北島遺跡II

北島遺跡m

北島遣跡W

北島遺跡v
北島遺跡V[

北島遺跡V[

北島Vl1l／田谷

北島遺跡IX

事業団報告書第81集

事業団報告書第88集

事業団報告書第103集

事業団報告書第195集

事業団報告書第278集

事業団報告書第286集

事業団報告書第291集

事業団報告書第292集

事業団報告書第293集

2.遣跡の略号と代表地番及び各年度の発掘調査届

に対する指示通知は以下のとおりである。

平成10年度

北島遺跡 第9次 (59-058)

熊谷市大字上川上町田364他

平成10年 7月27日付け教文第 2-77号

平成11年度

北島遺跡 第12次 (59-058)

熊谷市大字上川上町田364他

平成11年4月16日付け教文第 2-5号

平成12年度

北島遺跡 第15次 (59-058)

熊谷市大字上川上町田364他

平成12年4月19日付け教文第 2-3号

3.発掘調査は、熊谷市スポーツ文化公園建設事業

に伴う記録保存のための事前調査であり、埼玉県

教育局生浬学習部文化財保護課が調整し、埼玉県

言

北部公園事務所の委託を受け、財団法人埼玉県埋

蔵文化財調査事業団が実施した。

4.発掘調査事業は、第 I章ー 3に示す組織により

実施した。このうち本書にかかわる第17地点の発

掘事業については、平成10年度を小野美代子、新

屋雅明、福田刑が、平成11年度を利根川章彦、岩

田明広が、平成12年度を赤熊浩一、吉田稔が担当

した。

第19地点については、平成11年度を今井宏、若

松良一、富田和夫、細田勝、鈴木孝之、黒坂禎二、

石井伸明、村田章人、吉田稔、田中広明、福田兜、

渡辺清志が、平成12年度を小野美代子、赤熊浩一、

宮井英一、鈴木孝之、吉田稔、大谷徹、山本靖、

村島勝秀、福田聖が担当した。

第21地点については、鈴木孝之、福田聖が担当

した。

5.遺跡の基準点測量と航空写真は、株式会社シン

技術コンサルに委託した。

6.掲載した遺構写真は各調査担当者が、遺物写真

は宅間清公が撮影した。

7. 出土品の整理及び図版の作成は宅間が行い、桜

井元子、大和田瞳の協力を得た。

8.本書の執筆は、第 I章ー 1を埼玉県教育局生粍

学習部文化財保護課が、その他を宅間が行なった。

9.本書の編集は宅間が行なった。

10. 出土木材の樹種同定分析については株式会社パ

リノサーヴェイに委託した。

11.本書にかかわる諸資料は平成17年度以降、埼玉

県立埋蔵文化財センターで管理・保管する。

12.発掘調査から報告書の刊行まで下記の方々にご

教示、ご協力を賜った。記して感謝を表します。

熊谷市教育委員会

己子 箱森健一

飯塚武司

高橋和

小出輝雄

早坂廣人

箭森紀

松本完



凡例

本報告書における挿図等の指示は、以下のとおり

である。

1.遺跡全体における X・Yの数値は、国土標準平

面直角座標第IX系（原点：北緯36゚oo'oo”、東経

139゚00'00")に陥づく座標値を示す。また、各挿

図における方位はすべて座標北を示す。

2.遺跡におけるグリッドの設定は国土標準平面直

角座標に基づき、 lOmXlOm方眼を基本グリッド

としている。

3. グリッドの名称は、北西杭を拮準として、南北

方向は北から順にA・B。C•… ••Z·AA·AB 

…とアルファベットを付し、東西方向は西から

1 • 2 • 3…と算用数字で付し、 Alグリッド等

の名称を付けた。

但し、第21地点に関しては他の地点との整合性

を持たせるために、東西方向については東から一

5. -6. -7…とし、 P-5グリッド等の名称

を付けた。

4.本報告書における遺構番号は、原則として発掘

調査時に付した番号を掲載している。但し、本書

掲載にさいして番号を変更したものについては新

旧の番号表示を表記した。

5.本報告書における本文・挿図・表に示す遺構の

略号は以下のとおりである。

s J…竪穴住居跡 SK…土壊 SD…溝跡

SN…水田跡 SX…性格不明遺構（竪穴状遺構）

P・・・ピット

6.本報告書における挿図の縮尺は以下のとおりで

ある。但し、例外もある。

遺構全体図…1/1200• 1/700 • 1/600 • 1/400 

住居跡…1/60• 1/30 

土堀・ピット・・・1/60

溝跡・・・1/400• 1/200 • 1/150 • 1/120 • 1/60 

しがらみ状遺構…1/240• 1/50 

叶屁拘州・・1/100• 1/60 

汁ITJI IR亦・・・1/300• 1/200 • 1/160 • 1/80 • 1/60 

水田跡・・・1/500• 1/100 

畠跡・・・1/500• 1/300 • 1/100 

遺物土師器・・1/4• 1/3 

須恵器・・1/4

土錘…1/3

石器・・・1/3

7.遺構断面図に表記した水準数値は、海抜標高を

示しており、単位はmである。

8.遺物観察表の表記方法は、以下のとおりである。

法量の（ ）付き数値は推定値を、［ ］付き

は残存高を表す。

胎土は土器に含まれる鉱物等のうち特徴的なも

のを示した。

Aー赤色粒子 B一石英 cー長石 D一角閃石

Eー白色粒子 Fー白色針状物質 Gー雲母

Hー砂粒 I一片岩 Jー礫 kー黒色粒子

Lーチャート

色調は、『新版標準土色帖』 1997年版（農林水

産省農林水産技術会議事務局監修•財団法人日本

色彩研究所色標監修）を枯に通用表記とした。

残存率は、 5％刻みで表示した。あくまでも日

安としての大まかな全体表示である。

9.遺物のうち、土器実測図の網掛けは10％が釉、

20％が赤彩範囲、 40％が黒色処理を示す。木器実

測図の網掛けは、被熱範囲を示す。

10。木製品の木取りについては、実測図の断面に模

式的に図示した。

11.本報告書に掲載した地形図は、国土地理院発行

の1/50,000、熊谷市都市計画図1/2,500を使用し

た。
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1 発掘調査の概要

1.発掘調査に至る経過
埼玉県は、「環境優先•生活重視」、「埼玉の新し

いくにづくり」を基本理念として、豊かな彩の国づ

くりを推進するため、種々の施策を講じている。各

種大型のスポーツ大会の開催やスポーツ施設の整備

を追めてきたのは、本県におけるスポーツの振興を

図り、次代を担う人づくりを目標とした施策である。

2004年に開催される第59回国民体育大会、第 4回

全国身体障害者スポーツ大会に向け、そのメイン会

場となる熊谷スポーツ文化公園の拡張整備事業も、

その一環として計画されたものである。

熊谷スポーツ文化公園の拡張整備事業に先立ち、

公園課長から平成 9年 7月18日付け公園第277号で、

埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて、

文化財保護課長あて照会があった。それに対して文

化財保護課長は、平成 9年12月2日～ 5日に遺跡範

囲確認のため試掘調査を実施し、その結果、埋蔵文

化財の所在が明確になったことから、平成 9年12月

22日付け教文第1254号で、概ね次のような回答をし

た。

1 埋蔵文化財の所在

名称

跡
＿
跡

落

落
集

集

罰
鸞
言
冑

疇
園
讐
誓
喜天

種別 1 時代

: : :  :J:負墓 1菜羮求器：［ I：こ：：：：今卜1:J::.

疇奈良平安

喜閏奈良一平□四竺~I上

2 取り扱い

上記の埋蔵文化財包蔵地は現状保存することが望

ましいが、事業計画上やむを得ず現状変更する場合

は、事前に文化財保護法の第57条の 3の規定に甚づ

き発掘通知を提出し、記録保存のための発掘調査を

実施してください。なお、発掘調査の実施について

は当課と別途協議してください。

さらに、公園外周道路については、平成11年 9月

2日付け公園第355号で照会があり、平成11年 9月

16 • 17日に遺跡範囲確認調査を行い、平成11年 9月

22日付け教文第622号で次のとおり回答した。

l 埋蔵文化財の所在

名称 種別 時 代 所在地

赤(5城9-10遺0跡) 集落跡 古墳奈良平安 熊谷市大字今井

北(5島9-0遺58跡) 集落跡墓 弥平生安•古室墳町奈良， 熊谷市大字上中条

誓晨評集落跡 1古墳余良平安 熊谷市大字上中条

2 取り扱い

文化財保護課は、公園課や北部公園建設事務所と

協議を重ねて工事と埋蔵文化財保護との調整を図り、

できるだけ盛土による現状保存の措置を講じた。し

かし、工事の計画変更が不可能であるメイン陸上競

技上、調整池、屋内運動場、外周道路などについて

は、止むを得ず記録保存の発掘調査を実施すること

とし、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団に発掘

調査を依頼した。

調査は平成10年 7月～平成12年12月まで 2年 5ヶ

月にわたって行われた。財団法人埼玉県埋蔵文化財

調査事業団から文化財保護法第57条第 1項にもとづ

き、埼玉県教育委員会教育長あてに埋蔵文化財発掘

調査届が、また埼玉県知事から第57条の 3にもとづ

く発掘通知が提出された。それに対する指示通知は

以下のとおりである。

発掘調在届：平成10年 7月27日付け教文第 2-77号

平成10年10月5日付け教文第 2-120号

平成11年 1月21日付け教文第 2-178号

平成11年 4月16日付け教文第 2-5号

平成12年 1月24日付け教文第 2-129号

平成12年 1月24日付け教文第 2-130号

平成12年 1月24日付け教文第 2-131号

平成12年4月19日付け教文第 2-3号

発掘通知：平成10年 7月28日付け教文第 3-278号

平成10年 7月28日付け教文第 3-279号

（文化財保護課）
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2.発掘調査と報告書の作成の経過

(1)発掘調査

第17地点

北島遺跡第17地点の発掘調査は、第9次調査を平

成10年7月1日から平成11年 3月31日、及び第12次

調査を平成11年4月8日から平成11年12月8日、第

15次調査を平成12年7月1日から平成12年10月31日

まで行なった。調査面積は、合計で15,000可である。

試掘調査の結果、複数の遺構面が確認された。記

述の都合上、平安時代以降の遺構が検出された面を

第 1遺構面、古墳時代前期の遺構が検出された面を

第2遺構面、弥生時代中期の遺構が検出された面を

第3遺構面と呼称する。また、調査は便宜上、調査

区をA~F区に分けて行なった。今回報吉する古墳

時代前期の遺構と遺物については、調査を地点ごと

に行なったためすべての年度にまたがる。

［平成10年度第 9次調査］

A~C区の第 1遺構面及び第 2遺構面の一部の調

査を行なった。平成11年度 7月当初より調査事務所

の設置及び調査区の囲柵工事を行い、重機による表

土除去に着手した。平安時代の水田跡が面的に検出

できる高さまで重機により掘削を行なった。

水田跡はA区南側と B・C区で検出された。 B・

c区では重層して水田跡が認められたため、図面作

成後、順次第 2遺構面の調査に着手した。

A区では古代の集落跡もあわせて検出した。集落

跡の遺存状況はあまり良好ではなく、出土遺物も少

なかった。第 2遺構面では古墳時代の畠跡を検出し

た。

c区では古墳時代後期の溝跡や平安時代の条里の

溝跡等も第 1遺構面より検出された。

［平成11年度第12次調査］

昨年度に引き続き A~C区の第 2遺構面及び、

A・C区の第 3遣構面の調査を行なうとともに、新

たにD・E区の調査を開始した。調査したすべての

区で古墳時代前期の遺構と遺物が認められた。
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A区では、間に洪水層を挟み弥生時代後期から古

墳時代前期の水田跡と弥生時代中期の水田跡が検出

された。洪水層を挟むことと、水田面の大きさの違

いなどから明確に区別できた。

D区では、第 1遺構面から中世の溝跡と平安時代

の溝跡を検出した。第 2遺構面からは古墳時代前期

の溝跡と住居跡を検出した。相対的に遺構の分布は

少なかった。

E区からは、第 1遺構面からほぼ南北に走る平安

時代の地割の溝跡を検出した。第 2遺構面からは、

古墳時代前期の住居跡を検出したが、他の区に比べ

遺存状態が非常によかった。

D・E区ともに第 3遺構面からは、遺構は検出さ

れなかった。

［平成12年度第15次調査］

新たな調査区である F区及びB区の未調査部分

（生活道路部分）を調査した。 B区では、古代の溝

跡の調査を行なった。おそらく平安時代の条里の溝

跡と思われる。下層は調査区の南端で古墳時代前期

の住居跡を検出した。住居跡は、上層の近世以降の

溝跡により撹乱を受けていて、掘方だけの確認であ

った。

F区は、地上の建築物の撒去の後、パイル打ち込

み部分を回避しながら表土除去を行なった。遺構精

査の結果、第 1遺構面からは古代の大型掘立柱建物

跡を中心とする集落跡を検出した。第 2遺構面では

古墳時代前期の住居跡、土壊、ピット、溝跡、河川

跡等を検出した。また、溝跡中より堰跡と思われる

遺構が検出され、慎重に調査したところ杭列間に粘

土ブロックと敷物とを互層にした盛土跡を検出する

ことができた。

河川跡からは、同様に護岸の跡とともに多量の遺

物が出土した。遇物は弥生時代中期から古代の遺物

まで幅広く見られた。木製品も多く農具のほかに古



墳時代後期の遺物とともに竪櫛が出土した。

c 区 •F 区の第 3 遣構面からは弥生時代の土壊、

溝跡、水田跡を検出した。

これらの遺構、遺物の図化作業、取り上げを行い

10月下旬に機材を撒収し調査を終了した。

第19地点

北島遺跡第19地点の発掘調査は、第12次調査を平

成11年 4月8日から平成12年 3月24日、及び第15次

調査を平成12年 4月8日から平成12年12月28日まで

行なった。調査面積は合計で73,050rri'である。

今回報告するしがらみ状遺構と中央水路中にある

堰跡については平成11年度に、河川跡、護岸跡及び

畠跡については平成15年度にそれぞれ調査した。

発掘調査の経緯は、以下のとおりである。

［平成11年度第12次調査］

平成11年度 4月当初より調査事務所の設置及び調

査区の囲柵工事を行い、重機による表土除去に着手

した。表土除去は、調査区の湧水対策のため内側幅

10mを内周に沿うように削平をすることより行なっ

た。調査区西側の浅い位置より江戸時代の状樋跡や

平安時代の緑釉陶器等が多量に出土したため急遠、

西側より本格調査に取りかかった。

調査区西側では、古代の遺物を多量に含む包含層

が見つかり、小グリッドを設定し遺物の取り上げを

行なった。その後、古代の遺構面の調査に移行した。

その結果、二重に区画溝を巡らし、東に四脚門を持

つ古代の［居宅］あるいは［館］と推定される遺構

を検出した。

調査区北東側では古代の遺構とともに古墳を検出

した。古墳は 8基確認され、特に第 2• 5号古墳で

は墳丘盛土の一部を残し、墳丘の固囲に埴輪列が巡

ることが明らかとなった。

南側では、他の場所と比べて遺構が相対的に少な

く古代の溝跡が中心であった。

調査区の西側、北東側、南側の調査過程で下層よ

り古墳時代前期、弥生時代中期の遺物が出土したの

で、古代の遺構、古墳の調査が終了後、重機により
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遺構面を掘り下げ、古墳時代前期及び弥生時代中期

の遺構確認を行なった。その結果、方形の溝で囲ま

れた古墳時代前期の集落、弥生時代中期の集落を検

出した。また、調査区中央部分を北西から南東に縦

断する弥生時代中期から古墳時代前期にかけての水

路跡を検出した。

この水路跡を調査していたところ北端より、弥生

時代中期の堰跡を伴う大規模な水利施設が発見され、

多方面から注目を集めた。中央水路部分からも古墳

時代前期以降の堰跡が 3ヶ所検出された。中央水路

部分の堰跡については、図面の作成及び遺物の取り

上げを行い、調査を終了した。

また、調査期間中の10月23日の土曜日には埼玉県

立埋蔵文化財センターによる遺跡見学会が開催され、

500人を超す見学者があり、大盛況であった。

［平成12年度第15次調査］

先年度未了であった弥生時代中期の住居跡・堰跡

等の遺構の調在に着手した。これと並行して、調査

区北側の未買収地及び西側スロープ部分の表土除去

及び調査を実施した。

調査区北側は、他に比べ遺構密度が低かったもの

の、古代の遺構面の下層から古墳時代前期の畠跡、

方形周溝墓等の多くの遺構が検出され、集中的に調

査された。

また、西側のスロープ部分では、先年度調査され

た古代の集落が広がっていることが分かり、さらに

下層からは古墳時代前期・弥生時代中期と合計 3面

に亘る遺構面が確認された。

ここでは、古墳時代前期及び弥生時代中期の遺構

面から河川跡が検出された。調査は、河川跡に直行

するようにトレンチを設定し行なった。調査区が狭

いのと河川跡のため覆土に多鼠の水分を含み、調査

は難航した。河川跡中央付近から河川に沿うように

堤状の盛土（護岸跡）が検出された。河川跡につい

ては、 1.8mほど掘り下げたが底には至らなかった。

壁の崩壊の危険があるためそれ以上の調査は行なわ

なかった。



調査区の北西側では、同様に河川跡及びこれに伴

う護岸跡を検出した。ここは、先に述べたスロープ

部分にまして地盤が軟如で調査は困難であった。河

川跡は、スロープ部分と同様にトレンチ調査を重点

的に行い川幅と深さを把握した。

護岸跡に関しては、調査の途中でムシロ状の敷物

が検出されたので、これの調査を直点的に行なった。

遺存状態等が良好ではないので、 10cmのメッシュを

張った lXlmの木枠を作り、これをムシロ状の敷

物の上におき、写真撮影を行い、これをもとに図化

作業を行なった。

こうして弥生時代を含むすべての遺構の調査を終

了し12月下旬に遺物・図面類の搬出、機材の撒収を

行い調査事務所の撒去を完了した。

第21地点

北島遺跡第21地点の発掘調査は、第15次調査を平

成12年 7月19日から平成12年 9月29日まで行なった。

調査面積は2,250而である。

調査区の囲柵工事を行い重機により表土除去を開

始した。調査範囲が道路幅であり狭かったが、掘削

深度が深いため十分に法面をとり表土を除去した。

第9地点での成果を基に慎重に表土除去をした結果、

上下 2面の遺構面が認められた。

第 1遺構面は、古墳時代後期から平安時代を主体

としていた。溝跡に関しては、第 9地点との整合性

を考慮して調査を行なった。遺構は残りが悪く、浅

いものが多く、且つ切り合いが激しかった。河川跡

に関しては、調査範囲が狭いためと、地盤が軟弱の

ことから、東側の肩部の調査を中心に行なった。そ

の他の部分については、溝幅を確定することを目的

として 1、レンチ調査を行なった。

出水に悩まされながらも、図面作成、遺物の取り

上げ等を終了し、再び重機により掘削を行なった。

上面で確認された河川跡の西側では河川の氾濫原の

ためか遺構は検出できなかった。そのため、第 2遺

構面では調査区東側のみ調査を行なった。

その結果、古墳時代前期の住居跡とともに畠跡を

検出した。住居跡の遺存状態はあまり良くなく、遺

物は出土しなかった。遺構の図化、逍物の取り上げ

終了後、機材を撒収した。調査区の埋戻しを行いす

べての作業を終了した。

(2)整理・報告書の作成

整理報告書の作成事業は、平成16年度 4月から開

始し、平成16年度 3月をもって完了した。

4月． 5月 遺物の水洗、注記を行い、順次、按

合復原作業に着手した。これと並行して各地点の全

体図、遺構の二次原図の作成を行なった。

6月 第17地点の按合、復原の終わった遺物の実

測に着手する。特に住居跡においては出土遺物が少

なかったが、遺物が時期を決定する大きな要因にな

るので、細かなものでもできるだけ復原実測を試み

た。遺構の二次原図のトレースを始めた。

7月～ 9月 第17地点の遺物実測とともに第19• 

21地点の遺物の実測を開始した。また、第17地点の

木器の実測を開始した。遺物の写真撮影に備えて石

膏入れ、色つけを行なった。遺構図は、全体図・住

居跡・土堀のトレースがほぼ終了し、堰跡・遺物出

土状態図・水田跡・畠跡のトレースを始めた。

10月 遺物実測を終了し、トレースを開始すると

ともに拓影の必要のあるものについて採拓を行なっ

た。各種計測表，及び遺物観察表を作成するととも

に原稿の執筆を始めた。

11 • 12月 遣物のトレースを終了し、版組を始め

た。遺物の写真撮影を行なうとともに、遺構写真の

選び出しを行なった。遣構図のトレースの徴調整を

行なった。 12月上旬に図版作成、原稿執筆を終了し、

割付を行なった。

1月～ 3月 人札後、 3回の校正を経て、報告書

を印刷、刊行した。各地点の図面、写真、遺物等を

整理・分類し、収納作業を行なった。
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3.発掘調査。整理＠報告書刊行の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1)発掘調査（平成10~12年度）

平成10年度 平成11卯度

理 事 長 荒井 桂 理 事 長 荒井 桂

副 理 事 長 飯塚戚一郎 副 理 事 長 飯塚誡一郎

常務理事兼管理部長 鈴木 進 常務理事兼管理部長 広木 卓

管理部 管理部

庶 務 課 長 金子 隆 管理部副部長兼経理課長 関野栄

主 査 田中裕― 庶 務 課 長 金f 隆

主 任 長滝美智子 主 査 田中裕―

主 任 腰塚雄― 主 任 江田利美

専門調査員兼経理課長 関野栄 主 任 長滝美智f

主 任 江田和美 主 任 幅田昭美

主 任 福田昭美 主 任 腰塚雄―

主 任 菊池 久 主 任 菊池 久

調査部 調査部

調 査 部 長 谷井 彪 調 査 部 長 増田逸朗

調 査 副 部 長 水村孝行 調査部副部長 水村孝行

調査第二課長 杉崎茂樹 主席調査員（調査第三担当） 今井 宏

統 括 謂 査 員 小野美代子 主席調査員（調査第五担当） 小野美代f

統 括 調 査 員 宮井英 統 括 調 査 員 利根川章彦

主 任 調 査 員 新屋雅明 統 括 調 査 員 若松良

主 任 調 査 員 田中広明 統 括 調 査 員 細田 勝

主 任 謁l 査 ノFロ’1 ‘ 福田 刑 統 括 調 査 員 富田和夫

統 括 調 査 員 鈴木孝之

統 括 調 査 員 石井伸明

主 任 調 府 員 黒坂禎―

主 任 調 査 員 古田 稔

主 任 調 査 員 村田章人

主 任 調 査 員 田中広明

主 任 調 査 員 福田 聖

主 任 調 査 員 岩田明広

主 任 調 査 員 渡辺清志
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(2)整理・報告書刊行

平成12年度 平成16年度

理 事 長 中野健一 理 事 長 福田陽充

副 理 事 長 飯塚誠一郎 副 理 事 長 飯塚誠一郎

常務理事兼管理部長 広木 卓 常務理事兼管理部長 中村英樹

管理部 管理部

管理部副部長 関野栄 副 部 長 村田健―今

主 席（庶務担当） 阿部正浩 主 席 田中由夫

主 席（施設担当） 野中廣幸 主 任 江田和美

主 任 江田利美 (~6月30日）

主 任 長滝美智子 主 任 長滝美智子

主 任 福田昭美 主 任 福田昭美

主 任 腰塚雄― 主 任 菊池 久

主 任 菊池 久 主 事 海老名 健

調査部 (6月1日～）

調 査 部 長 高橋 夫 主 事 石原良子

調査部副部長 石岡憲雄 (6月1日～）

主席調査員（調査第三担当） 小野美代子 調査部

統 括 調 査 員 宮井英 調 査 部 長 宮崎朝雄

統 括 調 査 員 鈴木孝之 調 査 副 部 長 坂野和信

統 括 調 査 員 赤熊浩 主席調査員（資料整理担当） 儀崎

主 任 調 査 員 吉田 稔 統 括 調 査 員 鈴木孝之

主 任 調 査 員 大谷 徹 主 任 調 査 員 山本 靖

主 任 調 査 員 君島勝秀 調 査 員 宅間清公

主 任 調 査 員 山本 靖

主 任 調 査 員 福田 耳 羊l:J 
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11遺跡の立地と環境

1.地理的環境

北島逍跡は、熊谷市大字t川上字天神森．l::317番 分特有の湧水点を甚点とした小河川が幾筋も見られ、

地61ほかに所在する。遺跡は、JR高崎線熊谷駅の それにより形成されだ帯状の自然堤防が数多く点在

北東約 3kmに位置する。熊谷市は、埼玉県北部に位 する。北島遺跡は、これらの中の星渓園付近を湧水

置し、現在、鉄道や国道などの幹線道路が交差する 点とし、東流する星川の左岸の自然堤防上に立地し

交通の要所であるとともに、政治経済をリードする ている。現在、遺跡周辺は平坦な地形であり、田園

中核都市である。 風景が広がっているが、古代以前は、大小の河川の

市域の南側には、秩父山地に源を発する荒川が東 氾濫により侵食と堆積を繰り返し複雑な微地形を形

流し、新荒川扇状地（熊谷扇状地）を形成している。 成していたものと考えられる。

熊谷扇状地は、西端と南端をそれぞれ洪積扇状地の 北島遺跡は、数次の調査により当初の遺跡の範囲

櫛挽台地と江南台地の崖線により区切られている。 を大きく上回り広がることが判った。現在は熊谷ス

一方、北縁から北東縁にかけては利根川によって、 ポーツ文化公園用地内及びその周辺を含めた東西約

形成された妻沼低地が広がっている。つまり、荒川 1,500m、南北約1,000mの広大な範囲が認知されて

と利根川に挟まれ、自然堤防と後背湿地とが入り組 いる。従来、他遺跡として認識されてきた天神東、

む複雑な地勢となっている。 田谷遺跡と同一の遺跡群として今後捉えていく必要

遺跡周辺に目を転ずると、周辺は、扇状地末端部 がある。

口
山地凹地丘陵 □疇□疇

・. 
ヘ・つー・一・一•復•一令ー．＿．ノ

0 20km 

ト――- 1 | 

第 1図埼王県の地形
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2.歴史的環境

北島追跡が所在する熊谷市周辺では近介多くの遺

跡が調査されている。従来から行なわれてきた台地

上の調脊とともに、低地部での調査も追みその実態

が餘々に明らかになってきている。

これまでの調査により北島遺跡では、弥生時代中

聞後半に本格的な集落が営まれたことが分かってい

る。その後も多少の空白時期はあるが、古墳時代前

期、古代と大規模な集落が営まれる。

まず始めに、北島遺跡に本格的な集落が営まれる

以前の周辺状況から見ていくこととする。旧石器時

代では櫛挽台地の籠原裏遺跡で黒曜石製の尖頭器が

出tしているだけである。

縄文時代草創期から早期にかけても遺跡の分布は

希薄である。縄文時代前期になると行田市馬場裏遺

跡のように本格的な集落が営まれる。その後、中期

から後期にかけて、櫛挽台地の縁辺部や自然堤防ト

に集落遺跡が営まれるようになる。

縄文時代後期から晩期にかけては、前代と比べ相

対的に遺跡数は減少するが、自然堤防上に進出した

遺跡が目立つようになる。北島遺跡周辺では、池上

遺跡、諏訪木遺跡、古宮遺跡が営まれる。特に諏訪

木遇跡では堀之内式から安行IIIC式までの各型式が

見られる。その中で最も興陸する時期は安行II式か

ら安行Illa式期で、農富な土器とともに土偶・耳

飾・土版・石枠などの祭祀具も出土している。石囲

いの炉を持つ住居跡も多数検出され、拠点的な集落

として機能していたようである。古宮遺跡は諏訪木

遇跡より若干新しい安行IIIa式から安行IIId式を主

体とする。住居跡は未検出だが遺物集中区からは有

段口縁の粗製深鉢や天神原式土器が出土している。

これらの有段口縁の粗製深鉢の多くは内面に帯状の

炭化物が付着しており、当時の食料と調理方法を考

える上で重要である。

晩期終未では前中西追跡で包含層中や他時明の遺

構からではあるが、浮線文上器が出土している。浮

線文土沿は深谷市の上敷免逍跡においても多数出土

している。これらの後期から晩期を通じて見られる

遺跡立地の現象は本格的な弥生時代が始まる以前に

人々が低地に追，1.I]，したもので興昧深い。また、上敷

免遺跡からは本県初となる遠賀川式上器の胴部上半

の破片が出土していることも合わせて興昧がもたれ

る。

その後は、弥生時代中期に至り、多数の遺跡が営

まれる。熊谷市域では、三ヶ尻l：古遺跡、平戸遺跡、

横間哭遺跡が知られ、深谷市では上敷免遺跡、妻沼

町では、飯塚逍跡、飯塚南遺跡、飯塚北遺跡などが

知られている。飯塚遺跡を除きいずれも再葬簗群で

ある。横間栗遺跡では一部前期末にさかのぼる資料

も存在する。

池上式期になると、水稲農耕を基盤とした本格的

な集落が営まれる。特に池上・小敷田遺跡では土坑

墓とともに新たな墓制として方形周溝簗が採用され

る。また、南東北地方の南御山 2式や北陸地方の小

松式など遠隔地の土器が持ち込まれ、他地域との交

流が盛んになる。古宮遺跡でも小松式土器が見られ、

住居跡からは管［、丸玉とともにヒスイ製の勾玉も

出土している。これも他地域との交流を示すもので

あろう。

中期後半では熊谷市域では北島遇跡のほかに、前

中西遺跡がある。またほぼ同時期の遺跡として、深

谷市の宮ヶ谷戸遺跡、上敷免遺跡で住居跡が検出さ

れている。前代で認められた他地域との交流も引き

続き見られる。特に中部高地との関係がより強くな

る。

北島逍跡では中期後半で集落は廃絶してしまい後

期には続かないが、前中西遺跡では中期後半から後

期にかけて継続して集落が営まれる。また、北島遣

跡で住居跡内から小児用と考えられる土器棺簗が見

つかっているが、他の募制は不明である。一方、前

中西遺跡では壷棺草、方形周溝募、木棺塾と異なる
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第 2図周辺の遺跡
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第1表 北島遺跡周辺の遺跡地名表

I 1 l 北山山島遺跡 10 天神遺跡

2 谷遺跡 1 1 八幡上遺跡

3 中条条理遺跡 12 出口上遺跡

4 中条古墳群 13 出口下逍跡

5 天神東逍跡 14 肥塚古墳群

6 大塚古培 15 卜之古墳群

7 東沢逍跡 16 諏諒木遺跡

8 鎧塚古墳 17 前中西遺跡

9 女塚遺跡 18 平戸遺跡

三種類の墓制が認められる。木棺草は中部高地との

関連であろうか。出上土器は櫛描文を施文する土器

が優位に立つことから中部高地、北関東との関係が

より強くなったと思われる。

後期中ごろから終末にかけては、遺跡は少なく行

田市池守遺跡や小敷田遺跡で遺構に伴わず吉ヶ谷式

土器が少鼠出土している。

古墳時代前期になると遺跡数が増える。熊谷市で

は中耕地遺跡、根絡遺跡、横間栗遺跡、一本木前遺

跡、池L遺跡、東沢遺跡、深谷市では明戸東遇跡、

東川端遺跡、宮ヶ谷戸遺跡、上敷免遺跡、行田市で

は池守遺跡、小敷田遺跡、妻沼町では弥藤吾新田遺

跡が知られる。特に一本木前遺跡では、住居跡とと

もに方形周溝墓が 4悲検出されている。方形周溝蓼

はいずれも巨大で、一辺が11.72~17.40mを測る。

第2号方形周溝墓の主体部からは、緑色凝灰岩製の

管玉とともにヒスイの勾玉が出土している。東川端

遺跡でも巨大な方形周溝蓼が検出され、第 2号方形

周溝墓からは東海地方のパレス壺が出土している。

東海地方にその系譜が求められるパレス壺や高杯

は北島遺跡でも数多く見られ、周辺遺跡と比べても

抜きに出ている。田谷遺跡では、北陸系の甕が溝跡

中より出土している。

また多くの遺跡で古ヶ谷系の壺及び甕がt器組成

の中で一定程度認められ、これとともに S字状口縁

台付甕が多く認められる。妻沼低地における S字状

口縁台付甕の定着は埼玉県内でも目立って高い。こ

れらのことは東海地方との関係とともに弥生時代後

期からの伝統で北関東との関係の強さをより一層認

19 古宮遺跡 28 長安寺遺跡

20 池上遺跡 29 長安寺北遺跡

21 小敷田遺跡 30 鵜森遺跡

22 藤の宮遺跡 31 奈良東耕地遺跡

23 皿尾遺跡 32 上江袋古墳群

24 池守遺跡 33 原島古墳群

25 斉条古墳群 34 伍原古培群

26 洒巻古墳群 35 村岡古墳群

27 光屋敷逍跡

めることができる。

中期になると不明の点が数多くなるが、再び中期

後半からは、大規模な集落が営まれるようになる。

深谷市森下遺跡では和泉式期の住居跡が 8軒検出さ

れた。そのうち 7軒はほぼ同一時期で、大型住居跡

を中心に配置されている。

後期になると遺跡はさらに増加する。熊谷市域で

は、櫛挽台地上の樋の上遺跡、上辻遺跡、下辻遺跡、

三ヶ尻中学校遺跡、三ヶ尻天王遺跡が、妻沼低地で

は、一本木前遺跡、天神下遺跡などが知られる。同

様に、深谷市、妻沼町域でも数多くの遺跡が認めら

れる。一本木前遺跡では300軒以上の住居跡が検出

され、住居跡同士の切り合いも激しい。河川跡の氾

濫にもかかわらず、同じところに継続して集落が営

まれている。また、これだけ多数の竪穴住居跡が検

出されているにもかかわらず掘立柱建物跡が一棟も

確認されていない。

このような古墳時代後期の大規模な集落は、その

後も奈良•平安時代を通じて営まれる傾向がある。

この時期になると古墳も北島逍跡周辺で数多く造

営されるようになる。北島遺跡の北には、中条古墳

群が存在する。その中の一つである全長43.Smの鎧

塚古墳は、帆立貝式古墳で 5世紀末から 6世紀初頭

に築造されたと考えられる。後円部の北東側と南東

側からは、墓前祭祀跡が検出されている。同様に帆

立貝式古墳の女塚古墳も 5世紀末から 6世紀初頭に

築造された古墳と考えられる。

北島遺跡の東側には、 7世紀前半の築造と考えら

れる中条大塚古墳が存在する。過去二回にわたり調
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査が行われ、径59mの韮壇上に径35mの墳丘を構簗

した円墳であり、主体部は角閃石安山岩削石積の胴

張複室構造であることが分かっている。また、隣接

地で調査された田谷遺跡の古墳群とともに群を形成

することが分かった。

律令国家体制が成立してくると遺跡周辺でもこれ

らに関する特徴的な遺跡が見られる。遺跡周辺は、

武蔵国幡羅郡に属すると考えられている。幡羅郡は、

現在の熊谷市西部、深谷市東部、妻沼町を含む範囲

と想定されている。深谷市東部の幡羅遺跡では郡家

の正倉と推定される総柱建物が検出されている。建

物配列の実態こそ不明であるが、 7世紀末に掘立柱

建物群として整備され、 8世紀中頃に礎石建物へ変

わり、その後10世紀前半に再び掘立柱建物へと変遷

したと考えられている。このことから成立から廃絶

まで郡家が他に移転することなく存在したと考えら

れている。

また同遺跡の東側には、 7世紀末創建とされる西

別府廃寺が位置し、周辺が幡羅郡の中心域であるこ

とが分かっている。このほかには、小敷田遺跡で出

挙について記された木簡が出土している。池上遺跡

から 9世紀代の掘立柱建物跡が検出されている。

また、市内の西別府祭祀遺跡（旧湯殿神社祭祀跡）

では、遺構は検出されていないが、古墳時代後期末

から平安時代末までの祭祀跡が検出された。人形・

馬形・剣形・有孔円板等の石製模造品をはじめ、墨

書土器などの土器が多数出土している。水場に関す

る祭祀のようで時代とともに地点を変えている。同

様に諏訪木遺跡でも 8世紀ごろの水場に関する祭祀

が検出されている。奈良三彩を始め、被熱した銅婉

などの遺物が出土している。

平安時代末期から中但に入ると武蔵七党や在地武

士団の館跡である中条氏館跡、成田氏館跡、熊谷氏

館跡、市田氏館跡、久下氏館跡などの館跡が点在す

る。

北島遺跡では、各時代にわたる大規模な集落跡及

び古墳が検出されたが、それ以外に大きな特徴が 2

つある。それは豊富な木製品の出土と治水、水利施

設の検出である。これらについて周辺遣跡の様子を

見てみる。

木製遺品は、池守遺跡、池上遺跡、小敷田遺跡、

諏訪木遺跡、一本木前遺跡、東沢遺跡などで出土し

ている。

これらの木製品は、河川跡や溝跡等から出土して

いるので、細かい時期が特定できないことが難点で

ある。しかし種類は多様で、農具が多いのが各時代

を通じての特徴である。池守遺跡では沼跡から膝柄

と二又鍬身がセットで出土している。実際の使用方

法を知るうえで貰重な資料である。

農具以外で特筆されるのが池守遺跡、小敷田遺跡、

諏訪木遺跡から出土した壺鐙である。池守遺跡，諏

訪木遺跡は古墳時代後期の、小敷田遺跡は奈良時代

から平安時代の所産と考えられる。

建築材に関するものでは、池上遺跡、小敷田遺跡、

諏訪木遣跡から、扉もしくはそれに関する木製品が

出土している。池上遺跡では国分式期の井戸枠とし

て扉板が再利用されている。小敷田遺跡では、古墳

時代後期の溝跡中より扉板が出土している。諏訪木

遺跡では、扉板と楯が河川跡から出土している。

堰跡を検出した遺跡としては諏訪木遺跡、やや離

れるが、同じ妻沼低地内の岡部町岡部条理遺跡があ

る。諏訪木遺跡では、河川跡中から堰跡が 3ヶ所検

出されている。古墳時代後期の所産と考えられる。

補強のために粘土とムシロ状の敷物を互層にしてい

る点など北島遺跡の堰跡の構造と共通する。

岡部条里遺跡では平安時代の堰跡が 2ヶ所検出さ

れている。二つの堰跡は同時に機能していたと考え

られている。

このように、妻沼低地一帯では、律令社会成立以

前から堰跡を伴うような、治水・水利施設が少なか

らず認められるようになってきている。これが律令

社会成立後に当地域に大規模な条里制がしかれる基

盤となったのであろう。

--11-



m遺跡の概要

北島遺跡は、これまで熊谷市教育委員会と埼玉県

埋蔵文化財調査事業団により合計22地点が発掘調査

され、縄文時代から江戸時代にわたる複合遺跡であ

ることが分かっている。また、遇跡内にば河川跡が

検出されており、これらの河川跡を推定）レートで結

ぶと北島遺跡は現状で大きく 3地点に分けられる。

第9• 21地点で検出された南西から北東に延びる

河川跡の北西側、第19地点を中心とする北東側、第

13 • 14 • 16地点を中心とする南側である。これらを

便宜上、北西区、北東区、南区と呼称する。

弥生時代では、北東区の第19地点で灌漑施設を伴

う大規模な集落が検出されている。集落が営まれる

以前の時期では南区の第14地点で再葬墓が検出され

ている。また、逍構は検出されていないが、縄文時

代晩期末から弥生時代前期の土器が出士している。

北西区では遺構は見つかっていない。

弥生時代後期の集落は、今のところ未検出である

が、第17• 19地点から水田跡や水路に伴い土器が見

られることから、周辺に集落が存在すると考えられ

る。

古墳時代前期では北東区の第19地点で方形の溝で

区画された集落が検出され、水路を挟んだ対岸では

方形周溝墓群が検出されている。

南区では第12地点で住居跡が検出されている。道

路輻の調査であるため全貌はつかめていないが、住

居跳に切り合いが見られることから、かなりの数の

住居跡が存在するであろう。また、これとは別に 4

~5軒を一単位とする住居跡群が第17地点などで検

出されている。北西区ではほとんど遺構は見つかっ

ていない。

古墳時代中期では該調査部分全体で住居跡は数軒

に過ぎない。

古培は北東区で検出されているだけである。その

初現は第19地点第 8号墳で、周溝から出土した土師

昂から前期後半ないし末葉に比定される。多くは、

6世紀代の築造であると考えられている。

古墳時代後期鬼高式期の遺構は、他の時期に比べ

少ない。これは、この少ない仕居群から古代以降の

大集落が形成されるのか、あるいは他の未調査地点

に大規模な集落が営まれるのかは今後の調査に負う

ところが大きい。

7世紀から 9世紀になると北西区では住居跡とと

もに掘¥'L柱建物跡が検出されている。さらに細かく

見てゆくと 7世紀代は第 4• 5 • 7地点で主体的な

集落が営まれる。 8世紀から 9世紀にかけては、第

2 ~ 8地点にかけて住居跡と掘立柱建物跡からなる

集落が営まれる。第 3地点では、掘立柱建物跡は伴

わず東側で住居跡のみが検出されている。このよう

に時期により集落の中心部分が多少移動している。

北東側では、 7棋紀代後半以降住居跡、掘立柱建

物跡ともに増え 9世紀後半まで持続する。 7但紀末

から 8世紀前半には第19地点の南側に道路跡が築か

れる。 9担紀代には二重の溝で方形に区画された館

跡が築かれる。この区両溝には四脚門が伴う。

南側の第13• 14 • 16地点でも 8世紀以降掘立柱建

物跡と住居跡が検出されている。掘吃柱建物跡は、

コの字に配置されている。

10但紀以降は、北東区で少数の住居跡と土堀、溝

跡が検出されている。

これらの遺構のほかに、第17地点では、弥生時代

中期後半、弥生時代後期から古墳時代前朋及び平安

時代の水田跡が検出されている。第18地点では、平

安時代以降の水田跡が検出されている。

第17• 19 • 20 • 21地点では、古墳時代前期以降の

畠跡が検出されている。また低地という特性から各

地点から豊富な木製品と、古代以降の井戸跡が多数

検出されている。

以上のように北島遺跡ではその集落跡だけでなく

募域、生産域が検出され、当時の暮らしが立体的に

復原できる貰重な遺跡である。

-12-
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IV第17地点の調査

1.第17地点の概要
第17地点において検出された逍構は、弥生時代中

期後半から近棋に及ぶが、本報告では、古墳時代前

期の遺構と遺物に限り掲載する。弥生時代中期の遺

構と遺物については、『北島遺跡VlI』で既に報告さ

れている。古墳時代後期以降の遺構と遺物について

は『北島遺跡XII』に報告されるのでそれぞれ参考

にしてもらいたい。

本地点は、第19地点の南東側に位置し、陸上競技

場建設に先立ち調査された。スタンド等の構造物部

分の調査を主体とし、中央のフィールド部分を除外

した略楕円形の調査区となっている。第19地点とは、

東流する河川跡により立地を異にする。この河川跡

は、 F区でその右岸が検出されている。南側には、

第18地点が位置し、調査から古墳時代前期は沼沢地

であることが分かっている。つまり本地点は、東西

に細長く延びる自然堤防上に立地している。調査区

内には、若干の起伏があるが概ね北から南に向かい

傾斜している。後述のように第107号溝跡付近に谷

が東西方向に入り、その南側が高くなっている。本

地点の標高は23.60m前後である。

調査区内の韮本土層は20層からなる。所々に火山

灰が認められることから大まかな時代が把握できる。

m 
23. 60 

23. 00 

22. 00 

18 

21 00 

本報告に直接かかわる部分は第 8~13層である。第

8 • 9層では、榛名ニッ岳起瀕の火山灰が認められ

る。第11層は、洪水層で浅間C火山灰を含む。間の

第10層では、古墳時代前期の遺物とともに弥生時代

後期の土器破片が出土しているが、これは洪水など

でもたらされたものと考えられる。第11層が明確に

調査区全域で確認されたわけではないが多くの遺構

は、この層の下より検出された。

検出された遺構は、住居跡15軒、竪穴状遺構 l基、

土堀32基、ピット57基、溝跡32条、堰跡 2ヶ所、河

川跡 lヶ所、水田跡、畠跡である。

遺構の多くは、調査区北側及び東側のA区、 C区、

F区に集中している。南側のD区、 E区では、住居

跡と溝跡が少数認められる。西側のB区に至っては

南端で住居跡と、土堀が少数認められるのみである。

住居跡は、調査区の北東側と南西側の二つの分布

がみとめられる。住居跡の平面形態も異なる。特に

E区で検出された住居跡3軒は、他の区に比べ遺存

状況が良好である。土塙及び溝跡は、 C区及びF区

を中心に検出された。水田跡と畠跡はA区、 F区で

検出された。遺構の分布が希薄な部分をはさみ分か

れて分布している。

基本士層

1 黄褐色土 浅間A火止灰多董。表土

2 暗灰黄色土 浅間A火l且灰層

3 黄褐色士 中近世水田層

4 オリープ褐色土 中世鉄斑層

5 黄灰色土 浅間13火山灰多量

6 灰オリーブ色七 浅間 B火111灰 2次堆積屑

7 黄灰色十 古代遺構確認面

8 褐灰色土 粘土質シルト。榛名ニツ岳火山灰含む

9 褐灰色上 榛名ニツ岳火山灰多堡

10 褐灰色士

］］ 黄灰色土

12 褐灰色土

13 黄灰色士

14 灰色土

15 灰色土

16 灰色土

17 灰色土

18 黒色上

19 暗緑灰色土

20 灰色士

洪水層。浅間C火山灰多量

水田七壌

洪水層。弥生時代中期～後期包含層

洪水層。弥生時代中期包含層

弥生時代中期水田土壌（ピ面）

弥生時代中期水田土壌（床土含む）

洪水陪

第4図第17地点基本土層
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2.古墳時代前期の遺構と遺物

(1) 竪穴住居跡

第21号住居跡（第12図）

第21号住居跡は、 A区北側のAL44グリッドで検

出された。僅かに南東隅部が捉えられたに過ぎず、

大半は調査区外である。そのため平面形態・規模等

は不明である。

ピット・炉等も確認されていないが、壁溝を持つ

ことから住居跡と認識した。壁溝は、南壁側の一部

で確認され、幅0.15m、深さ0.06mである。

図示できる遺物は出土していない。

排水溝

し
•v 

o
s
・
u
 
v
 

SJ 2 1 

1 褐灰色土酸化鉄を含む。

2 褐灰色土 マンガン粒子を多藁に含む直変化鉄を含む。

3 褐灰色上 マンガン粒子をやや多く含む，酸化鉄を含む。
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第12図第21号住居跡

第22号住居跡（第13図）

第22号住居跡は、 A区北端のAL42グリッドで検

出された。後世の撹乱により、壁が壊されているの

で壁溝のみの確認である。

壁溝は全周せず、北側と東側の一部で確認できな

い。壁溝は北西側でやや細くなる以外は幅、深さと

もに一定で、それぞれ0.10mと0.04mを測る。壁溝

から推定される住居跡の規模は、長軸2.80m以上、

短軸2.80mで、南北に長い長方形を呈すると考えら

れる。炉、ピット等は確認できなかった。

図示できる遺物は出土していない。
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l 灰色粘土質シルト マンガン結核をやや多く含むe

→古墳前期以後の住居床下。鉄斑を少贔含む＂
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1 ・60 

第13図 第22号住居跡

第2表第17地点住居跡・竪穴状遺構新旧対応表

区 新番号 旧番号 グリッド 区 新番号 旧番号 グリッド

A SJ 21 SJ 46 AL44 E SJ 29 ！ SJ 49 AX33 

A S J 22 SJ 54 AL42 E S.J 30 SJ 50 AX32 

A SJ 23 SJ 55 AL41 • 42 E SJ 31 SJ 51 AX31 

B SJ 24 SJ 52 AW2 6 F SJ 32 SJ 72 A I 4 4 

C s J25 SJ 53 AE29 

F F F F I 

SJ 33 SJ 73 AI43・44 

C SJ 26 

I 

SJ 57 AD・AE31 SJ 34 SJ 74 AH・AI42 

D SJ 27 SJ 47 BB38 SJ 35 SJ 75 A.J 4 6 

E SJ 28 SJ 48 A X:35 S X44 SX6 AG42・43 
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第23号住居跡（第14図）

第23号住居跡は、 A区北端のAL42グリッドで検

出された。南東隅付近を検出したに過ぎず大半は調

査区外である。壁溝が検出されたことから住居跡と

認識した。

図示できる遺物は出土していない。

第24号住居跡（第15図）

第24号住居跡は、 B区南端のAW26グリッドで検

出された。住居跡からやや離れた西側で土壊が、北

東側でピットが見られる以外は該期の遺構は検出さ

れていない。

壁や壁溝は確認されず、掘方のみの検出である。

炉を持つことから住居跡と認識した。掘方の規模は、

4.22X4.00mほどである。

`”-¥s:24  

第17地点

炉は西側で検出され、 0.64mX0.50mほどで地山

を掘り込み構策されたものである。炉床は被熱し、

赤化している。

図示できる遺物は出土していない。
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第14図 第23号住居跡
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SJ 2 4 

］ 赤橙色シルト

2 橙灰色シルト

砂がまじる炉床、地山を使う。

粘土がまじる。炉床下の地山が被熟した部分コ

第15図 第24号住居跡
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SJ 2 5 

1 暗掲色上 コーヒ一色に近い鉄斑を多斌に含む，灰掲色粘質上を

やや多く含む，焼七、炭化物を少鼠含む

やや砂質だがしまりよい

2 賠灰褐色上 鉄斑をやや多く含む2k尭七を少星含む（一部プロソク状）

やや砂質でしまりよい

3 暗灰褐色土 鉄斑、焼上をやや多く含むやや砂質でしまりよい

4 暗褐色十 鉄斑を多醤に含むマンガン結核を少星含む

やや粘性あり

5 暗灰褐色土 コーヒ一色に近い鉄斑を多鼠に含むやや砂質，』

廃七炭化物をやや少鼠含む。やや粘件あり，

6 暗褐色上 欽斑を多呈に含む焼土をやや多く含む。

やや砂質だがしまりよい

第25号住居跡（第16図）

第25号住居跡は、 C区中央北側のAE29グリッド

で検出された。第80号溝跡により東南壁と南西隅部

を切られる。第26号住居跡の西側、約18mのところ

に位置している。

平面形態は、北壁が緩い弧状を描くが、概ね長方

形を呈する。規模は、長軸3.96m、短軸3.75m、深

さ0.21mで長軸方位はN-15°-Wである。壁は平坦

な床面から垂直に立ち上がる。壁溝．炉は確認でき

7 暗仄掲色士

8 灰褐色十．

9 灰掲色土

鉄斑を多呈に含むC 灰掲色粘質十(2層七か？）を

斑状に多品に含む。マンガン結核を少埜含む。

鉄斑をやや多く含む，

鉄斑を多墜に含む2 黒褐色七をやや多く籾状に含むい

やや砂質でしまりよい

鉄斑をやや多く含む灰褐色十を少鼠含む枯件ややあり

鉄斑、黒褐色土を少星含む。粘性ややあり

灰色粘士ブロックと黄灰色ンルトブロックの混合居

2層よりブロック大きいが基本は回じ。

10 暗灰掲色土

11 灰褐色上

12 灰黄色土

13 灰色土

14 地山の黄色シルト

15 灰色枯士質シルト As-C軽石、鉄、マンカン結核、炭化物を少贔含む
16 灰黄色粘上質シルト As-C軽石、炭化物を少量含む。

17 始灰色シルト質粘士 地山土、鉄、マンガン結核を少頑含む。

第16図第25号住居跡

なかった。

ピットは 5ヶ所で確認され、 Plが径0.25m、深さ

0.17m、P2が径0.25m、深さ0.10m、P3が径0.32m、

深さ0.18m、P4が径0.34m、深さ0.10m、P5が0.72X

0.56m、深さ0.08mである。掘り込みは浅いがPl~

P4が配置から考えて主柱穴であろう。 P5は平面形

と壁際に位置することから貯蔵穴の可能性がある。

床面直上から少量の土師器片が出土している。

図示できる遺物は出土していない。
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第17地点
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1 暗灰褐色土 鍬政［、マンガン結核をやや多く含む。焼上、炭化物を少基含む

2 暗灰喝色土 1居より鉄斑を多簸に含む。やや砂質でしまりよい

3 暗褐色土 ］層と同じ粘賀十で細かい鉄斑を多量に含む粘性ややあり。

4 灰褐色十 マンガン結核を多蓋に含む。焼土、炭化物、鉄斑を少量含む。しまりあり。粘件ややあり，

5 賠褐色上 鉄斑、マンガン結核をやや多く含む炭化物を少は含む粘性あり。

゜
2,m 

1 60 

第17図第26号住居跡

第26号住居跡（第17図）

第26号住居跡は、 C区北側の AD・AE31グリッ

ドで検出された。試掘トレンチにより南西隅部を、

第80号溝跡により南東隅付近をそれぞれ壊されてい

る。第25号住居跡の東側、約18mのところに位置し

ている。

平面形態は、不整方形で北東壁が弧を描くように

張り出す。規模は、 4.76X4.50mほどである。北東

隅付近で、径〇．16m、深さ0.10mのピットが確認さ

れている。壁溝。炉は確認できなかった。

遺物は、 1 ~ 3が出土した（第18図）。 1は口縁

部だけの残存であるが、台付甕であると思われる。

口唇部を平坦に仕上げている。 2は甕で口縁部が肥

原する。 3は高坪の脚部で外側に短く屈曲する。

-25 
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第 18図 第 26号住居跡出土遺物

第 3表 第 26号住居跡出土遺物観察表（第18図）

番号 器種

： 3 上師高杯

口径 器高」底径

ロロ：H- [2.9] | (8.0) A E 

ロし二□□扉麟位ハケ備内面胴部工目：テ
普通i浅黄橙色 5 I No3 内面に折り返し部分有り

脚部薄手

.勺• 
］ 4:j ~S J 27 

1 暗灰色シルト 粘質だがやや軟らかいッ

2 黒色シルト 黒斑を多量に含む暗灰掲色土を

やや多く含むしまり、粘性強い」

田］p

c <3 賠灰色シルト
鉄斑、マンガン結核を多呈に含む

D' 
灰褐色七やや多く含む。

巳 I¥ しまり、粘性あり

4 黒灰色シルト 粘質でしまりよい。鉄斑、

マンガン結核をやや多く含む。

5 灰色シルト やや黒い。灰褐色粘質士、鉄斑、

SJ27 マンガン結核を少量含む。

粘性あり¢

6 灰白色シルト 鉄斑、マンガン結核を

やや多く含む。しまり、粘件あり。

7 暗茶褐色シルト 灰掲色七をやや多く斑状に含む

粘性あり。

8 灰褐色シルト 暗褐色上をやや多く斑状に含む。

粘質だがやや軟らかい。

9 暗褐色シルト 欽斑、マンガン結斑をやや多く

含む仝体的に暗い色

。り／ピ
調査区域外 図 1¥H鸞 粘質だが軟らかい

~:~a 
D 23 10 D' 

—°゜i 言
冒 門

゜
2m 

Q. -1 60 

第 19図第27号住居跡

第 27号住居跡（第19図）

第 27号住居跡は、 D区南側端のBB38グリッドで

検出された。南側は調在区外へと延びる。周辺には

該期の住居跡は確認されていない。

平面形態は、長方形を呈し、規模は、長軸4.40m、

短軸4.00mで、深さ0.12mである。長軸方位はN-

30°-Wである。

ピットは北東隅付近と南西隅付近の 2ヶ所で確認

され、 Plが径0.30m、深さ0.07m、 P2が径0.25m、

深さ0.19mである。炉・壁溝は、確認できなかった。

図示できる遺物は出土していない。
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第17地点

調査区域外
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1 黒褐色シルト

B 23. 10 B' 

炭化物ブロック、灰を多最に含む。

焼土粒を少品含む

2 橙色シルト 焼土プロックを含む

3 灰色細砂質シルト 床材ブロソクを多量に含む。

炭化粒子を少品含む
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第20図 第28号住居跡

第28号住居跡（第20図）

第28号住居跡は、 E区北東端のAX35グリッドで

検出された。第29• 30 • 31号住居跡群の東側に位置

する。古代の第27• 53号溝跡に半分以上を切られて

いるため平面形態、規模は不明である。

北壁付近の床面で焼土ブロックと炭化物の集中が

認められる。近くに炉があった可能性がある。

ト・壁溝などは、確認されていない。

図示できる遺物は出土していない。

第29号住居跡（第21図）

第29号住居跡は、

ピッ

E区北側のAX33グリッドで検

出された。本跡と第30• 31号住居跡は、それぞれ 6

mほどの距離を保ち存在する。本跡は、その一番東

側に位置する。

平面形態は、長方形を呈する。規模は長軸4.92m、

短軸4.14m、深さ0.40mである。壁は南隅付近が斜

めに立ち上がる以外は、ほぼ垂直に立ち上がる。主

軸方位はN-30°-Wである。

壁溝は、北西壁側、東側隅、南西壁側の一部で途

切れ、全周しない。総じて北東壁側の壁溝が幅狭で

ある。また、南東壁中央やや西側に壁溝に直交する

溝が認められる。間仕切りのための溝と考えられる。

ピットは、 3ヶ所で認められ、 Plが径0.42m、深さ

0.23m、P2が径0.46m、深さ0.38m、P3が径0.22m、

深さ0.18mである。配置から見ても、主柱穴と呼べ

るものではない。 Pl、P2は住居の出入りの施設に

関するピットと考えられる。

炉は、

炉2では浅いが皿状の掘込みが認められるが、炉 l

は、掘込みが認められない。炉 lでは焼土ブロック、

灰、炭化物が集中する部分を、大まかに炉と捉えた。

硬化面は炉の周辺を中心に住居の北西側に認めら

れる。

遺物は、

谷系の甕で、胴部下半以下を欠損する。残存する全

面に単節LRを横位に施文する。

甕で、

2基確認された。いずれも不整形を呈する。

1 ~4が出土した （第22図）。 1は吉ヶ

2は樽系の小型の

口縁部が波状を呈する。口縁直下から胴部上

半に 6本一単位の櫛描波状文が逆時計回りに下から

上へ施文される。 3は台付甕の口縁部である。 4は
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□硬化面

□焼土

］ 0 2m 
ト 1 |1 60 

SJ 2 9 

l 灰色砂質シルト 欽料を多景に含む，火山灰、炭化物、

マンガン結核を少贔含む

2 灰～暗灰色シルト マンガン結核を多呈に含む會失斑を少量含む

3 灰色ンルト 火山灰をやや多く含む，炭化物、鉄斑を少量含む。

マンガン結核を多呈に含む

火山灰、炭化物をわずかに含む
4 暗灰色シルト 焼J_、炭化物、鉄斑、マンガン結核を少呈含む。
5 );!<～暗灰色シルト 火山灰部分にやや多く含む襄失斑、

マンガン結核を少旦含む3

6 /:K色シルト 火山灰、炭化物、鉄斑、マンガン結核を少呈含む
7 灰～ピンク灰色火山灰 純層に西いAs-C

8 黒灰色シルト 炭化物を多呈に含む焼土、

火山灰を少呈(As-C)合む

9 忠色シルト 焼七を少星含む。炭化物工体の炉覆土

地山小ブロックまじる

10 央色シルト 炭化物のみから成る暦に焼土プロックがまじる累り土
11 灰色粘土質シルト 地山プロックと灰色シルト、粘土プロックの混合尼

炭化物を少呈含む

12 暗灰色粘士質シルト 地山小プロック、炭化物を多呈に含む
As-C火山灰を少鼠含む順笥士 2~3屈の

入り込んたもの。

13 灰色粘土質シルト 地山ブロックと灰色シルトブロックの混合陪

欽斑を多旦に含む炭化物を少呈含む
14 灰姶色粘士質シルト 地山フロックに）火色シルト小フロックがまじる。

鉄虹を多品に含むn炭化物を少最含む
15 黒灰色粘十質シルト 地山プロックに黒色土

（炭化物工体で）火色シルトを少母含む）が多呈に

まじる鉄斑を少鼠含む

16 オレンジ色粘土質シルト 焼上化した粘上良好に被熱しているしまりあり＇

第 21図第29号住居跡

lと同じく古ヶ谷系の甕の胴部破片である。単節L

Rを横位に施文する。

第 30号住居跡（第23• 24図）

第 30号住居跡は、 E区北側のAX32グリッドで検

出された。本跡と第29• 31号住居跡は、それぞれ 6

mほどの即離を保ち存在する。本跡はその中央に位

置する。北隅は調査区外のため調査できなかった。

平面形態は、長方形を星する。規模は、長軸5.57

m、短軸4.44m、深さ 0.53mである。主軸方位は

N-22°-Eである。北西壁で住居の立ち上がりが、

崩落のため緩やかになる以外は垂直に近く掘り込み

も深l'¥O 

ピットは、 2ヶ所で確認され、 Plが 0.51X0.42m、

深さ0.48m、 P2が 0.46X0.38m、深さ0.26m。両ピッ

トともやや不正円形である。東壁付近に位置する P

1は、置 上のド層 から火山 灰と思わ れる灰白色粘質

土が検出されている。 Pl、 P2ともに柱痕は認めら
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第22図第29号住居跡出土遺物

第4表 第29号住居跡出土遺物観察表（第22図）

9番号 器 種 口怪i器高 底径 胎上 焼成 色謂 残存率 備 考

=1 1 土師甕 (16.1) [18.0] DEH 不良 にぶい黄麿色i 15 吉ヶ谷系単節LR

2 土師盟 (11.8) 12.4 6.3 AD 不良 にぶい橙色 50 No•20 樽系 6本一単位液状文見づらい

3 土師甕 (14.8) [4.5] AEH 普通 にぶい褐色 5以下 外面横位ハケ

4 十．師甕 [8.6] DE 良好！L—にぶい黄橙色 5 吉ヶ谷系単節LR

れないことから、柱は抜かれたものと考えられる。

貯蔵穴は、北東隅付近で検出された。規模は長軸

0.68m、短軸0.50m、深さ0.64mである。覆土中か

ら炭化米が出土している。

炉は、西壁よりと、南壁よりの 2ヶ所から検出さ

れた。炉 lが0.64X0.59m、炉 2が0.47X0.41mで、

いずれも不整形で皿状の浅い掘り込みである。焼土

は少なく底面もあまり硬化していない。炉 2の直上

から甕（ 7)が出土している。壁溝は、認められな

しヽ。

遺物は、 1 ~15が出土した（第25• 26図）。 1は

吉ヶ谷系の壺の胴部破片である。単節RLを帯状に

施した後、外面全面を赤彩している。 2は器壁が非

常に薄い鉢のD縁部であると考えられる。内外面赤

彩される。 3は有段口縁の壺の口縁部で内外面が赤

彩される。 4は小型壺の胴部から底部にかけての破

片で丁寧にミガキを施す。 5は甕で口唇部に縄文を

施文する。 6は鉢の底部で内外面が赤彩される。 7

は甕で胴部下半に輪積痕が明瞭に残る。赤彩時のミ

ガキによりハケ目がつぶれて見づらいところがある。

8 • 9 • 11~14は古ヶ谷系の破片である。 9.

11 • 12は同一個体と考えられる。 14は壺の胴部上半

の破片であろう。 10は壺の胴部破片で網目状文を施

文する。無文部は赤彩される。

15は台石と考えられる。中央部分に使用痕が残る。

扁平な断面形を呈する。

第31号住居跡（第27図）

第31号住居跡は、 E区北側のAX31グリッドで検

出された。本跡と第29• 30号住居跡は、それぞれ6

mほどの距離を保ち存在する。本跡はその一番西側

に位置する。南東隅部分を第61号土壊に切られる。

平面形態は、隅丸長方形を呈する。規模は、長軸

5.41m、短軸4.44m、深さ0.46mである。主軸方位
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SJ 3 0 18 灰色粘土質シルト 地山小ブロック、鉄斑を多葦に含む C 炭化物を少量含むロ
1 灰色シルト質細砂 マンガン結核を多品に含む， FA(?)、 19 灰色粘土質シルト 地山ブロックと暗灰色シルトブロックからなる陪＂

シルトブロック、鉄斑を少量含むC 炭化物を少量含む。
2 灰色細砂質シルト シルトプロックと地山ブロックの混合層へ 20 黒色七 火山灰まじり炭化物屠＂

鉄斑を多鼠に含む，，マンガン結核を少呈含む，9 炭化物岩上面にAs-C火Iれ灰堆積層準。
3 オリーブ灰色 多呈の地IlIブロックと少呈のシルトプロックの 21 黒色土 炭化物と灰を上体とした粘質上。

細砂質シルト 混合層鉄斑を多呈に含む，』マンガン緒核を少鼠含む，』 底面付近に焼七塊多い C やや軟らかい。
4 灰色シルト質細砂 地1-Uプロノク主体の混合層。マンガン結核を多量に 22 暗灰～黒灰色シルト 灰色土粒子、鉄斑をやや多く含む3

含む。シルトプロック、鉄斑を少量含む。 23 暗灰色シルト 灰色粒子、鉄斑をやや多く含むnマンガン結核を少量含む。
5 灰色シルト質細砂 地山ブロソク主体の混合屡aシルトブロック、鉄斑、 24 灰褐色シルト 灰色土（火山灰？）を多量に含む直失斑をやや多く含むく

マンガン結核を少量含む。 黒色土粒子を少最含む。しまりありこ
6 灰色細砂質シルト 多呈のシルトプロックと少最の地山ブロックの 25 灰色シルト 鉄斑、マンガン結核を多鼠に含む、

混合層。鉄斑を多量に含む 炭化物、黒色土粒を少呈含む。
7 灰色細砂質シルト 地山ブロック主体の混合屑。シルトブロック、 26 暗灰～灰色シルト 炭化物をやや多く含む。灰色粘質土拉子、

鉄斑を多景に含むぐ 鉄斑を少量含む
8 オリープ灰色 As-C火山灰、シルトプロックを多量に含む。 27 黒色土 灰と炭化物を主体とした粘質土。黒灰色粘土を多量に含む。

シルト質細砂 地山ブロックを少量含む黒色シルトの縞収堆積ありで 炭化物中には炭化米、植物繊維等が多品に含まれる。
9 灰色細砂質シルト As-C火山灰、ジルトプロック、地山プロックを 水が大堅に含まれ、やや間隙ありこ粘りもある。

多量に含む。黒色ヽノルトの縞状堆積ありこ 28 暗灰色シルト 灰色粘土質（火山灰か？）粒了を多量に含む。
10 灰色シルト As -C火山灰、As--C軽石を多品に含む。 鉄斑、炭化物をやや多く含む，

地山プロックを少星含む。 29 灰～暗灰色シルト 鉄斑を多量に含む』音灰色土をやや多く含む。
11 灰色シルト As-C火山灰を多肱に含む As-C軽石を マンガン結核を少量含む。

少量含む。黒色シルトの縞状堆積あり。 30 暗灰色シルト 1居より黒い炭化物、灰色粘土質を少呈含む
12 オリープ灰色シルト シルト中に地山ブロンクの崩落上あり 2 鉄斑、マンガン結核をごく少品含む。

A s -C火山灰、 As -C経石を多鼠に含む。 31 灰褐色士 黒色土粒、鉄斑を少量含むい
13 暗灰色シルト 壁崩落士か9炭化粒＋を多呈に含む。 32 黒灰～暗灰色土 炭化物、焼上を少呈含む。層の中ほどに

As-C火山灰を含む。 火山）火風の白色粘質土の縞状堆積あり。
14 灰色シルト 炭化拉子をやや多く含む As -Cを少鼠含む 33 黒灰色シルト質土 炭化物を多量に含むC 灰色七粒＋（火山灰かり、
15 暗灰色シルト 炭化物をやや上部に非常に多量に含む。 灰褐色上をやや多く含む。鉄斑、マンガン結核を少量含むU

As-C斑状にやや多く含むa 34 暗灰色シルト 灰（褐）色粘質土を多鼠に含む。鉄斑、
16 灰色シルト 壁崩落士か？鉄斑をやや多く含む マンガン結核をやや多く含む。
17 灰～暗灰色シルト 鉄斑を多量に含む,FA？状の火山灰粒子を 35 黒色色シルト 炭化物を多量に含む。暗灰色粘質士を少量含むJ

斑状にやや多く含む。マンガン結核を少量含む。 36)火褐色シルト 暗）火色士、鉄斑やや多く含む。マンガン結核を少量含む2

37 灰色シルト マンカン結核を多量に含む。地山か？黒色土粒子、

鉄斑を少堡含む2

第23図第30号住居跡
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SJ 3 0 甕の下の殴上

1 灰色シルト 黒色士を少品含む。鉄斑、マンガン結核を

少呈含む枯性強い住居＿十恩0)9屑に対応か‘)

2 暗灰色シルト 鉄斑、マンカン結核をやや多く含む

灰色七を少呈含む（火山灰？）。

住居士層の13層に対応か？

3 里色シルト質 炭化物を多量に含む灰色士（火山灰 9)、

鉄斑を少呈含む，粘性やや強い，

4 黒灰色シルト 炭化物、灰色十（火山灰）を少鼠含む＿

粘性やや強い
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第25図 第30号住居跡出土遺物（1)
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第26図 第30号住居跡出土遺物（2)

第 5表 第30号住居跡出土遺物観察表（第25• 26図）
番号l器種 ！口径

益n -届—皐．△ 底径 胎土 焼成 色調 残存率 I 備 考

1 土師壺 一 [18.8] ］ 
AH 良好 浅黄橙色 10 '.Jo.20 単節RL 全面赤彩 l村血横位のナデ

2 士師鉢 （16.0) [2.1] - H 良好 浅黄橙色 5以下 床面直上有段口縁外面横位ミガキ 内外面赤彩

3 土師広「］壺（13.2) [2.9] - AEH 普通 にぶい黄橙色 5以下 床面直上 P2付近折り返し状口縁 内外面赤彩

4 上師壺 [5 8] 4.8 ! DH 良好 明褐灰色 15 No.17 外面赤彩横位ハケ調整ミガキ

5 土師甕 (16.0) [7.5] - GH 将通 にぶい桐褐色 5 No.1 縄文施文外而全面横位ハケ調整内直jI具ナデ

6 七師鉢 [2.6] 4.0 A EH 普通 にぶい黄桐色 10 No.1 内外面赤彩

7 上師甕 15.5 17.5 6.3 E GI.J L 良好 橙色 95以上 外面全面及び口縁部内面赤彩

8 土師甕

| 

CEH 普通 町赤褐色 No.18 車節LR 縄の端部が見える内面強いヨコナデ， 土師甕 EH 普通 明褐色 No18 単節LR 口縁部番：最後に施文

10 土師壺 E J 普通 橙色 ¥o.6 赤彩 内面に 4段の外面横ミガキ 輪積痕が残る

内面ナデ

11 土師甕 EH 評通

明ぶ叫~明褐褐褐い色棺色色色！！i i単lbmm洋~7 節節籍l~ S 単節LR 縄の端部が見える
12 上師甕 GHK 

I 
良奸 LR 貯蔵穴出十ム

］ 
I 13 

土師盟 AEGJ 良好 に RL 0段多条内面横ナデ

14 土師南 BEH 良好 RL 貯蔵穴出上

15 台石 閃緑岩長さ］5.3cm 輻14.4cm 原さ3.1cm 重さ1020g 

は、 N-64°-Eである。壁は北東壁、南東壁がや

や緩やかに立ち上がる以外はほぼ垂直に立ち上がり

掘り込みも深い。

壁溝は、北壁側の中央やや西側と南壁側の中央部

分で途切れる。途切れた部分の中央にはそれぞれ浅

いピットが存在した。 P7は位置から考えて出人口

部に関する跡と考えられる。

ピットは、前述のものを含め 7ヶ所確認された。

規模は、 Plが径0.17m、深さ0.30m、P2が0.46X0.36

m、深さ0.20m、P3が0.38X0.32m、深さ0.19m、P4

が径0.38m、深さ0.09m、P5が0.46X0.29m、深さ

0.22m、P6が0.72X0.34m、深さ0.18m、P7が径0.48

m、深さ0.16mである。極端に深いPlを除き掘り込

みは概して浅いが、配置から考えてPl~P4が主柱

穴にあたるであろう。柱痕は、確認できなかった。

ピットは平面形が乱れるものや、テラスを持つもの

があることから、柱を抜き取るときに形が変わった

可能性がある。

炉は、 2韮確認された。いずれもPlとP2をむす

んだラインの北側に位置する。炉 1が0.51X0.43m、

--32-
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1 オリープ）火色シルト

質細砂

2 暗灰色細砂質シルト

9 オリープ灰色シルト

10 暗灰色シルト

11 黒色土

FA(?)、鉄斑、マンガン結核を多量に含むC

地山プロック（オリーーブ灰色シルト）を少品含む。

シルトブロックに地山プロックのまじる混合居。

鉄斑を多量に含むこ

暗灰色細砂質シルト シルトブロックと地山ブロックの混合層。

鉄斑を少呈含む。

4 オリープ灰色釧砂質 シルトプロックが地山プロックにまじる混合層c

シルト 鉄斑を少量含む

シルトプロックに地1れプロソクのまじる混合層

鉄斑を少鼠含むn

オリーブ灰色シルト シルトブロックと地111プロックの混合層

As _C火山灰を多量に含む

As-C軽石、鉄斑を少量含む。

7 オリ＿ブ灰色シルト シルトブロックに地山プロックのまじる混合暦。

As-C火山灰を多星に含む。

As-C軽五欽斑を少品含む。

シルトを主体に地山小プロックのまじる混合層c

炭化物を多景に含む

シルトプロックのまじる地山崩落l..

壁材席蝕層．有機質を含む

炭化物を多量に含む焼土、火11」灰をプロック状に

少最含む鉄斑を少堡含むぐ

鉄斑、マンガン結核をやや多く含む焼十、炭化物、

火山灰を少堡含む。粘性強いこ

灰褐色粘質上（床面の土か？）、鉄斑、マンガン結核を

やや多く含む

灰色シルト

8 灰色シルト

12 暗灰色シルト

13 灰色シルト

14 暗灰シルト

15 暗灰色シルト

16 暗灰色シルト質上

17 暗灰～黒灰色

シルト質土

18 灰色シルト

19 黒灰色粘質七

20 暗灰～黒灰色シルト

21 暗灰色シルト

22 灰色シルト

23 暗灰色シルト

24 灰褐色シルト

25 暗灰色シルト質

26 灰色シルト

27 暗灰シルト

28 灰シルト

29 灰～暗灰シルト

30 灰褐シルト

31 黒色シルト質

灰喝色上と黒色土が斑状に混じる。

炭化物、鉄斑を少贔含む。

灰褐色土、鉄斑を少呈含む

炭化物、鉄斑、マンガン結核を多拭に含む

灰色粘質を少旦含む，

炭化物を多呈に含む。灰色粘質上、鉄斑を少量含む

灰色粘質土を多呈に含む鉄斑を多呈に含む。

黒色士を少鼠含む。

炭化物、鉄斑をやや多く含む。

炭化物をやや多く含む3 火山灰、灰色土を少呈含む

炭化物をやや多く含む。黒色上を含む。

灰色上、鉄斑を少醤含む

鉄斑、マンカン結核をやや多く含む<J

炭化物を少量含む

炭化物を多呈に含むこ黒色土、鉄斑結核をやや多く含む，

鉄斑、マンガン結核を多品に含む。

炭化物を多堡に含む。灰褐色七、鉄斑、

マンガン結核をやや多く含むC

地山上（？）、鉄斑、マンガン結核を多呈に含む

マンガン結核をやや多く含む。火山灰、灰色土を少贔含む。

マンガン結核をやや多く含む炭化物、鉄斑を少埜含むぐ

炭化物をやや多く含む，鉄斑、マンカン結核を少鼠含む

鉄斑、マンガン結核を多量に含む。炭化物を少量含む，

炭化物を非常に多量に含む。焼七を少敬含む。

やや軟らかい

第27図 第31号住居跡
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第 6表

第28図

第31号住居跡出土遺物観察表（第28図）

第31号住居跡出土遺物

番号 器種 口径 茄ロロ向白 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

1 士師壺 (13.2) [6.1] AH 良好 明褐灰色 5 , No.20 縦位ハケ後ナデ

2 土師壺 [12.5] (9.8) ADE 蒋通 明褐灰色 5 内面ナデ底部ヘラナデ外面赤彩

3 土師台付甕 [5.9] 9.8 ABCDG 良好 明褐灰色 15 No.6 台部底部充填

4 土師高杯 [6.5] I - AB 良好 浅黄橙色 60 No.3 1 mmをこえる石英を多量に含む 内外而赤彩

5 i暦石 100 I砂 岩長さ 10.7cm 幅5.1cm 厚さ1.9cm 重さ 131g 

炉 2が0.48X0.4lmで、平面形態は、共に楕円形を

甚調とする。掘り込みは浅い1II1状である。炉周辺に

は硬化面が認められる。

遺物は、 l ~ 5が出土した

D縁部である。 2は壺の胴部から底部にかけての破

片である。外面が赤彩される。

端部はハケ調整される。

体と杯部内面が赤彩される。

5は磨石で側面に敲打痕が見られる。

第32号住居跡（第29図）

第32号住居跡は、

（第28図）。 1は壺の

3は台付甕の台部で、

4は高坪の接合部で外面全

F区南東端のAI 44グリッドで

検出された。第161号溝跡に切られ、第33号住居跡

を切る。東側は調査区外へと続く。

平面形態は、長方形を呈する。規模は、長軸4.21

m以上、短軸3.00m、深さ0.27mである。長軸方向

を主軸と考えるとその方位は、 N-16°-Eである。

床面には若干の凹凸が見られる。壁は、ほぼ垂直に

立ち上がる。

壁溝は全周すると考えられる。幅は、北壁側で広

く、西壁側では狭い。深さは0.05mほどである。

柱穴は 3ヵ所で確認され、 Plが径0.34m、深さ

0.14m、P2が径0.34m、深さ0.06m、P3が径0.33m、

深さ0.6mである。炉は確認できなかった。

遺物は、 1の壺の底部が出土した （第30図）。

底部外面に木葉痕がある。

第33号住居跡（第29図）

第33号住居跡は、 F区南東端のAI43・44グリッ

ドで検出された。南側を第32号住居跡に切られる。

東側は調査区外へと続く。

平面形態は、長方形を呈すると考えられる。規模

は、長軸2.91m以上、短軸2.80m以上、深さ0.20m

である。西壁側を主軸と仮定すれば、 その方位は

N-20°-Wである。床面には若干の凹凸が見られ

る。壁はほぼ垂直に立ち上がる。 ピット・壁溝．炉
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第29図

5
6
7
8
9
1
0
 

SJ32・33 

l 暗褐色土 炭化粒子、鉄分粒子、灰褐色粒子

(1屠底面に炭化物層堆積）を含む。

白色粘土を多量に含む。

灰褐色粘土に暗褐灰色粘土が混じる混合層。

鉄分粒＋、白灰色粘士ブロックを多輩に含む

若干の炭化粒子がまじる。

4層に比べ灰色拉子を多鼠に含む。

黒灰色粘土を主体とする C

炭化粒子を多量に含む。粘土プロックを含む。

粘七を多量に含むく

炭化粒子をやや多く含む。

炭化粒子を多呈に含む。

2

3

4

 

白灰色土

暗褐灰色土

黒褐色土

黒掲色士

黒灰色土

灰掲色土

青灰色七

灰褐色上

灰褐色土

第32• 33号住居跡

第7表 第32号住居跡出土遺物観察表（第30図）

番1号1土芯し合種 1口］蚤 I悶芯I空： ID:H土 ]::I 1ー竺＼黄:t色1残:率 |No.1

゜
2,m 

1 : 60 

備考

底面木葉痕 外面縦位ハケ 内面T貝具ナデ

は、確認できなかった。

図示できる遺物は出土していない。

第34号住居跡（第31図）

第34号住居跡は、 F区南側のAH• A I 42グリッ

10cm 
1 :4 

第30図 第32号住居跡出土遺物

ドで検出された。第162号溝跡を切る。

平面形態は、東側辺が歪むがほぼ方形を呈する。

規模は、長軸5.28m、短軸5.04m、深さ0.14mであ

る。長軸方向を主軸とするとその方位は、 N-71°―
Wである。壁はほぼ水平の床面から垂直に立ち上が
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1 灰褐色土 炭化粒子、灰色粘土粒子を少量含む

2 灰褐色土 炭化粒子、明灰色枯七粒子を少呈含む。

3 暗灰褐色．十 炭化粒子、明灰色粘土粒子を多鼠に含む

4 暗灰褐色上 炭化粒＋を微昌含む

明灰色粘上小プロソクを少量含む。

5 灰褐色土 明灰色粘土粒子を少呈含む

炭化粒＋を微星含む

6 灰褐色十 明灰色粘土粒子を多旦に含む。

炭化粒子を少最含む。

7 暗灰褐色土 炭化拉＋を少晶含む

8 明灰褐色十 暗灰色粘上小ブロソクを少呈含杜r

炭化粒子を微品含む

9 明灰渇色十 暗灰色粘土が梢状に堆積ずる

第31図第34号住居跡

る。

壁溝は、幅、深さともに一定で、それぞれ0.15m、

〇.08m前後である。全周せず、所々で途切れる。特

に東西辺の中央から南側にかけて大きく途切れる。

どちらかが人口部であろう。

ピットは、 3ヶ所で確認された。ほぼ円形で、直

径0.40m、深さ0.40m前後である。柱痕が確認でき

ないことから、柱は抜き取られたものと考えられる。

貯蔵穴は、平面的な位置からPl~P3と共に主柱

穴と考えられたが、他の 3つの柱穴と比べ、規模が

大きいことと、揺鉢状の掘り込みであることから貯

蔵穴と判断した。規模は0.60X0.46m、深さ0.27m

である。

住居跡の北東隅で深さ0.20mほどの長方形の掘り

込みが認められる。住居に伴うものであるが性格は

不明である。炉は確認できなかった。

図示できる遺物は出土していない。

第35号住居跡（第32図）

第35号住居跡は、 F区南端のAJ 46グリッドで検

出された。深さは、 0.13mである。大部分が調査区

外へ続くので規模や主軸方位は不明である。壁溝な

どの住居跡に伴う施設は、確認できなかった。

図示できる遺物は出土していない。

-36 



第17地点
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1 青灰色上 占灰色粘士を上体とする

2 黒褐色上 炭化粒了をやや多く含む｀

3 灰褐色十 炭化粒＋を含む

0 2m  
I | 1 1 60 

第32図第35号住居跡

(2) 竪穴状遺構

第44号竪穴状遺構（第33図）

第44号竪穴状遺構は、 F区中央東端のAG42 • 43 

グリッドで検出された。全体の半分以上が、調査区

外であり、南西隅が検出されたに過ぎない。ただ、

南壁を見ると南東側が僅かながらも丸みを持つこと

からコーナーが近いと考えられる。壁は、斜めに直

線的に立ち上がる。

検出された規模は、東西4.90m、南北3.60m、深

さ0.48mである。

竪穴の中には壁に沿って幅0.70m、深さ0.20mの

溝がめぐる。床面は、やや凹凸がみられる。住居跡

の掘方の可能性が高い。

図示できる遇物は出土していない。

訓査区域外

，

＼

 

ニ ゜
2m  ， 
1 60 

SX44 

1 黄褐色砂 灰色粘士ブロックを少贔含む。

2 明灰褐色粘土

3 暗灰褐色土 明灰色粘上を少量含むつ炭化拉了を微羹に含む。

4 11秤灰掲色土 炭化粒＋、者灰色枯土プロックを少歴含む

5 暗青灰色七 青灰色粘士プロックを多鼠に含む。炭化粒子を少極含む。

第33図第44号竪穴状遺構
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(3) 土城

第14号土壊（第34図）

第14号土堀は、 A区北側のAL46グリッドで検出

された。平面形態は西側がやや乱れる長方形で、規

模は長軸3.04m、短軸1.80m、深さ 0.71mである。

掘り込みは、平坦な底面からほぼ垂直に立ち上がる。

長軸方位はN-0゚を示す。

遺物は、 1の高坪の脚部が出土した（第38図）。

器壁が肉厚である。

第61号土塘（第34図）

第61号土堀は、 E区中央北側AX31グリッドで検

出された。第31号住居跡を切って構築されている。

平面形態は不整円形で、規模は長軸0.92m、短軸

0.90m、深さ0.72mである。掘り込みは、丸みのあ

る底面から揺鉢状に立ち上がる。長軸方位はN-3°

-wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第62号土堀（第34図）

第62号土壊は、 B区南側のAV29グリッドで検出

された。平面形態は円形を呈する。規模は長軸0.70

m、短軸0.68m、深さ0.74mで、柱穴状に掘り込ま

れている。長軸方位はN-90°-Wを示す。

遺物は、底面より 2が出土した（第38図）。 2は

古ヶ谷系の小型の壺形土器で胴部上半に単節RLの

帯縄文が施文され、外面が全面赤彩される。

第63号土塀（第34図）

第63局土壊は、 B区南東隅付近のAU30グリッド

で検出された。平面形態は円形を呈する。規模は長

軸0.38m、短軸0.36m、深さ0.05mで、浅く 1II1状に

掘り込まれている。長軸方位はN-0゚を示す。

図示できる遺物は出上していない。

第110号土塘（第34図）

第110号土壊は、 F区中央付近の AI 43グリッド

で検出された。南端を第163号溝跡に切られている。

平面形態は楕円形を呈する。規模は長軸0.96m、短

軸0.90m、深さ0.36mで、浅く 1IIl状に掘り込まれた

ものである。長軸方位はN-23°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第111号土壕（第34図）

第111号土壊は、 F区中央西側の AH42 • 43グリ

ッドで検出された。平面形態は不整台形を呈する。

規模は長軸1.38m、短軸1.06m、深さ0.52mで、箱

状に掘り込まれている。長軸方位はN-22°-Wを

示す。

図示できる遺物は出土していない。

第112号土堀（第34図）

第112号土堀は、 F区中央付近のAI 42 • 43グリ

ッドで検出された。上面を第162号溝跡により切ら

れる。平面形態は不整円形で、規模は長軸1.10m、

短軸1.08m、深さ0.74mである。平坦な底面からや

や丸みをもちながら立ち上がる。長軸方位はN-

90°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第113号土堀（第34図）

第113号土堀は、 F区中央付近AI 42 • 43グリッ

ドで検出された。平面形態は隅丸方形を呈する。規

模は長軸1.04m、短軸0.98m、深さ0.36mで、箱状

に掘り込まれている。長軸方位はN-0゚を示す。

図示できる遺物は出土していない。

第114号土堀（第35図）

第114号土壊は、 F区中央付近のAI 42グリッド

で検出された。平面形態は南側が張り出す不整形を

呈する。規模は長軸2.45m、短軸1.50m、深さ0.38

mで、箱状に掘り込まれている。長軸方位はN-

90°-wを示す。
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SK14 

1 灰白色上

2 褐灰色土

3 黙灰色士

4 灰白色土

5 灰色土

6 黒灰色土

7 青灰色十．

8 暗青灰色土

9 黄灰色上

SK 6 1 

1 灰色上シルト質

2 灰オリープ色

シルト質士

3 灰色シJレト質士

4 灰白～

紐白色上火山灰

5 暗灰色シルト質上

6 灰オリ、ーブ色

シルト質土

7 灰色土シルト質

8 灰色上シルト質

9 暗灰色土枯土質シルト

10 黒色土

第17地点

SK61 SK62 SK63 

□A 

,' 

｀ 
! 

A A' 

.<]:.,
•一ー• I 

I¥ A' 

A 23 00 A' 

• 7A _ 722心.60一2ヤ_マ 4ク_A／• ' 

1 -・ 

A23 2 A' 言冒
ベJ31\~2じ忽 ／／診じ二1/

SK112 SK113 

SK111 

□: A□二〔。2

SD162 

A 22. 80 

口
マンガン、酸化欽の集桔著しい,As-Bを含む。

灰白色枯土プロック (¢2~3nun)を少呈含む

酸化鉄の凝集著しい As-Bを含む。

貨灰色枯土ブロソク(¢ 5~8mm)をまばらに含む

灰白色粘土プロック(¢ 5~8cm)をまばらに含む

埋め戻しか,As-B、炭化粒＋を微景に含む

暗褐灰色上との混土居灰白色上を主体とする，

As-Bを少屎含むC

灰白色粘土粒（ゅ 1~2mm)同プロック

(¢ 2~3cm)をまばらに含む。

灰白色粘十プロ；；ク(¢ 1~2cm)を多量に含むつ

As-Bをまばらに含む。

灰白色粘士ブロ；；ク (¢3~8mm)をまばらに含む。

淡習灰色粘七ブロック（が 3~5mm)をまばらに含む。

灰白色粘上粒了・(¢ 2~3mm)、マンガン集積を

多呈に含む

地11」ブロック、鉄斑を多埜に含む2

A s _C火山灰を少呈含む，

地山崩落土。

A s _C火山灰、 A s -C軽石を多星に含む。

（席蝕進む）地山小プロック、鉄斑を少星含む。

A s -C火山灰純層堆租層準

地山小プロックを多量に含む3 鉄斑を少呈含む。

地山崩洛土

シルトプロックと地l.h崩落士の混土

シルトプロックと地山小ブロックの混上。

シルトに地山プロックを少呈含む。

炭化した有機物層。

A 22. 80 

SK62 

l 暗灰色士シルト質

2 黒色土

3 灰色土網砂質シルト

4 暗灰色上細砂質シルト

5 灰土粘土質シルト

6 灰オリーブ色土

SK63 

］ 灰色シルト質土

SK  1 1 0 

l 灰褐色砂質土

SK¥11 

l 黄褐色十一

2 暗灰褐色十

3 灰白褐色上

4 灰白褐色七

SK 1 1 2 

1 灰白褐色士

SK113 

1 黄褐色士

2 暗灰褐色士

3 灰白掲色上

第34図土壊（1)
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A' 
A 22.80 A' 

口
炭化物を多鼠に含む。有機質の層。

As-B火山灰を少棗含む

炭化物屈＼

壁崩落土ツ

炭化粒子を多量に含むn

As-C火山灰を少董含む。

鉄斑、シルトプロックを多品に含む？』

As-C火山灰を少鼠含む。

中細砂まじりシルト、 As-C火山灰、

炭化粒子を少呈含むつ

As-B火山灰、炭化粒子を少蘊含む。

鉄分粒子を含むく

鉄分粒＋、炭化粒子を含む

炭化粒了をやや多く含む。

2層よりやや明る＜灰白色粘土を含む。

粘土を主体とする。

粘土を主体とする。

鉄分粒子、炭化粒子を含む。

炭化粒子をやや多く含む。

粘七を主体とする



図示できる逍物は出土していない。

第115号土堀（第35図）

第115号土堀は、 F区中央付近AI 43グリッドで

検出された。中央部分を第162号溝跡により切られ

ている。平面形態は不整形を星する。規模は長軸

2.70m、短軸2.38m、深さ0.22mで、箱状に掘り込

まれている。長軸方位はN-22°-Eを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第116号土塀（第35図）

第116号土堀は、 F区中央付近AI • A J 42グリ

ッドで検出された。平面形態は隅丸長方形を呈する。

規模は長軸1.52m、短軸0.80m、深さ0.38mで、箱

状に掘り込まれている。長軸方位はN-10°-Wを

示す。

図示できる遺物は出土していない。

第117号土堀（第35図）

第117号土堀は、 F区南側AJ 43グリッドで検出

された。平面形態は隅丸方形で、規模は長軸0.90m、

短軸0.72m、深さ0.58mである。掘り込みは、丸み

のある底面から揺鉢状に立ち上がる。長軸方位は

N-90°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第118号土塘（第35図）

第118号土堀は、 F区中央のAG42グリッドで検

出された。北東隅付近をピットにより切られている。

平面形態は長方形を呈する。規模は長軸1.94m、短

軸0.90m、深さ0.36mで、箱状に掘り込まれている。

底面は南側に傾斜している。長軸方位はN-26°―

Eを示す。

図示できる遺物は出上していない。

第119号土塀（第35図）

第119号土塙は、 F区中央のAG42グリッドで検

-40 

出された。平面形態は略円形を呈する。規模は長軸

1.04m、短軸0.93m、深さ0.30mで、箱状に掘り込

まれている。底面の北側が浅くピット状に掘り込ま

れている。長軸方位はN-90°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第120号土塘（第35図）

第120号士堀は、 F区南側のAJ 43グリッドで検

出された。平面形態は不整台形を星する。規模は長

軸1.30m、短軸1.22m、深さ0.42mで、箱状に掘り

込まれている。長軸方位はN-50°-Eを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第121号土堀（第35図）

第121号土堀は、 F区中央のAG41 • 42グリッド

で検出された。平面形態は隅丸方形を呈する。規模

は長軸1.24m、短軸1.20m、深さ0.22mで、箱状に

掘り込まれている。長軸方位はN-19°-Eを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第122号土堀（第35図）

第122号上塙は、 F区中央東側のAG42グリッド

で検出された。土層の観察から土堀の重複あるいは、

掘り返して再利用したと考えられる。平面形態は不

整方形で、規模は長軸0.96m、短軸0.72m、深さ

0.36mである。底面は南側が深くなっている。長軸

方位はN-50°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第123号土堀（第35図）

第123号土煽は、 F区中央東側のAG42グリッド

で検出された。北端を第169号溝跡により切られる。

平面形態は楕円形を呈する。規模は長軸0.76m、短

軸0.50m、深さ0.20mで、皿状に掘り込まれている。

長軸方位はN-56°-Eを示す。

図示できる遺物は出土していない。
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量 ］ 
0 2m  
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SK  1 1 4 SK118 SK  1 2 1 

l 黄褐色土 鉄分粒・五炭化粒＋を含む 1 灰褐色土 鉄分を多呈に含む。 1 暗灰褐色土 炭化物が帯状に堆積ナる

2 黄灰色十． 鉄分粒了、炭化粒了を含む。 灰白色粘土を少呈含む，」 2 陪灰褐色士 炭化粒了ー、灰白色枯士粒了を少呈含む

灰褐粘七を混入する。 炭化粒了を微量に含む， 3 明灰色粘土

3 黄灰色土 炭化粒子、焼七粒—fを含む。 2 暗灰掲色土 炭化粒子、青灰色粘土小プロックを

4 青灰色士 粘士を上体とする 少呈含む SK 1 2 2 

微娯の炭化拉子を含む 3 11脊灰褐色十 青灰色粘十小プロックを多量に含む。 1 暗灰褐色上 鉄分を多品に含む

炭化椋子を微誤に含む 炭化粒＋を少埜含む

SK  1 1 5 2 暗灰褐色上 ）火白色粘土を少醤含む

1 ):k褐色士砂質七 鉄分粒了を含む二 SK119 炭化粒子を微堡に含む

2 灰褐色土砂質土 鉄分粒子を含む 1 暗灰褐色土 灰白色粘士粒＋を少星含む 3 暗灰褐色土 肯灰色粘土粒子を多呈に含む。

炭化粒了を微景に含む 炭化粒＋を微鼠に含む

SK116 2 暗灰褐色土 音灰色粘上が帯状に雄積する 4 灰褐色士 炭化拉石灰白色粘七粒—fを少呈含む

1 灰褐色土 炭化粒子を帯状に堆積する。 炭化粒＋を少埜含むJ 5 灰褐色土 肯灰色粘土粒子を少量含む。

2 暗灰褐色十→ 明灰色粘十をプロック状に 3 吉灰色土 粘土、暗灰色粘上をプロック状に含む 炭化粒＋を微鼠に含む

含む炭化粒子を微埜に含む。

SK120 SK 1 2 3 

SK117 1 暗灰褐色士 明灰色粘土小プロソクを少品含むC 1 暗灰褐色土 炭化粒子を多輩に含む

1 灰褐色十． 灰色粘上、欽分を多量に含む。 炭化糊子を微鼠に含むし 青灰色粘十小プロックを少品合む

2 賠灰褐色土 炭化粒子を微鼠に含む 2 明灰褐色土 粘十を帯状に堆積ずる。 2 暗青灰色＿十 炭化粒子を微罷に含む

3 賠灰褐色七 炭化粒、灰色粘十を少董含む 3 暗灰色土 粘土、炭化粒子を微旦に含む， 習灰色粘土小プロックを少邑含む。

4 暗灰色士 粘士、炭化粒子を少呈含む。

第35図土壊（2)
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第124号土堀（第36図）

第124号土堀は、 F区中央東側のAF41グリッド

で検出された。第169号溝跡を切って構築されてい

た。平面形態は楕円形を呈する。規模は長軸0.98m、

短軸0.80m、深さ0.26mで、 1II1状に掘り込まれてい

る。長軸方位はN-10°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第125号土漿（第36図）

第125号土堀は、 F区中央付近のAI 43グリッド

で検出された。北側を第161号溝跡により切られて

いる。平面形態は長方形を星する。規模は長軸1.06

m、短軸0.54m、深さ0.36mで、箱状に掘り込まれ

ている。長軸方位はN-90°-Eを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第126号土塀（第36図）

第126号土壊は、 F区中央のAF41グリッドで検

出された。平面形態は楕円形を呈する。規模は長軸

1.16m、短軸0.82m、深さ0.18mで、皿状に掘り込

まれている。長軸方位はN-8°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第127号土壊（第36図）

第127号土堀は、 F区中央北側のAF40グリッド

で検出された。平面形態は長楕円形を呈する。規模

は長軸2.68m、短軸0.82m、深さ0.18mで、 1IIl状に

掘り込まれている。長軸方位はN-67°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第128号土壊（第36図）

第128号t塙は、 F区中央北側のAF41グリッド

で検出された。第170号溝跡を切って構築されてい

る。平面形態は不整形で、規模は長軸1.62m、短軸

1.30m、深さ0.24mで、lil1状に掘り込まれている。

長軸方位はN-55°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

―-42 

第129号土壕（第36図）

第129号土堀は、 F区中央北側のAF41グリッド

で検出された。平面形態は隅丸方形を呈する。規模

は長軸1.17m、短軸0.96m、深さ0.28mで、箱状に

掘り込まれている。長軸方位はN-0゚を示す。

図示できる遺物は出土していない。

第130号土堀（第36図）

第130号土堀は、 F区中央のAG41グリッドで検

出された。平面形態は隅丸方形を星する。規模は長

軸1.22m、短軸1.16m、深さ0.25mで、箱状に掘り

込まれている。長軸方位はN-75°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第131号土堀（第36図）

第131号士堀は、 F区中央のAG41グリッドで検

出された。平面形態は方形を呈する。規模は長軸

0.90m、短軸0.86m、深さ0.36mで、箱状に掘り込

まれている。長軸方位はN-50°-Eを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第132号土堀（第36図）

第132号土壊は、 F区中央のAH41グリッドで検

出された。平面形態は楕円形を呈する。規模は長軸

1.48m、短軸0.76m、深さ0.06mで、 1IIl状に掘り込

まれている。長軸方位はN-64°-Eを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第133号土堀（第36図）

第133号土堀は、 F区中央のAG40グリッドで検

出された。平面形態は不整長方形を呈する。規模は

長軸4.28m、短軸1.20m、深さ0.29mで1II1状に掘り

込まれている。底面にはやや凹凸が見られる。長軸

方位はN-60°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第134号土塘（第37図）
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SK126 

1 暗灰褐色土

2 暗肯灰色土
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1 暗灰褐色士

2 明黒灰色上

3 青灰色士

4 青灰色上

青灰色粘土小プロックを少抵含む。

青灰色粘土小ブロックを多呈に含むし

炭化粒子を微量に含むこ

青灰色粘十粒子を多量に含む。

炭化粒＋を微量に含む。

炭化粒＋を微呈に含むこ
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白色微粒＋、炭化粒子を少鼠含む

青灰色粘土を多量に含む。

炭化粒＋を少量含む店古性あり，

所々炭化物が層状にうすく堆積している店古性あり C

賠灰褐色士を斑状に含む

3層に似るが暗灰褐色土を含まない
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1 灰褐色土
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SK130 

1 暗灰褐色十．

2 暗灰褐色土

SK  1 3 1 

1 暗灰褐色七

2 暗灰褐色土

3 暗青灰土

SK  1 3 2 

1 暗灰渇色上

SK  1 3 3 
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炭化粒子、明灰色粘十小ブロックを少量含む＂

炭化粒了を微拡含む明灰色粘十を少量含む

炭化粒＋、肯灰色粘士小フロックを少量含むC・

灰色粘上と青灰色粘土の混合層。

炭化粒了を多景に含む，焼上粒—fを少呈含む

炭化拉子を少足含む←

暗灰褐色土ブロックを少量含む。

2屑に似るが暗灰褐色土プロックを含まない
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l 暗灰褐色土 粘性あり

2 肯灰色砂質土 暗灰褐色土を斑状に含む

3 育灰色砂質土
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第36図土壊（3)
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第37図土壊（4)

第134号土堀は、 F区中央東側のAH43グリッド

で検出された。平面形態は不整形を呈する。規模は

長軸2.92m、短軸1.36m、深さ0.22mで、 1IIl状の掘

り込みである。長軸方位はN-90°-Eを示す。

図示できる遺物は出tしていない。

第135号土塀（第37図）

第135号士堀は、 F区南側のAI 43グリッドで検

出された。平面形態は略円形で、規模は長軸0.76m、

短軸0.70m、深さ0.28mである。掘り込みは、平坦

な底面から揺鉢状に立ち上がる。長軸方位はN-0°

を示す。

図示できる遺扮は出土していない。

第136号土堀（第37図）

第136号土壊は、 F区南側のAJ 43グリッドで検

出された。平面形態は隅丸方形を呈する。規模は長

軸0.74m、短軸0.62m、深さ0.18mで、皿状の掘り

込みである。長軸方位はN-90°-Eを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第137号土堀（第37図）

第137号土堀は、 F区南側のAJ 43グリッドで検

出された。平面形態は楕円形を呈する。規模は長軸

0.91m、短軸0.72m、深さ0.19mで、J]]]状の掘り込

みである。長軸方位はN-55°-Eを示す。

図示できる遺物は出土していない。

□ 1 

1 SK14 2 SK62 ゜
19cm 

1. 4 

第38図土壕出土遺物

第8表土壊遺物観察表（第38図）□高：：
i 2 上師壺

廿□□：ロ~1SK14脚部の喘;r;よ丸みをもつ
DE 良好にぶい橙色 I60 I SK62 No.1 単節RL 胴 I‘・半部ミガキ 外面赤彩

考 ロ／
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第 9表 第 17地点土壊新旧対応表

ヌ
―
区
区
―
メ
一
区
区
区
区
区
区
―
メ
．
区
区

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

 

，
 

新番号 1 旧番号

S Kl22 i S K140 

SK123 I SK141 

S K124 

S K 125 I S K 143 

S K126 I S K144 

S K127 I S Kl45 

S K 128 I S K 146 

S K129 I S K147 

S K130 I S K148 

S K131 I S Kl49 

S Kl32 I S K150 

S K 133 I S K 151 

(4) ピット

調査では各時代を通して数多くのピットが検出さ

れた。 ピットは出土遺物が少ないため、検出された

遺構面を時期決定の第一の目安とした。

するピットは古墳時代前期（五領式期）

ここで掲載

の遺構が確

認された第 3面で検出されたものが中心である。但

し、上面の確認面で見落としたピットも若干含まれ

AG41 

AG41 

AH41 

AG40 I 

ることを断っておく。 ピット番号は整理作業中に新

たに付けたもので総数は57悲を数える。

ピットは当該期の遺構が数多く分布する F区で検

出されたものがほとんどである。唯一の例外はB区

で検出されたP57である。本ピットは遺物が出土し

たことから該期のピットとして認識した。

考

複

重とー

図

備

6

ー4

-

D
 

s
 

ヽ

39
図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

閃

図

図

図

閃

“

]

窮

面

3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
3
9
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
4

平

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

□
°。。。

□0

0

0

。IIIiI

□
°°

□0

点

径

62
舶

4
4
5
5
6
0
糾

5
2
4
6
3
1
3
4
2
8
4
2
8
0
4
2
認

3
0
4
2
7
4
5
0
5
8
泣

闘

郎

冗

28
位

⑫

血

也

長

O
O
O
O
O
O
O
O
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o

7

し、

9

誓
口

1
1
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0

SK133と重複

SK133と重複

SK118を切る

ー

1
1ー

1
1ー

し

1

-

藩豆 グリッド！長径 短径 深さ 平面図 備 考

I I 30 AI42 0.34 0.32 014 第40図

31 AI42 0.54 0.24 0.24 第40図

32 AI42 0.36 0.32 0.23 第40図 I
33 Al42 0.52 0.48 0.26 第40図

34 AI42 0.30 0.30 0.33 第40図

35 AI42 0.40 0.28 0.18 第40図

36 Al42 0.30 0.26 0 20 第40図，

37 I AI42 0.36 0.34 0.29 第40図

38 AI42 0.32 0.30 0.24 第40図

39 AI42 0.32 0.30 0.10 第40図

40 AI42 0.40 0.38 0.21 第40図

41 AI42 0.40 0 38 0.20 第40図

42 AI42 0.30 0.26 0.09 第40図

43 AI42 0.26 0.24 0.09 第40図

44 AI42 0.30 0.26 0.12 第40図

45 AJ42 0.28 0.26 0.16 第40図

46 AI43 0.26 0.26 0.07 第40図

47 AI43 0.38 0.30 0.05 第40図

48 Al43 0.36 0.30 0.05 第40図

49 AI43 0.36 0.32 0.21 第41図

50 AI43 0.56 0.26 0.18 第41図

51 AI43 0.44 0.40 0 20 第41図

52 AI43 0.45 0.30 0.11 第41図 SD162と重複

53 AI43 0.38 0.32 0.17 第41図

54 AJ43 0.32 0.30 0.25 第41図

55 AJ43 0.48 0.40 0.24 第41図

56 AJ46 0.50 0.25 0.35 第41図 調査区外へ続く」
57 AR28 0.22 第41図 遺物出土
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ピットの形状は多岐に渡る。 P2、P13、P24、P50

のような土壊に近いもの。 P15、P17、P18、P19の

ように柱穴状になるものなどがある。また、 P24、

P25、P31、P56のように平面形態が、方形、楕円形、

不整形になるものが見られる。

ピットは多くは単独で検出され、他のピットと関

連性が不明なものが多い。但し、第40図に示したよ

うにP21~P48は群集して検出された。等間隔にピ

ットが並ぶもの（エレベーションライン K-K')、

等間隔ではないが一直線状に多数のピットが存在す

るところ（エレベーションライン G-G'、H-H')、

ピットが間隔をおかず連続するところ (A-A')

などが見られる。これらは複数のピットで柵列など

の機能を果たしていたと考えられる。

第57号ピット出土土器（第42図 1)

ピットの底面やや上から出土した。小型の広口壺

である。頸部外面に強いヨコナデを施す。二次的に

火を受けた跡がある。
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第17地点
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P 5 6 

1 灰掲色土 炭化粒＋を含む。

2 黒灰色上 炭化粒子を多醤に含む＾

3 育灰色十 古灰色粘十を主体とする，

4 焦喝色土 粘土を主体とする。

P 5 7 

1 黒色上 地山粒（ゅ 2mm)を多呈に含むJ

炭化物を帯状に含む枯性やや強い

2 褐灰色上粘性強い

3 黒褐色十 地11」粒（cj,2mm以下）を少鼠含む。粘性強い ゜
2,m 

160 

第41図ピット (3)

第11表 ピット出土遺物観察表（第42図）

番号 1 器稲 I 口径！器高 1 底径 I 胎十 i焼成！ 色調 I残存率 備 考

1 I土師壺 7.5 I 7.8 I 3.7 I ADE 普通にぶい黄橙色 100 |P57 No.1 外面横拉ミガキ 内面横位ハケ→縦位ミガキ

゜
1~cm 

1 ;4 

第42図 ピット出土遺物
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(5) 溝跡

第18号溝跡（第43• 44図）

第18号溝跡は、 A区AQ・AR44~47グリッドで

検出された。東西方向に延びる溝跡である。西側で

第103号溝跡と水田跡を切る。それより西側では溝

跡の掘り込みを確認することはできなかったが、本

来はさらに西側に延びていたと考えられる。

検出した規模は、長さ40.6m、幅0.50m、深さ

0.15mで、 1Ill状に掘り込まれている。水田廃絶後の

新たな土地利用に関する区画溝と考えられる。

遺物は、 1が出上した（第45図）。 1はS字状口

縁台付甕である。口縁部が肉厚で、胴部最大径も胴

部中ほどになる。在地で製作されたものと考えられ

る。

第50号溝跡（第49図）

第50号溝跡は、 D区AX37 • 38グリッドで検出さ

れた。北西から南東に延びる溝跡である。 AX38グ

リッドで第51号溝跡と合流する。北西側は調査区外

へと延びる。

検出した規模は、長さ 12m、幅1.40m、深さ0.40

mで、 U字形に掘り込まれていた。北側の一部にテ

ラスを持つ。溝底は北西側から東南側に向かい緩や

かに傾斜している。合流地点での溝底は、第51号溝

跡のそれとほぼ同じ高さである。以上のことから第

51号溝跡の枝溝として同時に機能していたと考えら

れる。

図示できる遣物は出土していない。

第51号溝跡（第49図）

第51号溝跡は、 D区AX~AZ38~40グリッドで

検出された。北西から南東に延びる溝跡である。 A

X38グリッドで第50号溝跡と合流する。両端は調査

区外へと延びる。

検出した規模は、長さ35.80m、幅2.60m、深さ

0.45mで、掘り込みは、底面から緩やかに立ち上が

る。溝底は、第50号溝跡と同様に、北西側から南東

第17地点

側に向かい緩やかに傾斜している。

排水用の溝として機能していたと考えられる。

図示できる遺物は出土していない。

第52号溝跡（第49図）

第52局溝跡は、 D区AX~AZ39~40グリッドで

検出された。北東から南西方向に走った後、 L字に

屈曲し、第51号溝跡と並行した後、重複する。新旧

は不明である。北東側は調査区外へと延びる。

検出した規模は、長さ30m、幅1.10m、深さ0.20

mで、皿状の掘り込みである。溝底は、第50• 51号

溝跡とは逆に南側から北側に緩やかに値斜している。

図示できる遺物は出土していない。

第54号溝跡（第50図）

第54号溝跡は、 E区AX・ A Y35グリッドで検出

された。北西から南東に延びる溝跡である。北西側

は調査区外へと続く。南側の第57号溝跡とほぼ並行

する。

検出した規模は、長さ 12.80m、幅0.55m、深さ

0.07mで、浅い1IIl状の掘り込みである。溝底に傾斜

は見られない。

図示できる遺物は出土していない。

第55号溝跡（第50図）

第55号溝跡は、 E区AX・ A Y35グリッドで検出

された。北東から南東に延びる溝跡である。南側の

第56号溝跡と並行する。

規模は、全長11.60m、幅0.45m、深さ 0.06mで、

浅い皿状の掘り込みである。溝底に値斜は見られな

しヽ。

図示できる遺物は出土していない。

第56号溝跡（第50図）

第56号溝跡は、 E区AX・ A Y35グリッドで検出

された。北東から南東に延びる溝跡である。北側に
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第17地点

SD18 SD18 SD18 

A 22.50 A' 
・- -・ 

言冒
SD103 

三胃 冒
SD108 SD180 

D 22.50 D'E  11.50 E' F 22. 60 

C 22.50 C' 

F' 

冒 胃言三冒
゜

SD107 

G 22.30 

2,m 
160 

G' 

SD  1 8 (A-A') (B-B') (C-C') 

］ 黒灰色土 灰白色粘士粒子(<t,1~2mm)を多旦に含む

炭化物(<f,2~3mm)を微呈含む。

2 暗黄灰色土 黒灰色七中に暗黄灰色粘土プロック

(~3~5mm) を多品に含むぐ炭化物を微鼠含む。

3 暗褐色士 黄灰色粘土粒—子（が 2~3mm) を微量含む。

4 暗褐色土 灰白色粘上ブロック(<f,3~5mm)を多呈に含む。

炭化物（心 1~2mm)を含む。

5 黒灰色十 1層に比べ炭化物を多量に含む。

SD103 (D-D') 

1 灰色シルト 鉄斑を多量に含む1As _ C軽石を少鼠含む。

2 暗灰色粘上質シルト 炭化物をやや多く含む

A s _C軽石を少醤含むJ

SD107 (G心 ')(H-II') 

1 灰色粘士質シルト

2 暗灰色士 イネ科水田雑草遠存体を含むこ

3 青灰色土シルト質細砂

4 青灰色土粘土質シルト

5 灰色土 シルト質絢砂を含む，

SD108 (E心')

1 灰色シルト質網砂 均一性が高いC 洪水、増水でもたらされたものか 9

水田（第 3面）を埋没させていた覆土と同じ。

SD  1 8 0 (F-F') 

1 灰白色火山灰 As-B軽石純屑。

2 暗灰色粘土質シルト 鉄斑、マンガン紡核を多呈に含む。

3 黒色有機質シルト 炭化した腐植の層

SD107 

H 22. 30 H' 

0 4m  
I | | 1 1 20 

第44図 A区溝跡（2)

第55号溝跡と並行する。

規模は、全長9.90m、幅0.40m、深さ 0.05mで、

浅いlIIl状の掘り込みである。溝底に傾斜は見られな

し）。

図示できる遺物は出土していない。

第57号溝跡（第50図）

第57号溝跡は、 AY • A Z34 • 35グリッドで検出

された。北西から南東に延びる溝跡である。北側の

第54局溝跡とほぼ並行する。

規模は、全長14.60m、幅0.50m、深さ 0.06mで、

浅い1Ill状の掘り込みである。溝底に傾斜は見られな

しヽ。

図示できる遺物は出土していない。

第93号溝跡（第46• 47図）

第93号溝跡は、 C区から F区にかけて検出された。

F区では調査時に第173号溝跡として扱っていたが、

ここでは本跡と同一のものとして記述する。

調査区の北側を北東から南西に流れる大溝跡であ

る。検出された長さは、本溝の部分で144.30m、枝

溝の部分で36.20mである。 AI 25グリッドで第125

号溝跡と重複するが新旧は不明である。 AH30グリ

ッドで南北方向に走行方位をとり、 B区へと延びる

枝溝と分岐する。

枝溝は、本溝と分岐したのち、掘方が乱れ幅広に

なる。南に向かうにつれ、溝幅も一定となり1.83m

を測る。断面形は、狭い底面から V字状に短く立ち

上がった後、テラスを持ち緩やかに立ち上がる。
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：：［三□I：三三：言□：口／］
蒋通にぶい橙色 5以下複合状の口縁

将通にぶい褐色 5以ドハケ目わずかに残る

不良にぶい橙色 5以下胴部外面縦位ハケ ロ縁部内面横位ハケ

督通にぶい橙色 5以下 No.1.2.3. 内面横位ハケ 外面ミガキ

粋通にぶい橙色 5以ド脚部外面縦位のミガキ

剥落が激しい 一部赤彩が残る

普通 明赤褐色 5 柱状脚内外面赤彩

枝溝は、 B区では確認されていないので、調査区

外へ延びた後、方向を変えたようである。おそらく

水田が展開する A区の方向に転じたと思われる。

本溝は枝溝と違い幅に多少の増減はあるがほぼ一

定で1.5mを測る。走行も直線的である。断面は広

めの底面から緩やかに立ち上がる。深さは、セクシ

ョンライン E-E'で0.95mを測る。溝低は西から

東に向けて緩やかに傾斜している。

後述するように、本跡中からは 2ヶ所で堰跡が確

認されている。このことから幹線水路として機能し

ていたと考えられる。

遺物は 1~ 7が出土した（第48図）。 1 • 2は第

1号堰跡出土である。 3~7は覆土中から出土した。

1 • 2については第 1号堰跡の項で述べる。 3はJ廿

である。口縁部と底部を欠く。 4は壺の口縁部破片

である。内外面ともに細かいミガキが施される。 5

~7は台付甕である。 5は口縁部破片で、 2種類の

ハケ目状工具を用いて調整したものである。 6は台

部の器壁が薄い。 7は底部内面が折返し状になる。

第103号溝跡（第43• 44図）

第103号溝跡は、 A区AN41~AP43グリッドで

検出された。北から南へ走った後、南東方向へ流れ

を変える。北側は調査区外へと延びる。南東端は開

放し水田へと注ぐ。

検出された規模は、長さ33.lOm、幅0.83m、深さ

0.07mで、浅い1IIl状の掘り込みである。水田に水を

引き入れるための溝跡と考えられる。
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遺物は 2~9が出土した（第45図）。 2～ 4は壺

の口縁部破片である。 2は口縁下端にヘラ状工具で

刺突がなされる。 5• 6は甕の口縁部破片である。

6は細かいハケ目が残る。 7は小型の丸底土器で、

内面にユビオサエの痕が残る。 8• 9は高坪の脚部

である。棒状を呈し赤彩される。ともに遺存状態は

悪い。

第107号溝跡（第43• 44図）

第107号溝跡は、 A区AT39~44グリッドで検出

された。東西に延びる溝跡である。東西側ともに調

査区外へと続く。

検出した規模は、長さ50.90mで、幅は一定では

なく西側で狭く 3.95m、東側で広く 15.50mである。

深さは、最深部で2.21mを測るが、溝底の検出には

至っていない。断面の観察から、東側の幅広の部分

はのち再削平されたものである。再削平の時期は北

側の水田跡を切ることから、古墳時代前期後半以降

と思われる。

本跡は、北側に展開する水田跡の微地形から椎測

して、もともと谷状に落ち込んだ部分に削平された

ものである。

削平時期の下限は、弥生時代中期にさかのぼる可

能性がある。覆土下層には洪水起源であるシルト質

細砂層が厚く堆積している。このことから弥生時代

中朋以降、堆積と削平を繰り返し浙続的に使用され

たものであろう。

水田面の標高が本跡に向かい値斜していること、

溝の南側に水田域が続かないことから、水田の排水

溝及び区画溝として機能したものと考えられる。

第108号溝跡（第43• 44図）

第108局溝跡は、 A区中央のAP43グリッドで検

出された。東西に延びる溝跡である。

規模は、全長8.50m、幅0.40m、深さ 0.08mで、

丸みを持つ溝底から緩やかに立ち上がる。

図示できる逍物は出土していない。

第17地点

第125号溝跡（第46図）

第125号溝跡は、 C区AI~A K25 • 26グリッド

で検出された。北西から南に延びる溝跡で、北西側

は調査区外へ続き、南端は膨らみを持つ。第93号溝

跡と重複するが新旧は不明である。

検出した規模は、長さ22.80m、幅0.44m、深さ

0.13mで、膨らみ部は、幅1.54m、深さ0.13mであ

る。溝の端部が膨らむ形状と、北西側の溝底が若干

高いことから、膨らみ部に水を溜めたものと考えら

れる。

遺物は、南端の膨らみ部分で 8が出上した（第48

図）。 8は高杯の破片で内湾する坪部の形態をとる。

第126号溝跡（第46図）

第126号溝跡は、 C区AH27・28グリッドで検出

された。東西に延びる溝跡である。

規模は、長さ7.30m、幅0.40m、深さ0.10mであ

る。断面は、凹凸のある溝底から緩やかに立ちtが

る。

遺物は、 9が出土した（第48図）。 9は壺の口縁

部から胴部上半の破片である。部分的にナデ以前の

ハケ目が残る。

第144号溝跡（第54• 55図）

第144号溝跡は、 F区中央付近のAH40・41グリ

ッドで検出された。東西に延びる溝跡である。

規模は、長さ4.60m、幅0.76m、深さ0.20mであ

る。断面は、丸みを持つ溝底から緩やかに立ち上が

る。溝低は緩やかに東側から西側に1頃斜している。

図示できる遺物は出土していない。

第159号溝跡（第54• 55図）

第159号溝跡は、 F区中央のAF38グリッドで検

出された。北西から南東に延びる溝跡である。南側

の第173号溝跡に沿うように並行している。

規模は、全長11.80m、幅0.75m、深さ0.10mで、

浅い皿状の掘り込みである。第173号溝跡に付随す
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SD 9 3 (A~A') 

1 黄褐色～灰色中紬砂

SD93 
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／
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SD125 SD125 

C 22. 60 

言
c' 

SD126 

E 11.50 E' 

言三

D 22. 60 

言
D' 

0 2m  
| | |1 60 

2 青灰色粘土

3 青灰色～黄褐色粘＿十

4 青灰色～

黒灰色粘土質シルト

5 黒灰色粘土質シルト

SD9 3 (B-B') 

1 暗灰色粘質七

2 暗灰色粘質上

3 灰白色粘質土

4 灰色土

5 黒色粘質土

6 暗灰色士

7 灰白色粘質土

8 肯黒灰色粘質土

9 灰白色粘質土

鉄斑、シルトプロックを多旦に含む U

As-C軽石を少呈含む，

鉄斑を多蘊に含むc、As-C軽石を少呈含むC

鉄斑を多量に含む。

炭化物プロック、青灰色粘土小ブロソクを多量に含む。

炭化物をやや多く含む。

灰色粘上を多品に含む直失斑をやや多く含む c・

1層よりやや淡い。灰白色粘質上を斑状にやや多く含むり

鉄斑、マンガン結核を多鼠に含む，

暗灰色土を斑状に少晟含む。

粘質のある暗灰色七を主体とする。

灰白色土をやや多く含む，黒色土を少鼠含むC

白色砂質シルトをブロック状に含む (As-C?lo

植物の炭化した痕跡が多い。

白色砂質シルト (As-C?)を斑状に少最含む。

暗灰色上を斑状にやや多く含む。

地山の青灰色士を主体とし、暗灰色土、灰色土を少娯含む。

粘性やや強い。

崩落土の雄積か？ 6層と同様の白色の十。

SD  1 2 5 (C-C') (D-D') 

1 暗灰色シルト質細砂 炭化物を少鼠含むn灰色シルトプロソクを少量含む。

ド層に炭化物層のあるところもある。

2 暗灰色シルト 炭化物をやや多く含む。鉄斑核を少鼠含む。

SD126 (E-E') 

1 褐灰色シルト 灰色シルトプロックと灰褐色ジルトプロックの混土。

酸化鉄斑を多鼠に含む U

23 24 25 26 

AH 

AI 

AJ 

AK 

第46図 c区溝跡（1)
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第48図 c区溝跡出土遺物

第13表 c区溝跡出土遺物観察表（第48図）

番号 器種 口径 器届 底径 胎十｀ 焼成 色調 残存率 I 備 考

1 上師壺 1s.2 I I [11.1J ABDG 督通 橙色 15 ＇ '堰跡折り返し口縁内外面ナデ

I 2 土師壺 14.4 [8.1] ABC 将通 にぶい褐色 10 堰跡頸部貼付突帯

3 士師f廿 [5 O] AE 普通 橙色 20 No.2.3 薄手 器面が荒れているが内外面丁寧なナデ

I 4 5 
土師広U壺 (18.0) [3.0] EH l i普通 にぶい黄橙色 5以下 No.4 内外面赤彩縦位ミガキ 折り返し状口縁

土師甕 (22.0) [5.1] H 普通 1にぶい橙色 10 No.1 外反口縁 内面 6本 1"単位粗いハケ

I 口縁外面粗いハケ→横位細かいハケ

6 土師台付甕 [11.9] 8.8 AE 牌通 にぶい橙色 5 No.1 細かいハケ縦位ナデ 台付外面

胴ド半部外面粗い縦位ハケ 箆状工具ナデ

7 土師台付甕 [7.0] (9 3) i AE 普通 橙色 5以下 台部 台部内面折り返し

8 土師高坪 (20.0) [6.9] - AEH 普通 にぶい橙色 5 口o4 口唇部内削状薄手の作り， 土師壺 13.2 [9.6] - AE 良好 にぶい橙色 10 ヽケ後、内外面左から右へのナデ I 
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SD50 SD51 SD52 

A 22 60 A' B 22. 60 

三
SD 5 0 (A-A') 

1 灰色シルト 酸化鉄斑を多贔に含む，炭化粒＋、地山プロックを少董含む。

C 22. 60 c' 

0 2m  
1 | 1 1 60 

SD51 (!3-B') 

1 黒灰色シルト

2 暗灰色土火山灰

混じりシルト

3 灰紅色士火山灰

4 灰色粘上質シルト

5 灰色枯士質シルト

6 灰色粘士質シルト

7 黒色粘上質シルト

8 灰色粘士質シルト

9 黒色土

FA、鉄斑を多鼠に含む， A S _C火1J」灰、マンガン斑を少呈含む。

As -C火山灰、鉄斑を多量に含む）

マンガン斑、有機物、炭化物を少量含む

As -・C火山灰と軽石を含む。堆積居準

炭化粒子を多贔に含む

シルトプロソクを多螢に含む。地山小プロノクを少量含むこ

黒色シルトと地山プロソクからなる炭化物を多鼠に含む，

黒色シルトと灰色シルトが縞状に堆積するハよどんだ水流にあり，

灰色シルトと黒色有材質が縞状に堆積するコ

炭化物と腐埴一部ピート化。

SD5 2 (C-C') 

1 掲灰色粘上質シルト 鉄斑を多醤に含む，炭化物、 FAを少是含む，

2 黒色粘上質シルト 累色・／ルトと灰色シルト小ブロソクからなる直失斑を多量に含むこ

3 灰色粘士質シルト 黒色シルトと地山プロックからなる 2

炭化物、 As-C火山灰を多量に含む．

4 灰色粘上質シルト 黙色シルトと地1liブロックからなる炭化物を多塁に含む

第49図 D区溝跡
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第17地点

SD174 SD175 SD176 

A 22.90 A' B 22. JO B' C 22 80 c' 

.. 
SD173 SD93 

D 22.50 D' E 13.10 E' 

? ¥-=-

--—ロニフ

／ー／

／三

” ゜
2m  

＇ 1 • 60 

SD93・173 (D-D')(E-E') 

1 褐灰色師砂質シルト マンガン結核を多呈に含む

|]色砂、鉄結核を少贔含む

2 賠灰色細砂質ジルト 鉄結核、マンガン結核を多呈に含む。

3 里灰色有機質粘十質シルト 炭化物とシルトが縞状に堆積する

マンガン結核を多呈に含む鉄結核を少呈含む

4 灰オリープ色粘土質シルト 炭化物とシルトが縞状に堆積する。

欽結核を少量含むJ

5 灰褐色シルト 炭化物とシルトか縞状に堆栢する。

鉄結核を少呈含む

5 灰掲色シルト 鉄結核、マンガン結核を少量含む

6 暗灰色有機質シルト質中細砂 炭化物と灰オリープ色シルトが

縞状に堆積する。

鉄結核、マンガン結核を少呈含むこ

7 灰色シルト質細砂 炭化物と灰オリープ色ヽ／Jレトが縞状に堆積する，、

一部でブロック状に推積する。

鉄結核、マンガン結核を少量含む

8 黄灰色中細砂 シルトと中綿砂か縞状に雄精する

鉄結核を少量含む。

第53図 F区溝跡（2)

る溝跡と考えられる。

図示できる遺物は出土していない。

9 灰色粘士

10 暗灰色粘七

］］ 灰黄色中粗砂

12 灰色叫且砂

13 暗）火色細砂質シルト

14 暗灰色シルト

15 黄灰色シルト質細砂

16 黄褐色シルト質細砂

17 暗灰色シルト

18 青灰色シルト質細砂

19 暗灰色粘土質シルト

20 灰色粘土質シルト

21 灰オリープ色卸砂

22 灰色粘上質シルト

炭化物を多量に含む直失結核を少抗含む

炭化物を多品に含む木片、鉄結核を少量含む。

シルトと中祖砂が縞状に堆積する鉄斑全体につく

純粋な砂』

6層に対する占墳時代の耕十:? 

As-Cまじる鉄結核を多蟄に含む。

マンガン結核を少鼠含む。

弥生後期～As-C以前の洪水砂

15層の変色したものか？

弥生後期の耕土？炭化物を多蓮に含む。

弥牛中期の洪水砂？

弥生中期の耕土？炭化物を多堡に含む。

鉄斑を多試に含む

8屑にともなう細砂庖。均一性が高い。

賠灰色10層プロックと20層プロックのまじる暦，9

第161号溝跡（第56• 57図）

第161号溝跡は、 F区南側のAI 43グリッドで検

出された。南東から北西に延びる溝跡である。北西

端が東西に分岐する。重複する二本の溝の可能性も

あるが溝底が同じ高さなので同一の溝跡と考えた。

第32• 33号住居跡を切っている。東側は調査区外へ

と延びる。

検出した規模は、長さ13.70mで、幅0.60m、深さ

0.15mの浅い皿状の掘り込みである。

図示できる遺物は出土していない。

第162号溝跡は、 F区南側のAH40~AI 43グリ

ッドで検出された。北西から南東に延びる溝跡であ

る。第163• 165 • 166 • 167号溝跡、第34号住居跡、

第115号土堀と里複する。第34号住居跡に切られ、

第115丹土壊を切る。溝跡との新旧は不明である。

北西側、南東側ともに調査区外へと延びる。

検出した規模は、長さ43.6m、幅0.90m、深さ

0.10mでU字状に掘り込まれたものである。

図示できる遺物は出土していない。

第162号溝跡（第54~57図）

第163号溝跡（第56• 57図）

第163号溝跡は、 F区南側のAI43・44グリッド

で検出された。東西に延びる溝跡である。西側を古

代の土堀に切られる。東側で第162号溝跡と合流す

る。
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第17地点

SD170 SD172 SD159 SD173 

: u c三
D 22 80 D' 

：
 

SD173 SD144 SD162 

E 11.80 E' F 22.90 F' G 11.90 G' 

SD144 (F-F') 

］ 明灰褐色土 明灰色粘土粒＋を少量含む＂炭化粒了を微呈に含む，、

2 暗灰掲色上 明灰色粘土粒子、炭化粒子を少量含む』

3 灰掲色十． 明灰色粘士粒子を多埜に含む炭化粒fを微呈に含む。

第55図 F区溝跡（4)

検出された規模は、長さ11.80m、幅0.55m、深さ

0.20mで、箱状に掘り込まれたものである。溝底は

西から東に緩やかに傾斜する。

図示できる遺物は出土していない。

第164号溝跡（第56• 57図）

第164号溝跡は、 F区南側のAH42 • 43グリッド

で検出された。南北に延びる溝跡である。北側部分

は第134号土壊と重複するが新旧は不明である。南

端は土堀状に膨らむ。

検出した規模は、長さ2.10m、幅0.35m、深さ

0.10mでU字状に掘り込まれている。

図示できる遺物は出土していない。

第165号溝跡（第56• 57図）

第165号溝跡は、 F区南側のAH・AI43グリッ

ドで検出された。南北に延びる溝跡である。北側部

分は第134号土壊と重複するので不確かであるが、

くの字に屈曲すると考えられる。南側では、第133

号土塙に切られ、北側では第166号溝跡に切られる。

検出した規模は、長さ3.60m、幅0.26m、深さ

／
 

0 2m  
ト――̀ | □ 160 

SD  1 7 3 (E-E') 

1 暗褐色ナ 炭化粒子を含む。

2 青灰色シルト 炭化粒子、1店土粒子、砂粒子を含む

3 青灰色士シルト 砂粒子を多塁に含み、枯十ブロソクを混入する 3

4 茶褐色砂質七 砂粒子を多呈に含む。

5 暗灰褐色シルト 音灰粘七プロソク、炭化物を含む

6 黒灰色十シルト 炭化拉了を含むい

7 黒灰色土シルト 炭化粒子を微呈に含むa

0.10mで、浅い皿状の掘り込みである。

図示できる逍物は出土していない。

第166号溝跡（第56• 57図）

第166号溝跡は、 F区南側のAH・AI43グリッ

ドで検出された。南北方向、東西方向にL字形に延

びる溝跡である。北側では第134号土堀に切られ、

第165号溝跡を切る。 L字にクランクした北側では

第133号土堀、第162号溝跡に切られる。東側では再

び第162号溝跡に切られる。

検出した規模は、長さ 11.lOm、幅0.30m、深さ

0.09mで、浅い皿状の掘り込みである。住居跡など

を取り囲む排水溝或いは、区画溝と考えられる。

図示できる遺物は出土していない。

第167号溝跡（第54• 56 • 57図）

第167号溝跡は、 F区中央付近のAH40~42グリ

ッドで検出された。東西にやや弧状に延びる溝跡で

ある。東側で第168号溝跡と重複するが新旧は不明

である。西側では第162号溝跡と交わる。

検出した規模は、長さ 19.0m、幅1.20m、深さ
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第17地点
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言
SD162 SD166 SD161 • 162 • 163 

H 22. 80 

iii□ J三三□三／
H' I 11. 80 J' 

SD162 SD161 

SD161 (J-J') 

1 暗灰色士 炭化粒＋を含む，

2 白灰色土 白灰色粘上を主体とするし

SD 1 6 2 (H-H') 

1 黄褐色土 炭化粒子を含む2

2 黒褐色土 炭化粒子を多最に含む，鉄分粋子、灰褐色粘土含む。

3 灰掲色士 2層に比べ灰色粘士多鼠に含む。

4 患褐色土 炭化粒子を多量に含み、白色粘上を混入。

5 灰白色士 灰白色粘七を多量に含む

6 灰褐色土 砂質土を多量に含むC

SD162 (J-J') 

1 黄掲色土 炭化紅子を含むz

2 黒褐色七 炭化粒＋を多昌に含む。鉄分粒子、灰掲色粘士含むこ

3 灰褐色土 2屠に比べ灰色粘上多量に含む。

SD163 (J-J') 

1 黄褐色上 黄褐色上に青灰色粘上を含む＿

2 灰褐色士 灰褐色士に青灰色粘土を含むし

3 青灰色土 粘士を主体とし微量の炭化粒子を含む3

SD164・165・166 (G-G') 

1 灰掲色士 鉄分粒子、炭化粒子を微量含む。

2 灰褐色土 1階に比しやや粘土を多呈に含む，

3 暗灰色土 鉄分粒子、暗灰色粘上プロックを含む

SDJ 6 7 (F-F') 

1 黒褐色土 炭化粒子微量。白灰色粘土、鉄分粒子を含むC

2 黒灰色士 粘士質微鼠の炭化粒子を含むい

SD 1 6 9 (A -A') 

1 暗褐色土 酸化鉄粒子を多量に含む。粘性あり

2 明黒褐色土 酸化鉄粒子を多量に含む。暗褐色土ブロックを含むC 粘性あり C

3 百灰色士 砂質"2層の土を含み、やや粘性あり。

SD169 (B-B') 

1 暗褐色土 酸化鉄粒子を多量に含む粘性あり，

2 明黒褐色上 酸化鉄粒了を多品に含む暗褐色土プロックを含むで粘性ありこ

3 育灰色＿十 砂質'2層の土を含み、やや粘性あり

゜
2m 

160 

第57図 F区溝跡 (6)
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第58図 F区溝跡出土遺物

第14表 F区溝跡出土遺物観察表（第58図）

番号 器~種 口径器高底径 I 胎十一

, 1 I±師台付甕 14.4 I [24.2] I - I A E 

2 土師甕 （16.0) I [5.0] I - I DE 

3 土師鉢 （14.0) I [ 4.2] I - I D H 

0.44mで、

色調

にぶい黄橙色

明褐灰色

淡赤橙色

残存率

90 

5以下

5 

備

s字状口縁 5本 l単位ハケ

口唇部丸みをもつ 外面ハケ目

椀状の鉢 口縁部内削状

U字形に掘り込まれている。

考

内面工具ナデ

図示できる遺物は出土していない。

図示できる遺物は出土していない。

第170号溝跡（第54~56図）

第168号溝跡（第56• 57図） 第170号溝跡は、 F区中央のAE• AF38~42グ

第168号溝跡は、

る溝である。

F区南側のAH42 • 43グリッド

で検出された。東西方向、南北方向にL字状に延び

L字状にクランクする部分で第167号

溝跡と重複するが、新旧関係は不明である。第167

号溝跡と重複した後、溝幅を減ずる。

検出した規模は、長さ5.50m、幅1.18m、深さ

0.40mで、浅い1II1状の掘り込みである。

図示できる遺物は出土していない。

第169号溝跡（第56• 57図）

第169号溝跡は、 F区中央東側のAG41 • 42グリ

ッドで検出された。東西に延びる不整形な溝跡であ

る。東側で第136号土壊と重複するが、新旧は不明

である。

検出した規模は、長さ 10.50m、幅2.0lm、深さ

0.18mで、浅い皿状の掘り込みである。

リッドを中心に検出された。北西から南東に延びる

溝跡である。第172号溝跡とほぼ並行する。北西側

では第93号溝跡と重複する。その先第175• 176号溝

跡により壊されているが、おそらく第173号溝跡と

つながると考えられる。東側は河川跡へと注ぐ。検

出された長さは52.50mを測る。 AF39とAF40グリ

ッドの境付近で南辺テラス、北側に枝溝が見られる。

このところを境に溝幅に違いが見られる。東側では

幅2m前後で、上端のラインがやや蛇行する。西側

は幅1.50mとほぼ一定で直線的である。断面形態は、

平坦な溝底から斜めに直線的に立ち上がる。深さは

0.3mである。溝底は西から東へ傾斜している。

図示できる遺物は出土していない。

第172号溝跡（第54• 55図）

第172号溝跡は、 F区中央のAF38~41グリッド
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で検出された。北西から南東に延びる溝跡である。

第170号溝跡とほぼ並行する。北西端は第93号溝跡

から分岐する。南東端はAF41グリッドで緩やかに

立ち上がり終わる。

検出した規模は、長さ28.65m、幅1.28m、深さ

0.50mで、箱状の掘り込みである。後述のように、

第93号溝跡中の第 2号堰跡により堰き止められた水

を流し込んだ溝跡と考えられる。

図示できる遺物は出土していない。

第173号溝跡（第52~57図）

第173号溝跡は、 C区AD34~F区AG43グリッド

で検出された。 F区を北西から南東へと横断する溝

跡である。北西から南東へ延びたのち F区中央付近

で方向を変え、東に延び調査区外へと続く。第93• 

172局溝跡と重複するが新旧関係は不明である。

検出された規模は、長さ60.90m、幅は北西側が

広く 2.08m、南東側が狭く1.46mである。深さはセ

クションポイント D-D'ラインで1.50mを測り、

丸味をもつ溝底から V字状に立ち上がる。中ほど以

降は壁が崩落したためか立ち上がりの角度が緩やか

になる。

第19地点の中央水路から分岐したものと考えられ

る。

遺物は 1が出土している（第58図）。 1はS字状

口縁台付甕で脚部の一部を欠損する。 D唇部が丸み

を帯びる。胴部は最大径が上半にあり、この部分を

境にハケHの方向を変えている。

第174号溝跡（第52• 53図）

第174号溝跡は、 F区北側の AC• A D36 • 37グ

リッドで検出された。北西から南東に延びる溝跡で

ある。両端は調査区外へと続く。

検出された規模は、長さ 13.4m、幅0.75m、深さ

0.18mで、浅い掘り込みである。

遺物は 2 • 3が出土した（第58図）。 2は甕のロ

第17地点

縁部破片で、口唇部が丸みを帯びる。 3は鉢の口縁

部破片で、内彎する器形になる。

第175号溝跡（第52• 53図）

第175号溝跡は、 F区北側のAD36 • 37グリッド

で検出された。西側は調査区外へと続く。東側はA

D37グリッドで第176号溝跡と合流する。その先A

E38グリッドで北東方向に折れる。さらにその東側

でも同様である。直角に近い角度で溝の走行方向が

変わるので区画溝の可能性が高い。

検出された規模は、長さ8.10m、幅2.17m、深さ

0.55mで箱状の掘り込みである。

図示できる遺物は出土していない。

第176号溝跡（第52• 53図）

第176局溝跡は、 F区北側の AD • A E35~37グ

リッドで検出された。北西から南東方向に延びる溝

跡である。西側は二股に分岐し一方は調査区外へと

続き、もう一方は第173号溝跡と交わる。東側はA

D37グリッドで、第175号溝跡と合流する。

検出された規模は、長さ11.80m、幅4.16m、深さ

0.64mで、平坦な溝底から直線的に斜めに立ち上が

る。溝底は北西から南東へ傾斜している。

図示できる遺物は出土していない。

第177号溝跡（第52図）

F区で検出された溝跡である。調査時には番号を

付したが報告書では第93号溝跡と同一のものとして

扱う。

第180号溝跡（第43• 44図）

第180号溝跡はA区AM42~AP42グリッドで検

出された。北から南に延びる溝跡である。北側は調

査区外へと続く。検出された規模は長さ 33.40m、

幅1.22m、深さ0.22mで浅い掘り込みである。

図示できる遺物は出土していない。
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(6) 堰跡

第 1号堰跡（第59図）

第 1号堰跡は、 C区東側のAE35• AF35グリッ

ドに位置し、第93号溝跡中に構築されたものである。

第93号溝跡は前述のように、溝底は南西から北東

に向かい傾斜している。つまり南東から北東に流れ

る水を本跡により堰き止め、水位を上昇させ、第93

号溝跡の枝溝に水を引き入れたと考えられる。枝溝

は調査区外へと続くため不明であるが、おそらく水

田跡が存在する A区の西側に延びていると考えられ

る。

本跡が構築されたところでの第93号溝跡の断面は、

溝の中ほどにテラスを持つ。堰の骨組みの杭は溝底

とテラス部分に打ち込まれている。

堰跡の遺存状態は、部材の抜き取り、流失などに

よるためか、良好ではない。基礎部分と考えられる

杭列のみが遺存し、盛土などは確認できない。

杭列は二列確認され、溝に対して直交するように

平行して打ち込まれたと考えられる。杭列間は約 2

mである。ここでは水の流れを考えて、西側の杭列

を前列、東側の杭列を後列と呼称する。

前列は、残存長1.82mで、溝底とテラス部分に間

隔をあまりあけずに杭が打ち込まれている。溝底で

は、水流に対して斜めに打ち込まれたものと、垂直

に打ち込まれたものの二種類が認められる。斜めに

打ち込まれた杭の角度は45゚ 程である。テラス部分

の杭は垂直に打ち込まれたものだけである。残存す

る杭の溝掘方からの長さは、溝底で0.30~0.40m、

テラス部分で0.10m程である。杭の多くは途中で折

れていたり、端面に折れた痕が見られる。

前列のテラス部分には、不整形のピットが見られ

るが、これは杭を抜き取った跡と考えられる。横木

などは残っていない。

後列は、残存長1.70mで、前列と同様、溝底とテ

ラス部分に杭が打ち込まれている。前列と違い杭は

密集することなく、ある程度の間隔を持って打ち込

まれている。また、溝掘方からの杭の長さも前列に

比べ短く、 0.10m程である。基本的に垂直に打ち込

まれた杭だけで、端面に折れた痕が見られないのも

前列との大きな違いである。

堰の高さは、第93号溝跡の溝底と枝溝の溝底の差

が0.50mほどあることから考えて、少なくとも0.50

mから0.60mほどあったものと考えられる。この高

さは、第93号溝跡の溝底から確認面の高さまでを上

回ることから、溝の掘り込み面はさらに高かったこ

とであろう。

遺物は、溝底より出土している（第48図 1 • 2)。

1は、折返口縁の壺である。頸部の屈曲が強い。 2

は、壺の口縁部で頸部に貼付突帯がめぐる。

第2号堰跡（第60図）

第 2号堰跡は、 F区西端のAE36グリッドに位置

し、第93号溝跡中に構築されている。第 1号堰跡の

北東、 15m程のところに位置する。本跡が第 1号堰

跡同時に機能していたかどうかは不明である。

本跡の南西側を北西から南東に走る第173号溝跡

により第93号溝跡、第172号溝跡が壊されている。

そのため不確かなところもあるが、第 1号堰跡と同

様に、第93号溝跡を流れる水を本跡により堰き止め、

第172号溝跡に水を引き人れたと考えられる。また、

本跡の南西側で第93号溝跡は、幅を大きく広げる。

特に本跡の北東部では広いテラスがみとめられるこ

とから、この部分に水を溜める役割も果たしていた

と考えられる。

本跡も第 1号堰跡と同様に、第93号溝跡に直交す

るように、並行する杭列を拮本としている。残存し

ているところでの規模は、 3.50Xl.50m程である。

第 1号堰跡では残存していなかった杭列間に盛土が

見られるのが大きな特徴である。

盛土は粘士と敷物を交互に敷き詰めて構築されて

いる。確認できた敷物は全部で4面に亘る。

杭列は、前列後列ともに垂直に打ち込むことを括

本としている。杭の全長の三分の一から半分くらい
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第59図第 1号堰跡

を打ち込んでいるようである。横木はみられない。

杭は下端を尖らせたものが多く、上端は強い力が加

わり折れたものや変形したものが見られた。

並行する杭列のほかに、敷物の上から打ち込まれ

ている杭がある。これらの杭は総じて細くて短い。

堰の高さは第93号溝跡の溝底と第172号溝跡の溝

底の差が0.30mあることからそれ以上あると考えら

れる。
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《 E_/ ゜SD93 堰2

1 暗灰褐色土

2 暗灰褐色土

3

4

5

 

灰褐色土

暗灰色土

暗灰掲色上

6 灰掲色粘土

7 灰褐色粘上

8 灰褐色粘士

9 暗灰褐色粘土

10 暗褐色土

］］ 暗褐色土

2,m 
1. 60 

上面に一段目の敷物がある。細砂粒を多量に含む，9

上面に二段目の敷物がある。中位及び下面に三段目の敷物がある。

粗い砂粒子、植物繊維を多量に含む

上面に三段目の敷物がある。祖い粒子を多鼠に含む。

上面に四段目の敷物がある。白色粘土、陪灰色粘土を含む。

上面に四段目の敷物がある。炭化粒子を多械に含むし

細砂粒子、白色粘土を少量含杜。

上面に四段目の敷物があな暗灰色粘土を主体に灰色粘士を含む。

灰色粘上を主体に暗灰色粘土を含む。

暗灰色粘土プロックを含む。

暗灰色粘土を主体に明灰色粘土粒子を多旦に含むぐ炭化粒子を少呈含む。
上面に一段目の敷物がある。細砂粒、植物繊維を少量含む。

上面に口段目の敷物がある。細砂粒、植物繊維、炭化粒子を少量含むC

第60図 第 2号堰跡
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(7) 河川跡（第61~64図）

河川跡は、 F区北側のAE • A F42 • 43グリッド

で検出された。走行方位はN-55°-Wである。既

に『北島遺跡VI[』で指摘されているように、本跡は

第19地点南端を東流する河川跡（第 7号溝跡）の下

流部分に相当する。本跡の北西の調査区外では雨水

管埋設工事に伴う立会い調査で弥生時代中期の溝跡

に切られることが確認されており、河川が一定期間

堰き止められていたことが予想されている。

これらのことから河川跡は人為、自然を問わず断

続的にその流路を変えていたことが想定される。こ

のことは断面観察より堆積と侵食を繰り返した跡が

見られたことと、出土遺物が弥生時代中期から古代

にわたることからも追認できる。本来、河道自体は

さらに幅広であったが、古墳時代前期以降は堤状の

遺構を築いて、ある程度川幅と流れを制御していた

ものと考えられる。

堤は、河川を二つの流路に分かつように河道中に

築かれている。すでに報侶されたように弥生時代中

期においては、河川は広い幅を有していた。しかし、

堤が築かれた古墳時代前期には、流路が二つに分か

れ、その間が中州のようになっており、それを利用

して堤を築いたと考えられる。

堤が機能していた時期の河道は、南側で幅6.30m、

北側で4.20m以上である。南側の河底は、セクショ

ンライン B-B'で見ると第22層下端であると考え

られ、丸みを帯びる河底から緩やかに立ち上がる。

断面観察から、人為的に河底を掘り下げたと思われ

る。北側は幅広の河底で、出土遺物が少なく、断面

観察からも、明確な掘り込みを確認することはでき

ない。このことから、堤の築かれた南側がメインの

河川（水路）として機能していたと考えられる。

堤は、灰色粘土ブロックと黒色土を用いて版築さ

れ、残存する高さ0.40mで台形状を呈する。堤部分

は流失や削平により、遺存状態は悪いが検出された

長さは 8m以上になる。西側部分が若干南側に切り

込むようになっている。

第17地点

堤の北西側では杭を打ち込んで補強がなされてい

る。杭は拮本的に0.80mの幅で、 2列打ち込まれて

いる。杭列は杭間の間隔をあけずにほぼ垂直に打ち

込まれている。また、杭列間にはランダムに杭が少

数打ち込まれている。断面の観察からは、堤状の盛

土が杭列を越え構築されていることが分かる。この

ことから杭列は堤が河川の氾濫などにより倒壊した

ときの補強材として打ち込まれたものであろう。

杭に使用された部材は自然木のほかに面取りした

角材、端部を削りこんだもの、梯子から転用したも

のが見られる。上端は何らかの力により折られたも

のが見られることから、本来はもっと長かったので

あろう。

また、河川跡中には大きさ2.45Xl.40mほどの敷

物が検出された。第 2号堰跡で見られたものと同様

に細い杭が打ち込まれている。分岐する溝が見られ

ないことから堰跡としてとらえることはできない。

おそらく堤の一部をなすものと考えられる。

堤の前面では土器とともに多鼠の木が検出された。

多くは自然木であるが、その中に混じり農具を中心

とした木器が出土している。多くは破損し完形で出

土したものはない。おそらく上流で廃棄され流され

たものであろう。

第65図からもわかるように木器は平面的には広範

囲にわたり分布し、集中するようなことはない。出

土した高さは河川の底から出土しているものと中層

からのものとに二分することができ、若干の時期差

が伺える。

土器、木器以外には、覆土中から栗が出土してい

る。

河川跡出土遺物（第66~68図）

l ~16は壺である。 1は折返し口縁部分に羽状縄

文を施文している。施文縦位は下から上である。外

面頸部以下及び内面が赤彩される。 2• 4は口縁部

破片で端部が上方に突出する。 4は口唇部が丸みを

帯びる。 3• 5は口縁部が折り返される。 6は口縁

--71-
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第17地点

B 22. DO B' 

□盛土

゜
2,m 

180 

河JII跡 (A-A')

1 黒褐色土 黒褐色枯質土を主体とし、暗灰色砂を含む。

2 黒色砂 黒色砂を上体とする。

3 黒褐色土 1層に似る賠灰色砂を多呈に含む

4 暗灰色砂 暗灰色砂を主体とし黒掲色粘質土を含むこ

5 暗オリープ黒色土 暗オリープ黒色粘質土を主体とし、黒色砂を多はに含む．

6 暗オリーブ黙色士 5層に比べ砂呈は少ない。

木枝、木の皮などの植物片、炭化粒子を多呈に含む2

7 極暗青灰色砂 柚暗灰色砂を主体としJI音オリーブ黒色土、

木枝など植物片を少量含む。

所々に炭化物が薄く堆積している。

5、6層に似る枯性強いい

木枝などの植物）i、炭化粒子を多呈に含む。

10層との境目に薄く炭化物が堆栢している

9層に似る 11、12層との境t」に油く

炭化物が堆桔している。粘性強いこ

10層に似る極暗青灰色砂を多呈に含む．

極暗灰色砂を主体とす五黒褐色士を少贔含む，．

木枝などの植物）4、炭化物を多量に含む。

10層に似召炭化粒子を少鼠含むn

12暦に似る均性が高い

粘性極めて強いこ

果色砂を主体とナる黒褐色十を少旦含む，．

木枝など植物Jiを多量に含むこ

祖いJII砂を主体とする。

16層に似るが黒褐色士を多塁に含む。

黒褐色粘質土を主体とする。極暗青灰色砂を多散に含む。

極賠青灰色の粗い）1|砂を主体とする

黒褐色枯質土を多量に含む。木片などの植物片、

炭化粒子を多品に含む．¢ lCIll―人の小石を少呈含む

21 黒色砂 黒色砂を主体とする＿

22 黒色砂 21厨に似るが、黒褐色粘質上を多星に含む。

23 極暗肖灰色砂 祖いJII砂を主体とする¢ 1clll程の小右を少最含む

24 暗茶褐色土 粘性極めて強い。

25 肯灰色シルト質土 粘性極めて強い。

26黒色士 護岸工事に伴う人為的盛七杭列を覆うように士手状に

堆積している。木枝など植物片を下位に多呈に含む。

8 暗黒色土

9 黒褐色士

10 黒褐色土

11 黒褐色上

12 極暗灰色砂

13 黒褐色土

14 栢暗青灰色砂

15 黒褐色土

16 黒色砂

17 黒色砂

18 黒色砂

19 黒掲色土

20 極賠肯灰色砂

27 青灰色砂

叫）l|跡 (B-B')

1 黒褐色上粘土 炭化粒f、古灰色粘土粒了を含む

2 黒褐色七粘上 1層に比べ吉灰色粘士粒子を多旦に含む

炭化粒＋を含むしまり、粘性あり。

3 暗黒褐色粘質土 暗黒褐色土、肯灰色粘土粒了を含む。

炭化粒子を含む全体の 3割程が砂粒子である

4 暗黒色粘質十 3層に比べ砂粒子が少ない。青灰色粘土粒子、

炭化粒子を含むしまり強い、粘性ややあり。

5 黒掲色砂質土 きめの粗い砂粒子を字体とし黒褐色士を含む。

6 黒褐色粘質土 黒褐色十にきめの細かい砂粒子を1割程全体に含む。

炭化粒了を含むr

7 黒褐色砂質土 5層に似る。ゅ 1~2cm程の小砂利を含む

8 黒褐色粘質土 6屠に似な砂粒子を含む。

9 黒褐色砂質上 5展に似る 7層より小砂利が多量に見られる

10 黒褐色粘質七 青灰色粘士と黒色七か垂平に堆禎する

炭化粒子、砂粒了を含む。

11 暗灰色粘質上 宵灰色粘七を主体とし垂平に堆積ぃ

炭化約子、砂粒子を含む

12 黒褐色粘質上 10屑に似な黒色土が垂平1こ堆禎する。

黄掲色粘七プロノク、青灰色粘土、炭化粒子、砂粒子を含む

13 暗灰色士 11居に似る。青灰色粘土を主体とし垂平に推稜する C

炭化粒子、砂粒子を含狂，

14 暗黒色粘質土 炭化粒子、木片、植物質片を含む。

暗黒褐色上に砂粒を 3割程含む混合層である。

15 暗灰色粘質上 炭化粒子を含むらしまり、粘性強いn

16 暗褐色砂質土 きめの細かい砂粒子を主｛本とする C

炭化粒子、暗黒褐色土を含むロ

17 黒褐色粘質上 宵灰色粘士プロック・粒子を多量に含む。

炭化約子、砂粒＋を含む 23冠の崩洛堆積七の可能性あり

18 暗黒褐色粘質土 炭化粒了ー、木片、植物質片を含む，．

暗掲色土に砂粒を1割程含む混合層である。

19 暗黒褐色粘質士 砂粒—丘炭化粒子を含む 18層に比べやや明る＜粘性強いC

20 暗褐色砂質土 きめの細かい砂粒下を主体とする

21 暗黒褐色帖質土 炭化粒子、砂粒子、木）—i、植物質片を含む。

22 暗褐色砂質土 きめの綿かい砂粒子を上体とし21煕の暗累褐色上を含む。

23 黒掲色粘土 青灰色粕十粒子、黒色粒＋、炭化粒＋を含む。しまりあり

24 黒掲色粘十 23層に比べ青灰色粘上ブロックを多量に含む。

しまり粘性あり

25 黒褐色粘七 炭化粒子、青灰色粘士粒子を含むコ

26 青灰色枯士層 27庖に似る。やや緑灰色の粘士層である C

炭化粒子、黒色粒子を含む，

27 青灰色粘七 やや緑灰色を帯びる。炭化粒＋、黒色＿十粒子を含むn

28 黙灰色粘土 微粒の炭化粒子を含むC 青灰色粘土粒了を含む。

しまり、粘性あり，

29 青灰色粘十＿ やや緑灰色を帯ぴな黒色粘七粒了を含む，

しまり、粘性あり。

30 肖灰色粘土 29層に比べやや暗い黒色粘土粒＋を多拭に含む，

しまり、粘性あり

31 黒掲色枯七 黒色土粒＋、青灰色粘七粒＋を含む。しまり、未占性あり。

32 暗青灰色粘士屈 青灰色枯上、黒掲色粘上を含む。しまり、粘性ありJ

33 黒掲色粘上 黒色土粒子、青灰色粘士粒子を含む，，しまり、粘性あり。

34 青灰色枯土 炭化粒子を微塁含む。黒色粒子を斑点状に含むリ

しまり強い。粘性あり。

第62図河川跡（2)
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端部が内側に屈曲する。 7~9は小型の壺で赤彩さ

れる。 10は胴部破片でユビオサエの痕が明瞭で器面

に凹凸がある。 11~16は底部破片である。 12は底部

外面に木葉痕がある。

17~33は甕である。 17は台部を欠く。内外面とも

に入念にハケ調整がなされる。 18• 20はS字状口縁

を呈する。外面を斜位にハケ調整し、内面にはユビ

オサエの痕が残る。 18は台部に幅1.5cmほど帯状の

黒斑が器面を回りする。台部を炉に埋め込んで使

用した痕跡であろう。 19• 21~27は口縁部破片であ

る。 27を除いていずれも頸部が強く屈曲する。 D縁

部は外反するもの (19• 23 • 24 • 26) と直線的に外

傾するもの (21• 22)直立気昧なもの (25)がある。

27は口縁部が肥厚する。ハケ目の粗いもの（21)、

細かいもの (23• 24)が認められる。 28~33は台部

である。 33は底部を先に作った後、台部を接合し、

粘七を充填し底部を補強している。 28• 32も底部が

台部に先立ち作られたものであろう。

34~48は高杯である。内湾気味に立ち上がるもの

(34 • 35 • 37 • 38 • 39 • 40) と直線的に立ち上がる

もの (46• 48)がある。外面と坪部内面はT寧に磨

かれている。 36• 39 • 42~45は脚部に円形の透孔が

開けられてしヽ る。 36• 39 • 42 • 45は4孔で、 43• 44 

は3孔である。透孔は同じ高さで等間隔にあけるこ

とを基本としている。但し、 43は1孔が他の 2孔に

比べ低い位置にあけられている。 38• 45は赤彩され

る。

49 • 50は碗である。 49は頸部がくびれ、口縁部が

外傾する。外面に煤が付着している。 50は底部から

内湾気昧に立ち上がる。内外面とも非常に細かいミ

ガキが施される。 51は杯で、底部が上げ底気昧に作

られている。

53 • 54は器台の口縁部であろう。口縁端部が短く

直立する。内面は細かいミガキが施される。 52• 55 

~58はJ廿もしくは小型の壺である。 52はミガキを行

わずハケ調整のままである。 57• 58は内外面に細か

いミガキが施される。 56は胴部破片であるが器形が

76 

球形に近い。底部は欠損するが丸底になると思われ

る。 59• 60はミニチュア土器で、手捏で成形された

と考えられる。

61は樽系の甕の胴部破片である。残存する部分で

波状文が 4段認められる。 62は壺の胴部破片である。

帯状に縄文を施文し無文部にミガキが施される。 63

は壺の胴部上半である。いわゆるパレス壺で、櫛間

状のエ具による平行線文の下に箆描の連続山形文を

施文する。搬人品と考えられる。 64は壺の胴部上半

である。粗雑な網日状文を施文する。 65はパレス壺

の口縁部破片であろう。下端に櫛歯状工具による剌

突が見られる。 66は63と同一個体と思われるパレス

壺の胴部破片である。

河川跡出土の木製品（第69~74図）

67は軸部と刃部の一部が残存する鍬身である。残

存長36.9cmである。軸部は刃部に向かうにつれ幅を

増す。軸頭は端部側から深く削り込んでいる。端部

は丸く仕上げられている。全体的にケズリの痕が明

瞭である。刃部は垂直近い短い肩部を持ったあと緩

やかに直線的に広がる。刃先に向かうにつれやや原

みを減ずる。

68は軸部と刃部の｛＾部が残存する鍬身である。残

存長26.4cm、残存幅は軸部で3.6cm、刃部で5.9cmで

ある。着柄軸の幅はほぼ一定で、断面は蒲鉾状を呈

する。軸頭は端部側から水平に削り込んでいる。端

部は丸味を持つ。刃部はハの字に開く肩部から、軸

線と並行する側面へと移行する。中央部分が厚く側

面に近づくにつれ薄くなる。

69は叉鍬身である。刃部の片側が残存する。推定

長32.7cmである。側面は外側が内側に比べ、薄く仕

上げられている。刃部先端に目立った加工は見られ

なし＼

70は鍬身である。軸部と刃部の一部が残存する。

着柄軸は刃部に向かうにつれ幅を増す。断面は蒲鉾

状を星する。軸頭は端部側から水平に削りこみ側面

も削り込んでいる。端部は丸昧を持つ。］］部は側面

の角度から見て、短く水平に開いた肩部から、丸味
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第68図河川跡出土遺物（3)

第15表 河川跡出土遺物観察表（第66~74図）

番号 器種 口径 斤ロiロ向古 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 土師壺 (18.0) [5.2] E.J 普通 にぶい橙色 5以下 口唇部単節LR施文 口縁外面に羽状縄文を施文

2 上帥壺 (18 0) [3.5] AB 普通 灰黄色 5以下 内外面ナデ 乳白色小礫含む

3 七師壺 (12.0) [3.0] AEJ 普通 にぶい黄橙色 5以下 折り返し口縁 内外面ハケ

4 土師壺 (16.0) [3.4] AB 良好 橙色 5以下 ロ唇部丸みをもつ 内・外面強いヨコナデ

5 上師壺 (16.0) [5.2] EI 普通 灰白色 5以下 折り返し口縁 内外面ナデ

6 士師壺 (14.0) [6.0] BEGI 普通 橙色 5以下 外面ハケ 内面ナデ

7 士師壺 [12.2] (4 0) B 良好 明褐灰色 85 全面赤彩ナデ整形後ミガキ 頸部内面も赤彩

8 上師壺 [6.0] EH 良好 灰黄色 20 胴部上半外面赤彩， 土師壺 [3.1] 3.2 AB 普通 にぶい黄橙色 10 胎七緻密外面赤彩

10 七師壺 [7.1] GJ 普通 にぶい黄橙色 5以下 内面にユビオサエの痕が明瞭 乳白色小礫含む

11 土師壺 [2.0] 6.0 BJ 蒋通 にぶい黄杓色 5以下 底部

12 土師壺 [21] (8.0) J 普通 にぶい黄橙色 5以下 底部木葉痕

13 土師壺 [2.8] (7.0) BEJ 普通 黒褐色 5以下 内面のハケ目が明瞭 底部外面ナデ

14 上師壺 [1.9] 5.0 DI 良好 にぶい黄橙色 5以ド 底部

15 上師壺 [1.2] (3.0) CE 普通 黄灰色 5以下 底部

16 土師壺 [2.1] 11.8 DGHJ 不良 灰白色 5以下 底部

17 士師甕 (21.9) [31.5] BEJ 蒋通 にぶい橙色 60 ハケ目の間隔は広く浅く施す

ハケ→外面の一部をナデ

18 上師甕 (17 1) AEJ 普通 浅黄色 20 s字状口縁 ハケ日の幅が広い

内面ユビオサエ明瞭

19 士師甕 (21.2) [12.2] ACG 普通 にぶい黄橙色 5 全面煤付着

20 士師甕 (19.6) [6.2] AEG 梓通 灰黄色 5以下 s字状口縁 l7唇部丸みをもつ ハケ目深い

21 土師 (26.0) [6.6] EHJ 普通 橙色 5以下 条痕のような太いハケ日

22 上師甕 [10.9] EJ 酋通 にぶい褐色 10 外面ハケ 内面頸部直下ユビオサエにより凹凸がある

-79 



口24 I土師甕

25 上師甕

I 
26 士師甕 （24.0) I [ 4.7] I - I G H 

27 上師台付甕 （19.4) [ [ 4.7] I - [ A E H 

28 土師台付甕 ー ー (9.0) IE 

29 It師台付甕 ー [6.3] I 10.0 I A E I 

30 上師台付甕 ー [6.7] I 11.2 I DE  H 
I 

31 I土師台付甕 ー [6.7] ! 9.6 I E J 普通にぶい黄粧色

32 士師台付甕 ー [7.0] I 10.6 I A E 普通 灰褐色

33 土師台付甕 ー [7.9] I 8.8 I E J 普通 灰黄褐色

34 上師高杯 （14.0) I [6.oJ I - I G 良好 灰白色

35 土師高坪 ー [7.7] I -I A G J 晋通浅黄橙色
I 

36 士師高杯 ー [5.0] I - I A I 良好にぶい橙色

37 上師高杯 (23.0) [ [6.5] [ - [ EGL 良好 橙色

38 土師高坪 （17.0)1[4.0]I - [AEGJ 普通にぶい黄橙色

39｛土帥高坪 ー [5.1] I - I A B E J 普通 橙色 25 
I 

40 上師高杯 ー [4.8] I - I A E 普通にぶい黄橙色 20 

41 土師高杯 ー [6.5] I (12.0) I E I J 酋通にぶい赤褐色 30 

42 土帥高坪 ー [6.0] I - I E F H J 蒋通明赤褐色 20 

43 上師高坪 ー [8.4] I 15.0 I A E G H J i良好：にぶい黄橙色 '50

44 I土師高杯

45 I土師高坪

46 I土帥高杯

61 I±師甕

62 土師壺

63 土師壺

64 上師壺

65 上師壺

66 士師壺

「l径器高底径 胎士 焼成一色調一残仔率一

(158) [52] - EGHJL 良好にふい，1¥8l rJヽ ］外血細かいハケ
(17.0) I [6.9] I - I I J 普通にぶい橙色 5以下 7本 l単位の細かいハケ目

(16.0) I [6.2] I - I AH  良好外ー黒褐色 5以下緻密な胎土

内一灰黄褐色

―

―

―

―

 

3

3

 

．
 

9

9

 

―

―

-

・

 

9

9

 ―
―
 

47 土師高杯 ー [1.8] 

48 土師高坪 ー [3.1] 

49 上師碗 （14.6) I 6.o 

50 士師碗 （13.o) I [ 4.5J 
51 土師杯 （11.4) I 4.7 

52 上師壺 （10.0) I [3.2] 

53 土師器台 （10.0) I [3.5J 
54 It師器台 （7.6) I [2.6] 

55 土師川 (9.0) I [3.sJ 
56 土師用 ー [6.2]

57 土師士廿 ー ［6.7] 

58 土師川 (s.o) I [5.ll 

59 上籠ミニチュア士昇 (4.4) I [3.oJ 
60 士箇ミニチュア土器 4.8 I [3.2] 

l孔がほかの 2孔のより少し下方にあけられている

25 I杯部 円形の透孔が等間隔で 3ヶ所

透孔の内面側に剥落がみられる 砂っぽい

良好！ 灰褐色 I 40 I肌1部 脚部から粘土を押し込んで坪部と接合した粘t．痕がよくわかる

外面赤彩

良好 Iにぶい褐色 10 坪部 杯部の立ち上がり方が外反しながら立ち上がる

場所と直線ぎみになるなど若干のちがいがある

- 1AEHJ 将通にぶい黄橙色 15 杯部 脚部から粘土をつめこんで脚部と）不部を接合している

-I CE 蒋通にぶい橙色 5以下杯部滑石（伶 2~3mm) を合む

3.0 I H 普通にぶい黄橙色 40 

- I J (1mm以卜）良好にぶい黄橙色 20 胎上緻密

4.6 IE HJ 普通にぶい黄橙色 60 外内面とも細かいヨコミガキ

- ¥ ABEG 普通 灰黄色 5以lく口縁部

- I EGH 良好 橙色 5以下胎土緻密

- I CE.J 良好にぶい赤褐色 5以下口縁部

- I BE  普通 褐灰色 5以下外面調整不明瞭

- IE G J 普通にぶい黄橙色 15 内面凹凸が激しい

- I A G  良好 明赤褐色 5以下外面斜位に細かいミガキ 内面縦位に細かいミガキ

- ¥ ABC J 良好にぶい黄橙色 5 内面細かいミガキ

(3.1) I AC  L 良好 橙色 85 口縁部欠捐内外ともに］寧にナデているため凹凸が少ない

(3.2) [ABEL 良好 黄灰色 30 I外面はなめらか、内面凹凸が激しい

- IABEG 普通 1にぶい橙色 憎9系の甕 5本 l単位の櫛描胴部中位から l叶立

- i A J 良好 橙色 胴部上半縄文施文→ヨコミガキ（磨り消し）

- I BE 良好 浅黄橙 在地の胎土焼成後外側より穿孔浅い櫛描

- I I J 良好にぶい橙色 ！沈線 3本乱れた綱目状文礫を多贔に含む

- I AE J 良好にぶい橙色 櫛歯工具による列点在地の胎土

- I ABE 普通 1 明褐灰色 東海系パレス壺胴部上半の破片

13.8 I E I J 

ー・'EGI 

— ,[2.5]' — 

良好にぶい黄橙色 15以下 1口縁部内外面強いヨコナデ、摩滅が激しい

普通 灰白色 | 5以Iヽ！口縁部内面にハケ目痕が一部残存

良好にぶい黄格色 5以下台部

蒋通にぶい橙色 5 台部 内面は丁淑に調整されて凹凸がなく滑らかである

評通 灰黄色 10 !No11 台部のみ残仔外面ハケ 内面l：具ナデ抑え及びハケ

普通 橙色

25 外面細かいミガキ

5 内面丁寧なミガキ

10 坪部 内外面赤彩

備 考

5以下台部台部は完仔する

5以下土器を砕いたものを含む 内面が丁寧に調整される

5 台部 内面ド端部の凹凸が激しい

5以ド杯部胎士級密器面は非常に滑らかである

40 内外面ミガキ

内器面があれているため赤彩がわかる所は部分的である

透孔はほぼ等間隠に 4ヶ所

杯部

脚部

透孔は 4ヶ所 基本的に均等に位置するが一つだけずれる

脚部透孔 3ヶ所ほぼ等間隔
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第69図 河川跡出土遺物（4)
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を帯びる杓文字形になると考えられる。原みは軸部

に近いほうが厚く、刃部先端に向かうにつれ薄くな

る。前面が被熱している。

71は木錘である。全長15.1cm、最大幅5.6cmである。

断面がやや扁平な楕円形の芯持材を用いている。括

れ部は両側から中心部に向け浅く削り込み、作り出

している。括れ部の幅は4.8cmで最大幅との差があ

まりない。両端は、折断されたままと、端部に向か

い削り出している部分とが見られる。

72は鎌の柄である。残存長19.1cm、幅2.3cm、厚さ

1.8cmである。身の装着孔部分は欠損している。柄

の基部下端には滑り止め用の突起がある。樹種は、

スギである。

73は一本鋤の柄である。刃部は残存しない。残存

長は61.2cmである。把手は逆三角形状を呈し、同形

の孔があしヽてしヽる。柄部の幅3.5~3.7cm、厚さ2.1cm

とほぼ一定で、断面は扁平な楕円形を呈する。

74は一本鋤の柄である。刃部は残存しない。残存

長は48.8cmである。把手は残存する部分が少ないが、

73と同様に逆三角形状を呈する。柄部は幅、厚さと

もに2.5cm程であり、断面は隅丸方形に近い。側面

にあまり加工はみられず、表裏面に軸方向にケズリ

を施す。

75は三叉鋤である。残存長は94.6cmである。把手

はT字状を呈する。柄部の幅、厚さは、刃部との境

が若干幅広になる以外は一定で、 3.6cmであり、断

面はほぼ円形である。肩部は柄部からほぼ垂直に広

がり、その後軸線とほぼ並行する刃部側面に至ると

考えられる。刃部は先端に行くにつれ薄くなってい

る。先端は丸味を持つ。中央部分だけで両側が欠損

しているので不確かであるが、刃と刃の間が幅狭で

あることと、先端からの切込みが浅いと考えられる。

暫定的に三叉鋤として図化したが、切込みが短い

く狭いことから、欠損した鋤を加工し再利用したも

のかもしれない。樹種は、クヌギ節である。

76は竪杵の未製品である。片方の椙部を欠損する。

残存長は73.4cmである。芯の部分を残さない部材を

用いて作られている。荒削りの段階で、破損し廃棄

されたものであろうか。椙部を軸線方向にケズリを

施したのちに握部を削り込んでいる。椙部の断面形

は楕円形を呈するが、握部は円形に近い。椙部の先

端はまだ加工されずに切り出されたときのままのよ

うである。樹種は、クヌギ節である。

77は、丸木弓である。残存長は72.0cm、明は両側

から削り込んで弦かけ部を作り出している。削り込

みは弓幹に対して鈍角に削られ、左右の深さ、角度

はほぼ同じである。り耳長1.2cm、厚さ0.5cmである。

樹種は、カヤである。

78は、丸木弓である。残存長は47.3cm、明は両側

から削り込んで弦かけ部を作り出している。削り込

みは弓幹に対して鈍角に削られ、左右で深さ、角度

が異なる。そのため、り耳が弓幹の中央部分から若干

片側にずれている。り耳長1.3cm、厚さ0.5cmである。

弓幹の一部が被熱し炭化している。

79は不明木製品である。残存長40.4cm、最大幅6.9

cmである。側面から見ると鳥の頭のようにみえる。

80は加工痕のある木である。残存長56.3cm、最大

幅3.5cm、厚さ2.7cmである。自然木に僅かに加工を

加えている。

81は杭である。残存長42.0cm、幅3.2cm、厚さ2.1

cmで、断面は蒲鉾状を呈する。本来は断面が円形の

杭が、破損し、被熱したと考えられる。その後、再

び先端を加工し、杭として再利用したものであろう。

82は加工痕のある棒である。全長38.3cm、最大幅

4.3cmである。先端に向かうにつれ幅、厚さともに

減じる。掘棒のようなものとして用いられたものと

考えられる。

83は建築部材である。残存長64.0cm、最大幅12.8

cm、厚さ2.4cmで、断面はL字状を呈する。全面に

加工痕が見られ、柄穴が穿たれている。
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第71図河川跡出土遺物（6)
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(8) 水田跡（第75~83図）

水川跡は、 A区のAO~AS40~43グリッドを中

心に検出された。取水溝と考えられる第103号溝跡

と、排水溝と考えられる第107号溝跡の間に位置す

る。 A区東側はメインスタジアムの建設変更に伴い

F面の調査は行なわなかったので不明であるが水田

が展開していたと思われる。また、西側の調査区外

も同様であろう。

水田面は、基本土層の第12層で検出された。上層

の第11層では古培時代初頭乃至中期に降灰したとさ

れる、浅間C火山灰が認められる。すでに報告され

た第15• 16層の弥生時代中期後半の水田跡とは第

13 • 14層をはさみ明確に区別できる。第13• 14層は

洪水層と考えられ、弥生時代中期後半から後期の土

器片を若干含む。これらのことから水田跡の大まか

な時期を捉えることができる。すなわち弥生時代後

期から古墳時代前期にかけての水田跡である。

水田域の地形は、北東側から南西側に向かい緩や

かに傾斜している。エレベーション B-B'のライ

ンで見ると約35mで18cm低くなっている。南東及び

南西の音記で水田跡の一部を確認できなかった。こ

れは洪水により畦畔が流失したことによると考えら

れる。

水田跡は、全部で66枚検出した。平面形態は基本

的には北西ー南東方向に長い長方形を呈する。一部

に北東ー南西に長い長方形を呈するもの (SNSO • 

63) や、台形状 (SN13 • 31)、菱形状 (SN 51) 

になるものが存在する。いずれにせよ水田域の微地

形に沿った地割であると考えられる。

検出した水田の総面積は1153m'、畦畔部分を引い

た面積は886.05m'である。全形を確認できたのは66

枚中37枚で、最小のものは、 SN42の7.04m'、最大

のものは、 SN51で24.45m'、平均15.70m'である。

検出された水田跡の中心部分 (AQ • AR42グリッ

ド付近）に小さい区画が存在し、南側にやや大きな

区画が存在する傾向が見られる。但し、相対的には、

区画は小さく、いわゆる小区画水田と分類されるも

のである。

主軸方位（ここでは真北に対してどのくらい傾い

ているかを言う）も一定で、 N-24°-Eから N -

34°-Eの範囲に収まる。

畦畔は、幅0.50m、高さ0.10mで箱型をしている。

南側の一部で幅広の畦畔が認められる。例えば、 S

N54の南側や SN57の南側の畦畔などのことである。

それぞれ幅2.60m、1.20mで通常のものと比べて2.4

~5.2倍である。所謂、大畦畔の可能性も想定され

るが、部分的で水田域を大きく区画するものではな

いので、通常の畦畔と考えたい。

水口は、 23ヶ所で確認されている。南北方向に伸

びる畦畔で15ヶ所、東西方向に伸びる畦畔で8ヶ所

確認されている。水口は畦畔の中央部に取り付けら

れたところ (SN23西側 •S N29)、西側ややコー

ナーに寄ったところ (SNll北側 •S N17西側等）、

コーナ一部分に取り付けられたところ (SN5西

側 •S N31西側）など様々である。

すべての水田に水口が取り付けてあるわけではな

いので、各水田に水を送るのは田越し、懸け流しの

方法を用いたと考えられる。

また、 SN21 • 53で床面に細かい凹凸が認められ

る。規則的でないことから、田植えの痕跡ではなく、

田起こしなどの痕跡と考えられる。

水田への用排水路としては、第93• 107号溝跡が

それぞれ相当する。但し、これらの溝跡と水田跡の

間には切り合いが見られることから、年毎に水田区

画を微妙に変化させていたと考えられる。

遺物は、 1 ~ 3が出土した（第84図）。 1 • 2は

S N16の畦畔付近で出土した。 1は頸部が緩やかに

くびれ、胴部中ほどが最大径になる器形の甕である。

口唇部にキザミを施す。 2は同様に頸部が緩やかに

くびれる器形の甕である。頸部から D縁部にかけて

9段の輪積痕を残し外面装飾としている。口縁部内

面にキザミを有する。 3は小型の丸底土器である。
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第84図 A区水田跡出土遺物

第17表 A区水田跡出土遺物観察表（第84図）

番号 器 種 口径 益nn回白― 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 I 上師甕
(13.9) (25.1) 7.0 A I 普通 橙色 50 SN16・24 口唇部キザミ 内外面ハケ 胴部

2 士師甕 (16.0) [17.3] ABEJ 普通 灰褐色 20 S N16 • 24 ¥j0. 1 No. 2 

外面胴部細かいハケ日（11~13本一単位）

3 上師小型丸底 [2.6] 1.5 EH 普通 明赤褐色 30 No5 内面 I寧ナデ

上半煤付着

内面ナデ
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(9) 

畠跡は、

畠跡（第86• 87図）

A区北側と F区の西側で検出された。

A区では畝の長さ、方向から概ね以下の 4群に分

けることができる。

して捕らえることが可能である。

第 1群は、 AG41・42グリッドを中心とする部分

である。畝が途中で途切れるものあるが基本的には

第 1群は、

心にする部分である。畝の長さが比較的長く 11.10

mで、その方位はN-35°-Eである。畝幅、畝間

の幅がともに狭い。

第 2群は、

N-30°-W、

A L42 • 43、

である。畝の方向は、

AM42 • 43グリッドを中

AM44 • 45グリッドを中心にする部分

N-35°-E、N -75° -E、

N-70°-Wと一定しないが、畝の長

さ、幅から同一群として捕らえる。畝の長さは短く、

4 ~5m前後である。畝幅、畝間の幅ともに広い。

第 3群は、 AM46 • 47グリッドを中心にする部分

である。畝の長さが20m以上と長く、 その方位は

N-55°-Wである。畝幅は広いが、畝間幅は比較

的狭い。

第4群はAL48 • 49グリッドを中心にする部分で

ある。畝が格子状になるが最大の特徴である。畝の

走行方位はN-35°-E、N-55°-Wでほぼ直角に

交わる。畝間の幅に多少のばらつきが見られるが概

ね等間隔の幅で四方を畝で区切られた場所の面積も

ほぼ同じである。

F区も A区に比べ残りはよくないが、同様に群と

長く、 9mほどである。方位はN-35°-Eである。

南側で畝が方向を変えるがこれは溝等の遺構により

発生したと考えられる。

第2群は、

る。遺存状態があまりよくないが、畝が格子状にな

ると考えられる。畝の走行方位はN-35°-Eと

N-55°-Wである。畝幅は狭い。畝間の幅は北西

から南東に走る畝で広く、北東から南西に走る畝で

やや狭いが全体的に幅広である。

第 3群は、

第4群は、

遺物は、

AH43グリッドを中心とする部分であ

A J 45、AK45グリッドを中心とする

部分である。多くは調査区外へと続くため、畝の長

さは不明である。畝の走行方位はN-33°-Eであ

る。畝幅、畝間の幅ともに狭い。

AK43グリッドを中心とする部分であ

る。多くが調査区外へと続くため不明であるが、畝

の長さは比較的長いと考えられる。畝の走行方位は

N-17°-Eである。畝幅、畝間の幅ともに狭い。

1が出土した （第85図）。 口唇部にキザ

ミを有する甕である。
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第85図 A区畠跡出土遺物

第18表 A区畠跡出土遺物観察表（第86図）：二こ1 土
備考

｀内外四L具ナーテ 胴部外面ハケナテ~
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第17地点

(10) 表採及びグリッド出土遺物

ここでは区ごとに遺構確認時の出土遺物や他時期

の遺構に紛れ込んだものを掲載する。

A区出土遺物（第88図）

1 • 2は壺の口縁部である。

部である。

端部に向かうにつれ肥厚する。

は肥原する。

る。

1は頸部をハケ調整

した後、口縁部が折り返される。 3 • 4は甕の口縁

3は口唇部にキザミを有する。 4は口縁

c区出土遺物（第89図）

lはS字状口縁台付甕の口縁部である。 D縁端部

2は外削状口縁部になる小型の鉢であ

3 • 4は川の胴部である。 5は小型の鉢で内面

が赤彩される。 6は壺の底部である。 7 • 8は高杯

の脚部で等間隔に円形の透孔があけられる。

9は壺の胴部上半である。節の細かいRLが施文

される。 10• 11はRLが施文される吉ヶ谷系の甕で

ある。

F区出土遺物（第90• 91図）

1は球胴形を呈する広口壺で外面が赤彩される。

2は器壁が薄い有段口縁の壺である。

底部である。 5は底部外面に木鮒痕がある。

字状結節の縄文を施す壺の胴部上半である。

6~9は壺の口縁部である。

3 • 5は壺の

4はS

6は頸部に突帯をめ

ぐらしその上から焼成前穿孔している。

縁部が内彎する。

7 • 8はロ

10は口縁部が直立気味の甕で、口縁部を強くヨコ

ナデする。 11は台付甕の台部である。 12はt廿で丸底

を呈すると考えられる。 13は鉢で外面に細かいミガ

キを施す。

14~17は高坪である。 14は坪部で内位外面ともに

細かいミガキを施す。 15• 17は脚部で等間隔の円形

の透孔が 4ヶ所あけられる。 16は接合部で坪部内面

に格子目状のミガキを施す。

18 • 19は砥石である。 18には敲打痕が残ることか

ら台石に転用されたようである。
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第88図 A区グリッド出土遺物

第19表 A区グリッド出土遺物観察表（第88図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土i焼成 色調 残存率 備 考

1 上師壺 (20.0) [3.5] DE 
i 

普通 にぶい赤褐色 5以下 ハケ後口縁部を折り返す ハケ日の間1

2 土師壺 14.0 [5 5] 口I AAE H 
不良 にぶい赤褐色 10 No.21 胴部外面縦位ハケ→ナデ

3 士師甕 (20.0) [2.8] 

言
にぶい黄橙色 5以ト 口唇部キザミ

4 土師甕 (15.9) [2.7] - AEH 褐色 5以下 口縁部内外面ヨコナデ

7 

三□
一
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第89図 c区グリッド出土遺物

第20表 C区グリッド出土遺物観察表（第89図）

器高 底径 胎士焼成 色調 残存奉 備 考

］ [2 9] ADF 普通 にぶい黄橙色 5以下 No.5 S字状口縁

[4.5] AEH 普通 暗灰色 5 粗製外面 工具ナデ 内面工具 横ナデ

[4.4] ADE 普通 にぶい黄橙色 5以F 内外面ナデ

[2.7] DE 評通 浅黄橙色 5 薄手器面が荒れている
I 

[4.0] ADE 普通 にぶい黄橙色 5以下 内面赤彩

[2.3] (10.0) AH 普通 にぶい赤褐色 5以下 No.1 木薬痕磨消が激しい

[5.6] AE 評通 にぶい橙色 20 脚部のみ残存 4孔の円形透し有り

[4.3] ABE 普通 明褐灰色 5 脚部のみ残存 円形の透しが認められる

AE ＇ 贄通 にぶい黄橙色 胴部破片単節RL 帯縄文

AE 評通 にぶい橙色 単節RL 煤付着

EH 普通 にぶい橙色 単節RL 煤付着
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第91図 F区グリッド出土遺物（2)
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第17地点

第21表 F区グリッド出土遺物観察表（第90• 91図）

番号 器種 口径 器晶 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 土師広口甕 [25.3] H 普通 にぶい褐色 15 外面全体赤彩 ハケ→ミガキ

2 土師壺 (26.0) [6.6] AE 普通 橙色 5以下 有段口縁器面の摩滅が著しい

3 土師壺 [5.4] 7.0 AE 普通 にぶい黄色 5以下 外面粗い縦位ミガキ 内面横位ハケ 底面ケズリ

4 土師壺 AGI 普通 にぶい橙色 胴部破片 皐節LR帯縄文胴部ミガキ及び赤彩縄文部は赤彩せず

5 土師壺 [3.0] 8.4 AE 普通 にぶい黄橙色 5 外面縦位ハケ 内面横ナデ木葉痕

6 上師壺 (14.6) [5.5] ADE 良好 にぶい黄橙色 5以下 頸部に貼付突帯

7 土師壺 (15.0) [4.8] BG 普通 にぶい橙色 5以下 内湾口縁 内外面丁寧な横位ミガキ

8 土師柑 11.2 [5.0] EH 良好 にぶい黄橙 5 外面縦位ミガキ 内面横位ミガキ

， 土師壺 (13.6) [4.5] EH 普通 灰黄色 5以下 外面口縁斜位ハケ 内面工具横ナデ

10 上師甕 (16 0) [4.0] EH 良好 にぶい黄橙色 5以下 直立口縁 口縁部内外面ささら状工具ナデ胴部ハケ

1 1 土師台付甕 [7.9] 9.2 AE 普通 灰褐色 5以下 台部外面縦位ナデ器部内面ハケ 内外面ナデ

12 土師井l. [6.0] EH 普通 灰褐色 10 胴部の一部のみ残存

13 土師鉢 (14.0) [3.8] ADE 良好 赤橙色 5以下 有段口縁 口縁部内外面横位ミガキ 体部工具ナデ

14 土師高坪 (20.2) [6.0] EH 良好 橙 5以下 坪部 内外面縦位ミガキ

15 土師高坪 [4.7] AE 良好 にぶい橙色 20 脚部 全周で 4孔の円形透し有り

16 土師高坪 [3.8] AE 良好 にぶい黄橙色 10 No.3 3孔の円形透し有り

17 土師高坪 [5.0] 11.2 DE 普通 にぶい黄橙色 5以下 脚部 4孔の円形透し有り

18 砥石 安山岩長さ10.8cm 幅11.7cm 厚さ7.4cm 重さ 1144g 

19 砥石 安山岩長さ22.7cm 幅11.0cm 厚さ8.9cm 重さ2820g 

煤の付着から炉石としての使用も考えられる
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V 第19地点の調査

1.第19地点の概要
第19地点は、弥生時代中期から近世に至るまでの

遺構及びそれに伴う遺物が確認されている。各時代

を通して遺構、遺物が膨大で北島遺跡の中でも中心

をなす地点であると日される。すでに弥生時代中期

については『北島遺跡VI』で、古墳については、

『北島VIII／田谷』で、古代以降については『北島遺

跡V』 ・『北島遺跡IX』で報告がなされている。こ

こではしがらみ状遺構、堰跡、河川跡及びそれに伴

う護岸跡、畠跡について報告する。

本地点は、第17地点の北西側、第21地点の東側に

位置し、屋内競技場の建設に伴い発掘調査が行われ

た。調査区はほぽ南北に長い長方形を呈する。

第17地点とは、調査区の南西端を東流する河川跡

により、区切られている。本地点は、北側から南側

に向かい緩やかに｛項斜する自然堤防上に立地する。

標高は、 23m前後である。

2.遺構と遺物
(1) しがらみ状遺構（第93• 94図）

しがらみ状遺構は、調査区北側のC19• D19グリ

ッドで検出された。本跡付近で河川跡は河幅を狭め

る。後述するように、古墳時代前期以降、河川に沿

うように堤が築かれ、これにより自然河通は人為的

に制御され、中央水路へと注ぐ。中央水路が人為的

に掘削された断面形を呈するのに対して、本跡付近

では非常に緩やかな立ち上がりとなる。

河川跡の中央付近に細い杭が数本打ち込まれてい

た。杭は方形にある範囲を区画したり、列状に並ぶ

様子は見られない。抜き取られたり、流失したので

あろう。

杭の周辺では、ムシロ状のものが検出された。ム

シロ状のものは河川跡中央部分で流れに直行するよ

うに検出された。遺存状態はあまりよくなく、とこ

調査区は、中央部分を北西から南東に縦断する中

央水路によって東西に分けられる。中央水路の西側

は、南西を河川跡により区切られ、西側から北西側

を調査区に沿うように北流する河川跡により区切ら

れている。護岸跡は、この北流する河川に沿って築

かれている。しがらみ状遺構は、この河川跡と中央

水路の境界付近に存在する。堰跡は、中央水路に築

かれている。畠跡は、中央水路の北東側に広がり調

査区外へと延びる。

護岸跡、しがらみ状遺構、堰跡は、それぞれ河川

跡、中央水路中に存在することから、他時期の遺構

により破懐されることなく存在する。しかし、洪水

などの自然の営為により、破壊されたと見え、残り

は良好ではない。畠跡は、古代の溝跡により破壊さ

れているが、調査区北端部分は良奸に遺存していた。

ろどころで確認できなかった。検出時では 4つのブ

ロックに分かれていた。ムシロ状のものは樹皮を使

い編まれている。編み目の粗密はあるが編み方はほ

ぼ同じである。このことから本来は、一連のものと

思われる。おそらく、幅0.60m程で、全長は河底と

等しい 5m前後になると思われる。

ムシロ状のものは面的に広がっているが、検出さ

れた高さもほぼ同じで、重畳するようなことはない。

また、周辺には河川跡から分岐する溝跡も見られな

いので、堰跡とは考えられない。

以上のことから簗のような機能を果たしていたと

考えられる。周辺からは流木などが検出されたが、

本跡の構造材の一部であるかは不明である。

図示できる遺物は出土していない。
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l 灰色土 灰色及び白色粘士の混合層。炭化物を少量含む。しまりあり。粘性強い。
2 灰色土 1層に似る炭化物を多量に含む。色調もやや暗い，．

3 暗灰色士 部分的に白色粘土をブロソク状に含む。炭化物を少量含む。しまり弱い。粘性非常に強い。
4 暗灰色土 炭化物（心 1mmほど）を多址に含むC 細砂をブロソク状に含む。しまりあり。粘性やや弱い。
5 青灰褐色砂 炭化物を少量含む。

6 黒灰色士 灰色粘土、炭化物、植物遺体を多量に含む。しまり弱し＼粘性強い。

7 灰褐色砂 均一性が高い。
0 4m  
| 1 | 1 240 

第93図 しがらみ状遺構（1)

-110-



第19地点

g
 

｀
◇
／
 

文

mり
゜

＼
 

ふ

釦／
。グ

ら

や／

¥

j

/

 』

／
 

／
 ¥

9

 

心

／

▽

忌

怠

9 □ニ
／ 

一 一 ロ
第94図 しがらみ状遺構（2)

-111 



(2) 堰跡

第 1号堰跡（第95• 96図）

第 1号堰跡は、 G21グリッドで検出された。中央

水路に築かれた三つの堰跡の中で一番北側に位置す

る。本跡の築かれたところでの中央水路は幅5.52m、

確認面から深さ0.86mを測る。溝底は幅広で西側が

一段落ち込んでいる。全体的に溝底に凹凸が見られ

る。掘り込みは、西側では幅狭なテラスを持ちなが

ら緩やかに立ち上がり、東側では直線的に斜めに立

ち上がる。

杭の太さには、直径180mm、70mmの二種類が見ら

れる。二種類とも断面はほぼ円形を呈する。杭は先

端を加工し尖らせたものがほとんどである。反対側

は強い力が加わり折られたものが見られる。特に、

杭 6 • 8 • 15等は折断痕が明瞭である。杭の打ち込

みの深さは、杭の太さとはあまり閃係なく 0.3~1 

mである。ただ、水路の中央部分に位置する杭は、

比較的深く打ち込まれている。

太い杭が比較的直線に並ぶ杭 1～杭20を結んだラ

インが堰の中心をなすものと考えられる。杭9と杭

10、杭13と杭20のように交差するように打ち込まれ

たところがあることから、このライン上に横木を渡

していた可能性が高い。

想定中心ラインの前面には垂直に打ち込んだ杭が

数本見られるが、列をなす様子はない。おそらく中

心部を補強するための杭であろう。後側にも同様に

杭列が見られる。調査時には橋の一部と考えたが、

ここでは堰に付属するものと考えておきたい。

堰跡は、中心ラインを基準にすると中央水路とほ

ぼ直行する。また、枝溝跡の中心ラインの延長線上

に位置する。堰の構造部分は、中央水路の幅の三分

の二ほどの長さであり、西側の1.5mほどは開放し

ている。

本跡により堰き止めた水は、枝溝跡に流されたと

考えられる。中央水路と枝溝跡との高低差は、溝底

で0.50mである。このことから少なくとも堰跡の高

さは0.50m以上あるものと思われる。

遺物は図示し得ない土器とともに鍬身が出土してい

る。木製品に関しては、『北島遺跡XIII』にまとめ

て掲載するので、そちらを参考にしてもらいたい。

以下第 2号堰跡についても同様である。

第2号堰跡（第97~99図）

第 2号堰跡は、 M23グリッドで検出された。中央

水路に築かれた三つの堰跡のうち中央に位置する。

本跡の築かれたところでの中央水路は幅6.25m、確

認面から深さ1.26mを測る。溝底はやや丸みを帯び、

幅3.60mを測る。その溝底から西側では幅広のテラ

スを持ちながら立ち上がる。東側は斜めに直線的に

立ち上がる。テラスの幅の違いを除けば、ほぼ第 l

号堰跡が築かれたところと同様である。

溝底の両端に太さ120mmほどの杭が垂直に打ち込

まれている。その間には杭は見られない。西側のテ

ラス部分には溝底の杭と比べてやや細い直径60mmほ

どの杭が垂直に打ち込まれている。杭自体は垂直に

打ち込まれたものが多いが上端が欠損しているもの

が多い。この垂直に杭が打たれた列 (A列）の南東

側にも杭列が認められる (B列）。 A列と B列の間

の距離は1.50mを測る。 B列の両端には交差するよ

うに斜めに打ち込まれた杭も存在する。これらのこ

とから B列では横木が存在した可能性がある。また、

B列の北西側にはこれに沿うように細い杭が等間隔

に打ち込まれている。これらの杭列も B列に存在し

た横木を支える補助的な役割を果たしたものかもし

れない。これらの杭列の周辺では長さ 2m以上の木

材が検出されている。これらの中に横木が存在する

可能性がある。

本跡により堰き止められた水は、第364号溝跡に

流されたと考えられる。第364号溝跡はすでに、弥

生時代中期の溝跡として報告されている。しかし、

溝跡の土層断面の観察から何度かの掘りなおしが見

られる。また、少数ではあるが1i領式土器以降の破

片も出土している。これらのことから第364号溝跡

--112-
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第95図第 1号堰跡（1)

はその初現が弥生時代中期に遡ることができるが、

その後何度か埋没と掘りなおしを経て、多少の溝幅

や深さの変化はあろうが断続的に使用されたものと

思われる。

中央水路と第364号溝跡との高低差は溝底で0.50

mである。このことから堰跡の高さは0.50m以上あ

ると思われる。

遺物は、鍬身とともに 1~13が出土した（第100

図）。 1～ 4はパレス壺の口縁部から胴部上半の破

片である。 1は外面が赤彩され、口縁部内面に矢羽

根状の沈線が連続する。 2は頸部破片で平行沈線の

下に赤彩で連続山形文、あるいは「ハ」の字状の文

様をめぐらすと考えられる。 3• 4はおそらく同一

個体で平行沈線の下に連続山形文が施文される。

5は折返口縁の壺で器壁が肉厚である。口唇部は

丸みを帯びる。 6はミニチュア土器で口縁部は大き

く外方に開く器形であろう。 7は器台で脚部に等間

隔に円形の透孔が 4ヶ所あけられる。 8• 9は高杯

113-
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第98図第 2号堰跡（2)

である。 8は脚部に 3孔一組の円形の透孔が対角線

上にあけられる。 9は裾が広い脚部をもち、そこに

ほぼ等間隔に円形の透孔が 4ヶ所あけられている。

10は用である。丸底を呈し、胴部外面はケズリが施

される。 10がやや新しいものと考えられるが 1~10 

は古墳時代前期の所産である。

11は頸部が括れる平底の鉢である。 12は小型の甕

である。 13は頸部が屈曲し、口縁部が直立する平底

の鉢である。 11~13は5世紀後半の所産である。

これらのことから本跡の使用時期の上限は 5世紀

後半であると思われる。

第3号堰跡（第101• 102図）

第3号堰跡は、 025グリッドで検出された。中央

水路に築かれた堰跡のうち一番南側に位置する。本

跡の築かれたところでの中央水路は幅6.42m、確認

面から深さ1.48mを測る。第 1 • 2号堰跡が築かれ

た水路部分の掘方とは明らかに異なり、丸みのある

溝底から緩やかに立ち上がる。

3ヶ所の堰跡のうち最も遺存状態が悪く、セクシ

ョンライン A-A'で杭列が一列見つかっているだ

けでほかに杭列は見られない。杭は垂直に打ち込ま

れたものと、やや斜めに打ち込まれたものがある。

--116 

水路の中央部分の杭は太く、直径130mm、縁側は細

く、 80mmの杭が打ち込まれている。また、斜めに打

ち込まれたものは太く、中央部分に多い。これは、

第 1• 2号堰跡には見られない特徴である。

杭の下端は削りだされたものが多い。上端は第

1 • 2号堰跡の杭と同様に強い力が加わり折れてい

る。断面図からも分かるように太い杭は深く打ち込

まれ、細いものぱ浅く打ち込まれている。これらの

ことから細い杭は補助的な杭であったのであろう。

本跡により堰き止められた水は第360号溝跡に流

されたと考えられる。中央水路と第360号溝跡の溝

底での高低差は0.40mあることから堰跡の高さは

0.40m以上あるものと思われる。

遺物は 1~3が出土した（第103図）。 1は模倣杯

で外面のケズリ痕が明瞭である。 2は内湾口縁の杯

で内外面が赤彩される。 3は高坪で脚部を欠損する。

これらの遺物は堰の使用時の上限をあらわす資料で

あろう。

前述のように本跡付近の溝底は緩やかであること

から中央水路が水路としての機能を失いつつある時

期の所産であると考えられる。このことから第 1.

2号堰跡より後出するものであろう。
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第100図第2号堰跡出土遺物

第22表 第 2号堰跡出土遺物観察表（第100図）

番号 器種 口径 茄ロロ古向→ 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 土師壺 [2.5] BE 良好 にぶい橙色 5以下 パレス壺外面赤彩

2 土師壺 [5.6] AE 普通 にぶい赤褐色 10 内外面赤彩

3 土師壺 AE 普通 にぶい赤褐色 鋸歯文部分を赤彩

4 土師壺 AE 普通 にぶい赤褐色 鋸歯文部分を赤彩

5 土師壺 16.2 [8.2] AE 普通 褐灰色 30 折り返し口縁 内外面ミガキ

6 且雁ミニチュア士習 [3.0] E 枠通 褐灰色 60 外面細かいミガキ

7 土師器台 7.6 [5.8] BE 普通 褐灰色 60 透孔 4ヶ所外面縦位ミガキ

8 土師高杯 [10.7] (12.2) BE 普通 褐灰色 65 脚部円形透孔3箇X2組， 土師高杯 [5.4] 13.8 BG 普通 褐秋色 60 透孔 4ヶ所外面やや磨耗する

10 土師川 (9.0) 14.6 ABDE 普通 橙色 90 No.7 内面調整不明瞭輪積み痕指頭痕

明瞭なヘラケズリ 丸底甕

1 1 士師鉢 (13.6) 8.1 5.2 BCGI 許通 にぶい橙色 60 No.6 内外面磨耗する

12 土師甕 12.0 16.3 I 9.0 ABDE 普通 にぶい橙色 80 No.6 小型甕外面ケズリ

13 土師鉢 11.0 10.5 5.2 AB 普通 にぶい橙色 95 No.5 外面ケズリ→一部ミガキ
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第23表 第3号堰跡出土遺物観察表（第103図）

口 径器高底径 胎上絨哀色調竺化□＿＿•一～ー一・ 備―― 考

ili,IJl― :B 冒ニ口□三／／外面ケズ）(16.0) I [5.7] I - I B 良好 1 褐灰色 30 外面縦位ミガキ
□l

l
'
 

(3) 河川跡及び護岸跡

護岸跡は調査区の西側を沿うように南西方向から

北東方向へ流れる河川跡に伴い検出された。同河川

跡は弥生時代中期まではさらに北東側に延びていた

と考えられる。古墳時代前期に至り、流路の付替え

が行なわれ、堤を築いたため古墳時代前期以降は調

査区の中央部分を縦断する水路跡に注ぎ込んだと考

えられる。ここでは北側部分を第 1号護岸跡、南側

を第 2号護岸跡と呼称する。両者はそれぞれ調査区

外へと続くため椎定の域を出ないが同一の護岸跡と

して築かれた可能性がある。

第 1号護岸跡（第104~106図）

第 1号護岸跡は、調査区北西端のA15、B15グリ

ッドで検出された。本護岸跡が築かれた地点で北流

してきた河川跡はその流路を大きく変え、弧を描く

ようにして南東に流れる。

護岸跡は 3列の杭列を基本として築かれている。

北側から第 1杭列、第 2杭列、第 3杭列と呼称する。

一番南側の第 3杭列は河川跡中に検出された。第

1杭列と第 2杭列が河川跡の上端とほぼ並行するの

に対して本杭列は、並行せずやや趣を異にする。

第1杭列、第 2杭列は緩やかな弧を描きながら並

行し、杭列間約 2mである。杭列間及びその固辺は、

ムシロ状の敷物と砂や黒色士を主体とした上とを互

層にして堤を構築している。ムシロ状の敷物は一部

では編んだ痕跡が明瞭に認められたが、繊維質の束

を一定方向に敷き詰めただけの場所も多く認められ

る。ムシロ状の敷物は断面の観察から、少なくとも

4層以上が確認された。

堤の上面には河川の氾濫によりもたらされた砂が

堆積することから堤の多くは河川の氾濫により流失

したものと考えられる。

また、 C • D • E • F20グリッドに築かれた弥生

時代中期の堰跡が古墳時代前期においても堤状の高

まりとして機能していたようである。このことから

第 1護岸跡とつながる可能性がある。

堤の掘方や器土の中からは遺物は確認できなかっ

た。周辺からではあるが第108図3• 4が出土して

いる。ともに台付甕の台部である。

第 2号護岸跡（第107図）

第 2号護岸跡は、調査区西側のF13、G13グリッ

ドで検出された。本地点での河川跡の幅は9.20mほ

どである。検出された長さは12.80m、幅0.90mでや

や蛇行する。高さ0.90mで、断面は台形状を呈する。

堤構築以前の河川幅はさらに幅広であった。その

ことは、断面図を見ればわかるように、堤の下から

第35層以下が安定して堆積していることからも判る。

このことから堤は、河川の中ほどに築かれたことに

なる。
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B 11.10 B' 

C 22.20 c' 

D 11.10 3ミ．，

11 

河川断面 (B-B') 

l 灰褐色砂 炭化物を含む。

2 暗茶色土 植物片を多量に含む砂層，

3 褐灰色土 植物片を多最に含む。砂と粘土のブロックが

ほぼ半々である。

4 暗灰色粘七 砂粒のブロック(¢3cm)を多量に含むC

5 乳黒色粘土 砂粒のプロック(¢ lclll入植物片を少量含むし

6 黒褐色粘土 砂粒のプロソク（が2cm)をやや多く含む，』

7 暗灰褐色粘土砂粒のブロック (¢3cm)を多量に含む2

8 明茶褐色土 鉄分のやや沈着した砂層である。

9 黒灰色土 砂粒、植物片を少呈含むC

ームシロ

1 2 

゜
2.m 

1 • 60 

護岸断面 (C-C')(D-l)') 

1 純砂層（河）l|による）自然堆積層。

2 砂と粘土のブロックの混土屑（河川による）自然堆積層。

3 砂と粘土のプロックの混土層（河川による）自然堆積層．

4 黒色上 砂のプロック (¢3~5cm)を多量に含む屈吝上（粘質土）。

5 黒色土 砂のプロック(¢3cm)を含む直吝士（粘質土）。

6 砂と里色土を各々ブロック状("'3~5cm)に含む層盛土（粘質士） C

7 黒灰色土 炭化物を多量に含む。

8 褐灰色士 砂礫（¢1~2cm)を非常に多く含む河川内の砂礫層。

砂礫(¢0.5~1cm)を少景含む。河川内の砂礫層。

砂礫(¢0. 5~1cm)を微鼠含む。河川内の砂礫眉。

9 木皮片を層状に多く含む士層。

10 黒灰色土 粘上層中に植物片を多量に含む。

11 暗青灰色七 暗灰色粘士層，』

12 明青灰色粘土層。

第105図 河川跡・第 1号護岸跡（2)

堤は暗褐色土と黒褐色土の盛土で築かれ、杭など

による補強は見られない。また、盛土中には黄灰色

粘土ブロック、淡緑色粘土ブロックを含む。これの

粘土は河川の堆積土に見られるものである。これら

のことから堤は他所より運ばれた土に河底の粘土を

混ぜて構築したものであろう。

第30層以下の層序が堤の東西で安定していること

から、堤は第30層が堆積した後に築かれたものであ

ろう。このことは第31• 32層に黄灰色粘土を多く含

むことからも首肯できる。

現存する堤の高さは第30層の上面より、僅か0.20

mしかない。実際にはより高かったと考えられる。

前述のように堤はおそらく、河川跡の中ほどに中

州状になったところを基盤に築かれている。このこ

とは堤構築時に水量が少なかったことを意味する。

これらのことから、堤ぱ河幅を狭めることにより、
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第2号護岸跡

1 灰褐色七

2 明褐色土

3 灰褐色土

4 暗褐色七

。ー

5

6

7

8

9

 

黒褐色土

黒色土

暗灰褐色上

黒色士

黒褐色七

黒褐色上

11 黒褐色土

12 暗掲色士

13 暗褐色上

14 褐色士

15 黒褐色十今

16 灰褐色上

17 黒灰色十．

18 黒色土

19 褐灰色土

20 褐灰色七

21 褐色土

22 暗褐色上

火山灰A s -C軽石を多量に含む。

火山灰A s _C軽石を含む。

火山灰A s -C軽石を少拭含む.•

火山灰A S _C軽石を微量に含む

黒色上プロックを少盤含むこ

炭化粒チを多呈に含む。灰色枯士プロックを少鼠含む。

灰色枯土、炭化粒チを多呈に含む

灰褐色粘土主体に炭化粒子を多量に含む。

灰色粘十プロック、炭化粒壬を多鼠に含む2

黄灰色粘土地1[lブロック、炭化粒子、焼土粒子を多量に含む。

炭化粒子を多最に含むヘ

灰褐色枯上ブロソク、焼上粒了を少董に含む。

炭化粒子、黄仄色粘上ブロックを多呈に含むm

黄灰色粘土プロノク多量に含む炭化粒子少品含む

黄灰色粘上ブロソクを少呈含む炭化粒子を微量に含む。

黄灰色粘土ブロックを多量に含む，

黄灰色粘土プロソクを多呈に含む炭化粒子を少董含む

火山灰A s -B軽石層

黄灰色枯十プロックを多量に含む

黄灰色粘土プロック、炭化粒子を少量含む

黄灰色粘土プロソクを少旱含む＾炭化粒子を含む

黄灰色粘七ブロックを含む。

淡緑色粘上ブロックを少呈含む。

淡緑色粘土プロックを少輩含む。

23 暗掲色上

24 黒褐色士

25 暗褐色土

26 暗褐灰色士

27 暗掲色土

28 暗褐灰色土

29 暗褐色土

30 黄灰色土

31 暗黄灰色十→

32 黄灰色上

33 暗褐色土

34 黄灰色土

35 淡緑灰色士

36 淡褐灰色土

37 淡灰色士

38 黒灰色十．

39 黒灰色上

40 

41 

42 

43 

淡緑灰色十一

暗褐色上

黒褐色士

褐灰色土

淡緑色粘土ブロックを多量に含むn

黄灰色粘土プロックを少量含むC

炭化粒＋を微量に含む

黄灰色粘土粒子を少量含むC 炭化粒子を微量に含む。

炭化粒子、黄灰色粘士プロックを少醤に含む。

炭化粒子、黄灰色粘土を少贔に含むこ

黄灰色粘上を少巌に含む口炭化粒子を微最に含む。

炭化粒子を少羹に含む攪拌陪

黒色土プロソクを少量含む炭化粒子を微量に含む，』

黄灰色粘上と炭化粒子の互層c

黄灰色粘七と炭化粒子の混士

暗褐色粘土宇体、炭化粒子と黄灰色枯土の万居。

黄灰色粘土と炭化粒＋の互層、

淡緑灰色シルト上体に褐灰色粘十プロックを少量含むC

淡褐灰色粘土主体に褐灰色粘土プロソクを少最含む

シルト質。

淡緑灰色粘十．プロックと黒灰色土の混土。

淡緑灰色シルトブロックを少最含む◇

炭化粒了を微呈に含む。

黄灰色粘土小ブロックを少呈含む

黄灰色粘士ブロノクを含む．堤構築士。

淡縁色粘上ブロックを含む」堤構築土。

炭化粒子を少輩含む堤構築上。

第107図 第 2号護岸跡
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14 

第108図河川跡出土遺物

第24表 河川跡出土遺物観察表（第108図）

番号 器種 I 口径 器高 底径 胎士 焼成 色調 残存率 I 備 考

1 
上師甕 I I (14 O) 

[7.1] AB 普通 にぶい黄橙色 30 I G12グリッド 内外面摩滅
2 土師甕 一 [10.8] 8.4 AB 普通 にぶい黄橙色 30 G12グリッド 内外面摩滅

3 土師台付甕 ー [5.8] 8.6 ABDG 普通 にぶい褐色 5以下台部外面摩滅

4 土師台付甕 ー [4.7] (11.6) AB 普通 にぶい橙色 5以下台部外面摩滅

水深と水鼠を安定させるために築かれたものであろ

゜

ろ

っ

遺物は河川跡の覆土中から第108図の 1• 2が出

(4) 畠跡（第109~112図）

畠跡は調査区北側で検出された。本地点は弥生時

代中期には河川の氾濫原であった。前述のように堤

を簗いて河川の流路を変えたことにより畠を開いた

のであろう。畠跡の北側には第20地点が調査され、

同様に下層から畠跡が検出された。このことから、

畠の面積はさらに広い。

畠跡は畝の走行方位や長さから 6群に分けること

ができる。第 1群はZW22~24、ZX21~24、ZY

21~23グリッドを中心に検出された。 6群に分けた

中で一番面積が広い。畝の走行方位はN-30°-W

で畝の幅は0.40m、畝間の幅は広く1.10mである。

第 2群はZX25、ZY25グリッドで検出された。

畝の走行方位はN-42°-Eで、畝の幅は0.30m、畝

間の幅は狭く 0.40mである。

土した。 1は甕の口縁部から頸部で、 2は胴部下半

から底部にかけてである。ともにケズリ痕が明瞭で

ある。

第3群はA23、B23グリッドで検出された。畝の

走行方位はN-83°-Eで、畝の幅は0.50m、畝間の

幅も同じく 0.50mである。

第4群はZZ25、A25、B25グリッドを中心に検

出された。畝の走行方位はN-27°-Wで、畝の幅

は0.40m、畝間の幅は広く1.10mである。

第 5群はZY 26 • 27、ZZ 26 • 27グリッドで検

出された。畝の走行方位はN-85°-W、N-45°-

E、N-35°-Eと多数見られ、一定しない。畝の

幅は0.30mで、畝間の幅は狭く 0.40mである。

第6群はF23、G23グリッドで検出された。畝の

走行方位はN-42°-Eで、畝の幅は0.30m、畝間の

幅は狭く 0.40mである。
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第 2号畝跡 (A-A') 

1 灰色土

2 灰オリープ色土

3 オリープ黄色シルト質土

炭化物を少砧含む。オリープ黄色の地山上を粒子状に含む。

炭化物を少星含む。地1」」土を粒子状に多呈に含む

鉄分を含む

第111図 畠跡（2)
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(5) 中央水路出土遺物（第113図）

ここでは中央水路一括で取り上げたものを図示す

る。

1は有段口縁の壺である。内外面ともに「寧なミ

ガキを施す。 2は器台である脚部に 2孔一組の円形

の透孔が対角線上にあけられる。 3は壺の胴部上半

である。横沈線で区画した中を格子目状に沈線を施

す。沈線で三角形あるいは菱形に区画された中を段

違いに赤彩と黒彩を塗り分ける。

゜
19cm 

14 

o 5cm 
1 | 1 3 

第113図 中央水路出土遺物

第25表 中央水路出土遺物観察表（第113図）

_,  A 

一考

耗磨面内

備

キ

彩
ガ

塗／
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VI 第21地点の調査

1 ■ 第21地点の概要
第21地点の調査は、オーバーブリッジ建設に先立

ち調査された。今回の国体関係調査の主要部分であ

る第19地点の西側約200mの場所に位置し、過去に

調査された第 9地点を間に挟むような形で調査区が

設定されている。

本地点の現状は、平坦な地形で、標高は23.Smほ

どである。ただし、遺構が築かれた時期には度重な

る河川の氾濫により、自然堤防と後背湿地とが入り

乱れる複雑な地形を呈していたと思われる。

本地点の基本上層は、確認されたもので 7層ある。

第 1層は近現代の耕作士層である。第 2層は洪水に

よりもたらされたものと考えられる。第 3層は少量

の炭化物を含む層である。以下第 7層まで確認する

ことができた。遺構確認面は 2面認められた。それ

ぞれ第 1面、第 2面と呼称する。第 1面は第 1層直

下で、第 2面は第 3層直下で確認された。それぞれ

原表土から、 0.10m、0.50m掘り下げたところで、

標高は23.70m、23.30mを測る。第 1面は古墳時代

m 
24. 00 A' 

基本上屑

第21地点

後期以降の、第 2面では古墳時代前期の遺構がそれ

ぞれ確認されている。

検出された遺構は、竪穴住居跡 4軒、土堀30拮、

溝跡35条、河川跡、ピット多数である。このほかに

第2面では畠跡が確認されている。

遺構は第 1面では調査区中央付近を南北に走る河

川跡をはさみ、東西に分布している。河川跡の東側

に分布する遺構は第19地点の遺構群の西端に、西側

に分布する遺構は、第 2• 3地点の遺構群の東端に

位置するものと考えられる。

第2面は、畠跡を中心に住居跡が 2軒検出された

だけであった。また、第 1面で河川跡の確認された

場所より西側では遺構はまったく確認できなかった。

すなわち、河川の氾濫原であったと考えられる。

このことから古墳時代前期では本地点は住居域と

いうよりは河川の氾濫原を利用した生産域として機

能していたと考えられる。

［ 暗褐色士 炭化粒子、鉄分を少量含む粘質あり

23. 50 

23. 00 

22. 70 

2.遺構と遺物
(1) 竪穴住居跡

第 1号住居跡（第117図）

◄ 第2面

II:灰褐色土 鉄分を叶常に多鼠に含む..粘質あり

Ill:暗灰色上 鉄分を非常に多堡に含む炭化粒了を微董含む，粘質あり。

w：暗褐色土 粘質あり

v 灰褐色上 暗褐色上ブロノク (~3~4cm) 、鉄分を少旦含む＂未古質あり＂

VI・褐灰色土 炭化拉子、鉄分を少呈含む粘質あり

＼川：暗青灰色士粘質あり

第114図第21地点基本土層

第 1号住居跡は、調査区北東側のR-7グリッド

で検出された。大半は調査区外であり、北東隅部を

検出したに過ぎない。そのため平面形、規模等は不

明である。第 1号土壊を切っている。

住居跡に伴う施設としては壁溝が確認されている。

幅0.20m、深さ0.10mでほぼ一定である。壁は床面
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第21地点
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第116図 第21地点第 2面全体図

から垂直に立ち上がる。

遺物は床面直上及び覆土から出土した（第118図）。

1は長胴甕の胴部の破片である。 2は高坪の坪部で

役部を欠損する。摩滅が激しい。 3~5は坪である。

3は口縁部が外反する。 4は口縁部がやや内値し、

肥厚している。 5は比企型坪で口縁部外面と内面が

赤彩される。

第2号住居跡（第119図）

第 2号住居跡は、調査区北西端のP-14グリッド

で検出された。大半は調査区外であることと第33号

溝跡に切られているため、平面形、規模等は不明で

ある。壁溝を持つことから住居と認識した。壁溝は

幅0.15m、深さ0.05mでほぼ一定である。

町
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第117図第 1号住居跡

第26表 第 1号住居跡出土遺物観察表（第118図）

番号器種 口径器高底径 胎 土焼 成

1 1±師甕 ー [12.3]I - I H J I普通

2 土師高坪 12.4 I [3.7] I - i A J 普通

3 上師坪 （11.8) I [ 4.4] I - I A E 普通

[ 4 土師坪 1 11.8, (3.8) (12.0) I A ck 蒋通

5 七叩口＿］（132)1(40) - IJ 普通
,_ --

色調

明橙色

浅黄橙色

橙色

橙色

橙色

残存率

10 

50 

5 

30 

5 

備 考ー ーニ／］

No3 縦位ケズリ→横位ケズリ 黒斑あり

摩滅が激しい

口縁部強いヨコナデで沈線状になる

［じ：今塁□言二喜側言：二言休）外面赤[:I
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SJ2 
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A23. 90 A' 

SJ 2 

1 黙灰色土 焼土、炭化粒了 (~2~3cm) を全体に多旦に含むC

黄灰色粒子(As-B、もしくは砂）をごく少呈含豆

褐灰色土 黄灰色シルトフロック（f3~5cm)を多鼠に含むC

黄灰色粒子(As-Il、もしくは砂）を微量に含む←

掲灰色土 黄灰色シルトブロックを多量に含む＾

2
 

第1号住居跡出土遺物

0 2m  
| ,11  60 

調査区域外 口

SJ3 

A 23.10 ぶ

二//9／口／冒

第119図 第2号住居跡

図示できる遺物は出土していないが、検出された

面から考えて古墳時代後期以降の住居跡と考えられ

る。

第3号住居跡（第120図）

第3号住居跡は、第 2面の調査区北側のR-9グ

リッドで検出された。北側部分は調査区外である。

平面形態は長方形を呈すると考えられ、規模は、

SJ 3 

1 褐灰色十．

2 灰白色土

3 暗褐色士

上部の畠の畝の臣土〗黄灰色粘土を多呈に含む，

マンカン粒子を多旦に含む

畠の畝，黄灰白シルトと黒灰色粘十を多呈に含む。

第120図
゜

2m  ， 
1 60 

第3号住居跡

長軸3.00m以上、短軸2.44m、深さ0.37mである。

掘り込みは、西壁側が緩やかであるが、他のところ

では垂直に近い。

ピット・壁溝．炉などの住居跡に付属する施設は

確認されていない。覆土の観察から上面を畠の畝に

より壊されているので、本来の掘り込みはより深か

ったと考えられる。

図示できる遺物は出土していないが、住居跡が検
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出された面から考えて、古墳時代前期の住居跡と考

えられる。
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第 4号住居跡（第121図）

第 4号住居跡は、第 2面の調査区南端の S-10グ

リッドで検出された。北側隅が検出されただけで大

半は調査区外である。そのため平面形態は不明であ

る。深さは0.20mを測る。床面はほぼ水平で、壁は

垂直に立ち上がる。

北側隅付近で径0.30mで深さ0.16mのピットが検

出された。壁溝・炉は検出されなかった。

図示できる遇物は出土していないが、住居跡が検

出された面から考えて、古墳時代前期の住居跡と考

えられる。

0 2m  

1 | - 1  60 

第121図 第 4号住居跡

0]・
I 町

(2) 竪穴状遺構

第 1号竪穴状遺構（第122図）

第 1号竪穴状遺構は、調査区北東側の S-7グリ

ッドで検出された。第 1号住居跡の東側に位置する。

南西側は調査区外である。

平面形態は、東辺がやや乱れるが、長方形を呈す

ると考えられる。長軸3.20m以上、短軸3.00m、深

さ0.17mである。長軸方位はN-33°-Eである。壁

はほぼ水平の床面からほぼ垂直に立ち上がる。

ピットは 3ヶ所で確認されPlが、径0.41m、深さ

0.10m、P2が、長径0.58m、短径0.37m、深さ0.14m、

P3が、長径0.41m、短径0.38m、深さ0.09mであっ

た。壁溝、 カマドは検出されなかった。

A 

〇〕

SX1 

□ 
叫 ゜調査区域外 ・

 

0
6
.
8
～
｛
山

A 23.90 

口
A' 

図示できる遺物は出土していない。
0 2m  

| - | ---」1 60 

第122図 第1号竪穴状遺構
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(3) 土壊

第 1号土堀（第123図）

第 1号土壊は、北側調査区のS-7グリッドで検

出された。西側を第 1号住届跡に切られる。

平面形態は長楕円形を呈すると考えられる。検出

した規模は長軸0.72m、短軸0.60m、深さ0.12mで、

浅い1IIl状の掘り込みであった。長軸方位はN-66゚一

Eを示す。

遺物は坪が出土している（第126図 l)。

第2号土塘（第123図）

第 2号土堀は、北側調査区のR-7グリッドで検

出された。北側をトレンチにより壊されている。同

規模の第 3号土塙の東側に位置する。

平面形態は不整円形で、規模は長軸1.46m、短軸

0.96m、深さ0.12mで、浅い1I11状の掘り込みである。

長軸方位はN-50°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第3号土堀（第123図）

第 3号土壊は、北側調査区のR-7グリッドで検

出された。第 8号溝跡と重複するが新旧は不明であ

る。同規模の第 2号土堀の西側に位置する。

平面形態は不整円形で、規模は長軸1.68m、短軸

1.30m、深さ0.09mである。丸みを持つ底面から緩

やかに立ち上がる。長軸方位はN-50°-Wを示す。

遺物は甑が出土した（第126図15)。胴中位がやや

膨らむ円筒状の器形で一対の把手がつく。把手の片

方は欠損している。

第4号土壊（第123図）

第4号土壊は、北側調査区北西端のP-14グリッ

ドで検出された。第 6号土壊と隣接し、周りにはピ

ットが群集する。

平面形態は不整形で、規模は長軸1.54m、短軸

0.96m、深さ0.18mで、浅いlIIl状の掘り込みである。

長軸方位はN-50°-Eを示す。

遺物は、 2~6が出土した（第126図）。 2は坪で内

面が黒色処理される。外面には煤が付着している。

3は須恵器杯の底部破片である。 4は脚部を欠捐す

る高坪の坪部と思われる。 5は甕の胴下半から底部

にかけての破片である。 6は土錘で断面は楕円形を

呈する。

第5号土塀（第123図）

第 5号土堀は、北側調査区北西端のP-14グリッ

ドで検出された。第 4号土堀と隣接し、周りにはピ

ットが群集する。

平面形態は不整形で、規模は長軸1.12m、短軸

0.82m、深さ0.66mで、柱穴状の掘り込みである。

長軸方位はN-45°-Wを示す。

底面にピット状のくぼみが見られる。また土層の

観察から柱が抜き取られた跡も確認された。以上の

ことから何度か柱を建て替えたものと考えられる。

図示できる遺物は出土していない。

第6号土堀（第123図）

第6号土壊は、北側調査区北西端のP-14グリッ

ドで検出された。西側は 1、レンチにより壊されてい

る。第 4号土堀と隣按し、周りにはピットが群集す

る。

平面形態は不整形で南側が張り出す。規模は長軸

1.30m、短軸0.76m、深さ0.27mで、箱状の掘り込

みである。長軸方位はN-32°-Eを示す。底面に

は段差が見られる。

遺物は 7• 8が出土した（第126図）。いずれも長

胴甕の破片で口縁部が強く外反し肥厚する。

第7号土凛（第123図）

第 7号土堀は、北側調査区北西端のP-13グリッ

ドで検出された。第 4• 5 • 6号土壊の東側に位置

し、周りにはピットが群集する。

平面形態は不整形で、規模は長軸1.28m、短軸
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三
SK2 

1 暗褐色土 炭化粒子、焼土粒子を少量含む。粘性あり

2 褐灰色土 炭化粒子、粘土ブロック(f1cm)を少蘊含む。粘性あり n

SK3 

1 黒褐色土 炭化粒子、粘土ブロック(,j,1 cm)を少呈含む 3

2 暗褐色上 粘土ブロック（,j,2cm)やや多く含む：

炭化拉子を少墓含む。

3 黒褐色土 炭化粒＋、焼土粒子を少鼠含む。粘土ブロック(,j,!cm)を

多景に含む。

4 暗褐色上 炭化拉子、粘上ブロック（心 lcm)をやや多く含む。

5 暗褐色士 粘士プロソク(,j,2cm)を少髯含む＂

SK5 

1 黒褐色土 炭化粒子、焼土粒子をやや多く含む。

2 黒褐色土 炭化粒了を少量含む。

3 黒褐色上 粘上粒子、地山プロック（w0. 5~1cm)をやや多く含む◇

炭化粒子を少量含む＾

4 暗掲色士 地山ブロック(¢ 1~2cm)を多景に含むC

炭化粒子、焼土粒子を少呈含む

5 暗褐色土 粘土プロック(f2~3cm)をやや多く含む。

炭化料子、焼士粒子を少量含むこ

A 23.80 A' 

言

SK10・11 

A A' 

A 13.80 A' 

言胃言言
SK8 

l 暗褐色土 炭化粒＋、地山ブロソク（ゅ !cm)を少量含むn

2 暗褐色上 炭化粒子を微呈に含む。

3 暗褐色七 炭化粒子、地山ブロック(q;2cm)を少鼠含む。

4 暗黄褐色土 炭化粒子を微量に含む

SK9 

1 暗褐色土 炭化粒子をやや多く含む。灰、地山ブロノク（¢ 1cm) 

を少鼠含む

2 黒褐色上 炭化粒子をやや多く含む。地山プロック(¢ 2cm)を少量含む。

SKlO・ll 

1 黒褐色土 炭化粒子をやや多く含む 2 地山ブロック(¢ 2cm)を少量含む 2

2 暗褐色土 炭化粒子、地山ブロソク(f!cm)をやや多く含む C

3 暗黄褐色土 地山ブロソク(¢ 0, 5~1cm)をやや多く含むこ

炭化粒了を少呈含む、9

0 2m  
＇ 1 : 60 

第123図土壕（1)
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1.06m、深さ0.04mである。浅い皿状の掘り込みで、

底面は段差がある。長軸方位はN-80°-Wを示す。

遺物は 9~11が出土した（第126図）。 9は杯で口

縁部と胴部の境にヨコナデが施され凹線状になる。

10も坪で、 9と同様に口縁部が強くヨコナデされる。

11は須恵器のハソウの口縁部である。

第8号土堀（第123図）

第8号土堀は、南側調査区の S-9グリッドで検

出された。

平面形態は隅丸方形である。規模は長軸1.20m、

短軸1.02m、深さ0.14mで、浅いJlll状の掘り込みで

ある。長軸方位はN-62°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第9号土堀（第123図）

第9号土堀は、南側調査区の S-9グリッドで検

出された。第12号溝跡に上面を切られる。

平面形態は円形に近い。規模は長軸1.04m、短軸

0.90m、深さ0.16mで、浅いlIIl状の掘り込みである。

長軸方位はN-65°-Wを示す。

遺物は12• 13が出土した（第126図）。 12は甕のロ

縁部で口縁部が肥厚し、端部は丸みを帯びる。 13は

杯で口縁部と底部の境が明瞭である。

第10号土壊（第123図）

第10号土堀は、南側調査区の S-8・9グリッド

で検出された。第12号溝跡、第14号土堀と隣按する。

第11号土壊を切る。

平面形態は略楕円形を呈すると思われる。規模は

長軸1.00m、短軸0.70m、深さO.llmある。浅い1IIl

状の掘り込みで、底面には凹凸が見られる。長軸方

位はN-31°-Wを示す。

遺物は14が出土した（第126図）。器高が低い坪で、

底部に凹凸がある。

第11号土塀（第123図）

第11号土堀は、南側調査区の S-8•9 グリッド

で検出された。第12号溝跡、第14号土堀に隣接する。

第10号七墟に切られる。

平面形態は不整形を呈すると思われる。規模は長

軸1.08m、短軸0.72m、深さ0.12mで、浅い1IIl状の

掘り込みである。長軸方位はN-50°-Eを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第12号土堀（第124図）

第12号土堀は、南側調査区の S-9グリッドで検

出された。第19号土壊に隣接する。第20号土堀に切

られる。

平面形態は隅丸長方形を呈する。規模は長軸0.62

m、短軸0.48m、深さ0.06mで、浅いIill状の掘り込

みである。長軸方位はN-3°-Eを示す。

遇物は16~19が出土した（第126図）。 16~18はい

ずれも高台付の杯である。底部に糸切り痕が残る。

19は甕の口縁から胴部にかけての破片である。頸部

を強くヨコナデする。

第13号土堀（第124図）

第13号上壊は、南側調査区南東端のT-7グリッ

ドで検出された。第17号土堀と重複するが新旧は不

明である。

平面形態は円形を呈する。規模は長軸0.72m、短

軸0.68m、深さ0.25mで、箱状の掘り込みである。

底面はやや丸みを持つ。長軸方位はN-50°-Eを

示す。

図示できる遺物は出土していない。

第14号土堀（第124図）

第14号土堀は、南側調査区の S-8グリッドで検

出された。第10• 11号七塙と近接する。

平面形態は円形に近い。規模は長軸1.16m、短軸

1.12m、深さ0.33mで、浅い皿状の掘り込みである。

底面にピット状の落ち込みが 2ヶ所見られる。長軸

方位はN-34°-Wを示す。
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SK16 

l 黒褐色上

2 暗褐色士

3 暗黄褐色土

4 暗褐色土

〔 〇：

戸 380 公．9

三

Aーロ土

A 23. 80 A' 

三三
地山プロ；；ク(<f;l~2cm)を少最含む C 炭化粒子を微星に含む，

地山ブロック (¢2~3cm)をやや多く含むく炭化粒子を少量含む。

地山プロック（</;3~1cm)をやや多く含む。炭化粒了を少呈含む。

地山プロック(<f;2~3cm)を多呈に含む炭化粒子を少量含む。

SK  1 8 

］ 暗青灰色十 地山プロック (¢2~3cm)を多旦に含む炭化粒子を微量1こ含む。

2 暗黄褐色上炭化粒子を少伍含む

SK20 

1 暗褐灰色上

2 黙褐色土

3 暗褐灰色土

4 暗青灰色土

SK  2 1 

l 暗青灰色士

2 暗青灰色土

3 暗褐灰色土

炭化粒子をやや多く含む。焼土粒子を少呈含む

炭化粒子を多量に含むC 焼土粒子をやや多く含む

炭化粒了をやや多く含む地1打プロック(¢!cm)を含む直も上粒了を少葦含む

炭化粒子、地山プロック(f0. 5~1cm)をやや多く含む。焼士粒子を少量含む，

炭化粒子をやや多く含む焼土粒＋を微量に含む

炭化粒子、地山プロック（が2~3cm)を少量含む虞苫士粒子を微量に含む C

炭化粒子をやや多く含む2

第124図 土壊（2)
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図示できる遺物は出土していない。

第15号土壊（第124図）

第15号土堀は、南側調査区の S-8グリッドで検

出された。

平面形態は長楕円形で、南側が丸く張り出す。規

模は長軸1.56m、短軸0.74m、深さ0.08mで、浅い

1IIl状の掘り込みである。長軸方位はN-83°-Eを

示す。

図示できる遺物は出土していない。

第16号土壊（第124図）

第16号土壊は、南側調査区のR-9 • 10グリッド

で検出された。第16号溝跡に北西側を切られる。

平面形態は不整長方形を呈すると考えられる。検

出した規模は長軸1.74m、短軸0.84m、深さ0.08mで、

浅い皿状の掘り込みである。長軸方位はN-51°―
Eを示す。

遺物は20が出土した（第126図）。 甕の口縁部破

片である。

第17号土塘（第124図）

第17号土堀は、南側調査区南東端のT-7グリッ

ドで検出された。第13号土堀と重複するが新旧は不

明である。

平面形態は不整長方形を呈する。規模は長軸1.20

m、短軸0.66m、深さ0.17mで、浅い1IIl状の掘り込

みである。長軸方位はN-67°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第18号土壊（第124図）

第18号土堀は、南側調査区のR-10グリッドで検

出された。東側を第27号溝跡に切られる。

平面形態は円形を呈すると考えられる。規模は長

軸1.62m、短軸l.OOm、深さ0.13mで、浅い皿状の

掘り込みである。長軸方位はN-32°-Eを示す。

図示できる遺物は出土していない。
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第19号土堀（第124図）

第19号土壊は、南側調査区のR・S-9グリッド

で検出された。第12• 20 • 21号土堀と隣接する。

平面形態は不整形を呈する。規模は長軸1.22m、

短軸0.36m、深さ0.14mで、浅い1Ill状の掘り込みで

ある。長軸方位はN-12°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第20号土壊（第124図）

第20号土堀は、南側調査区の S-9グリッドで検

出された。第19• 21号土堀と隣接する。第12号土壊

を切る。

平面形態は円形である。規模は長軸0.96m、短軸

0.84m、深さ0.18mで、浅い皿状の掘り込みである。

長軸方位はN-75°-Eを示す。

遺物は21~23が出土している（第126図）。 21• 22 

は甕の底部破片である。底部外面も丁寧にケズリを

施している。 23は甕の口縁部から胴部上半にかけて

の破片で、口縁部が外反し肥厚する。

第21号土塀（第124図）

第21号土壊は、南側調査区の S-9グリッドで検

出された。平面形態は略円形である。規模は長軸

0.58m、短軸0.58m、深さ0.15mで、揺鉢状の掘り

込みである。長軸方位はN-66°-Eを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第22号土塀（第124図）

第22号土壊は、北側調査区北西端のP-14グリッ

ドで検出された。平面形態は円形である。規模は長

軸1.20m、短軸1.02m、深さ0.32mである。丸味を

帯びる底面から緩やかに立ち上がる。長軸方位は

N-55°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第23号土堀（第124図）

第23号土壊は、北側調査区北西端のP-14グリッ



第21地点
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-
SK30 

調査区域外 、

と こ土 SK28 

1 暗褐色士 炭化粒子、白色粘土プロック(c/>1cm)を少董含む，．粘性あり

2 灰褐色土 白色粘上プロック(¢ 2cm)を多簸に含む3 炭化粒子を少呈含む。粘性あり。

3 暗褐色上 白色粘土プロソク(c/>1cm)を多試に含む。炭化粕子を少鼠含む。粘性あり。

A 23. 80 A' 

゜
2m  
」

1.60 

第125図土壊（3)

ドで検出された。平面形態は楕円形を呈する。規模

は長軸1.16m、短軸0.72m、深さ0.24mで、長軸方

位はN-9°-Eを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第24号土堀（第124図）

第24号土堀は、北側調査区北西端のP-14グリッ

ドで検出された。平面形態は円形を呈する。規模は

長軸0.62m、短軸0.62m、深さ0.33mで、柱穴状の

掘り込みである。長軸方位はN-90°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第25号土塀（第124図）

第25号土堀は、北側調査区北西端のP-14グリッ

ドで検出された。平面形態は隅丸方形を呈する。規

模は長軸0.82m、短軸0.68m、深さ0.24mで、箱状

の掘り込みである。長軸方位はN-74°-Wを示す。

遺物は24が出土した（第126図）。杯で口縁部を強

くヨコナデしている。そのためナデ境が凹線状にな

る。

第26号土塀（第125図）

第26号土壊は、北側調査区北西端のO-13グリッ

ドで検出された。平面形態は不整形を呈する。規模

は長軸1.16m、短軸0.52m、深さ0.41mである。東

側は浅く掘り込まれ、西側は柱穴状に深く掘り込ま

れている。長軸方位はN-42°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第27号土堀（第125図）

第27号土壊は、北側調査区北西端のP-13グリッ

ドで検出された。平面形態は隅丸方形を呈する。規

模は長軸0.56m、短軸0.48m、深さ0.14mで、浅い

皿状の掘り込みである。長軸方位はN-42°-Eを

示す。

図示できる遺物は出土していない。

第28号土壊（第125図）

第28号土堀は、北側調査区北東端の S-5・6グ

リッドで検出された。平面形態は略円形を呈する。

規模は長軸l.OOm、短軸0.84m、深さ0.44mで、揺

鉢状の掘り込みである。長軸方位はN-0゚を示す。
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第21地点

第27表 土壊出土遣物観察表（第126図）

ロ器種 1 口径：量］昏
1 土師杯 I (11.5) I 3. 

! 2 土師坪 I 12.4 I 4 

I 3 須恵坪 ー [O.

'4 t師高坪 （16.0) I i;: 
5 土師甕 ー [10

I 6 土錘 ― I — 
7 土師甕 I (20.4) I [ 4. 

1 8 土師甕 1 - [8. 

I 9 上師杯 1 (11.8) (3. 

1 10 土師杯 I (10.6) I (3. 

111 須恵lヽ ソゥ I(11.2) [1. 

112 土師甕 （11.0) I [3. 
13 土師坪 （11.0) I c2. 

14 It師坪 （10.8) i (2. 

115 土師甑 i ― [26 

16 須恵坪 （14.8) I 5. 

I 17 須恵坪 ， ＿ 1 ［3. 

I 18 須恵坪 1 - [1. 

19 土師甕 （19.6) I [14 

20 七師甕 （20.0) I [3. 

21 上師甕 ー I[2. 
22 土師甕 — I [3. 

23 I土帥甕 (21.0) i [7. 

24 I土師杯ーニ竺□．

径 胎土 焼成 色調 残存率 備

ACEI 普通 橙色 30 SKl 口縁部外面強いヨ

5 BK 普通 淡黄色 70 SK4 口縁端部を強くヨ

8) EF 普通 灰色 5 SK4 回転糸切痕 南比

AB.J K 普通 橙色 5以下 SK4 磨消が激しい

5) EJK 普通 橙色 15 SK4 底部内外面とも

内面は底部付近横位に、

E 良好 にぶい橙色 95 SK4 端部を欠損する 全

EG.J 普通 橙色 5以下 SK6 口縁部内・外面と

H 普通 明黄褐色 5以FSK6 長胴痰口縁部と

BEHJ 普通 白灰色 20 SK7 全体的に肉厚底部ク

BE 普通 黄橙色 20 

EK 良好 白灰色 5以下 SK7 口縁部内面に釉が

ABE 普通 浅黄橙色 5以下 SK9 口唇部丸みをもつ

AEJK 普通 橙色 5以下 SK9 全体的に肉屏であ

JJ BEH 蒋通 にぶい橙色 15 SKlO 内・外面ともにt

O] (8 O) AEJ 普通 にぶい褐色 15 SK3 外面縦位のケズリ

1対の把手がつく 片1

4 6.5 ADE 晋通 灰白色 80 SK12 No.1 全面に煤付

7] 67 E FJ 普通 灰白色 30 SK12 No.2 貼付高台

3] 5.8 AJ 普通 褐灰色 20 SK12 No.2 貼付高台

O] A 将通 浅黄橙色 20 SK12 外面摩滅してい；

3] AEFHI 粋通 浅黄橙色 5以下 SK16 口縁部に歪みがあ

3] 4.6 AJ 普通 浅黄橙色 5以FSK20 内面整形痕が明I

3] 4.8 AEGH 普通 橙色 5以下 SK20 内面整形痕見づi

ケズリの後ナデ整形した

う］ A 普通 橙色 5以下 SK20 器面にゆがみがあぇ

口縁部丸みをもつ

う） DEJ 普通 明赤褐色 15 SK25 有段口縁坪口舟

考

I 
］寧にケズリ仕上げている

それ以外縦位にケズリを施す

4.2crn 厚さ1.1crn 孔径0.25cmI 

にヨコナデ

部の境に［具痕あり

ズリは11f滅していてわかりづらい

ナデ

ナデしている

産

かる 湖西産

口縁部内・外面ともにヨコナデ

底部のケズリは不鮮明

らかに整形されている

底部付近横位ケズリ

よ欠損

貼付高台末野産

末野産

末野産

口縁部内外面ヨコナデ

口縁部下端にエ具痕が残る

底部外面ケズリを施す

ためか？

外面強いヨコナデが施される

部強いヨコナデ旧P-14Pit3

図示できる遺物は出土していない。

第29号土堀（第125図）

第29号土堀は、北側調査区北東端の S-6グリッ

ドで検出された。平面形態は楕円形を呈する。規模

は長軸0.72m、短軸0.60m、深さ0.07mで、浅いlIIl

状の掘り込みである。長軸方位はN-5°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。

第30号土凛（第125図）

第30号土堀は、南側調査区の S-8グリッドで検

出された。大半は調査区外である。平面形態は長方

形を呈すると考えられる。規模は長軸2.16m、短軸

0.44m、深さ0.08mで、浅い皿状の掘り込みである。

長軸方位はN-45°-Wを示す。

図示できる遺物は出土していない。
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(4) ピット（第127• 128図）

ピットは調査区の全域にわたり多数検出された。

ここではその中から土層図のあるものと遺物が出土

したピットの図面を個別に掲載した。その他のピッ

トについては、全体図を参考にしてもらいたい。な

お、ピットの番号は調査時に付した番号をそのまま

使用している。

個別に掲載したピットは18甚である。平面形態は、

円形を拮調とするものが多い。多くのピットは単独

で出土していたが、 P-13グリッドのPl~P5は群

集して検出された。これらのピットは断面の観察か

ら柱が抜き取られた跡が確認されている。また、

P-13グリッドP15からは実際に柱の根本部分が出

土した。 R-7グリッドPl・ P2、S-5グリッド

P2も断面形や覆土の観察から柱穴であった可能性

が高い。

各ピットからは出土遺物は少なく図示しえたもの

は第129図だけである。 1は用の口縁部破片である。

細かいミガキが施され内外面が赤彩される。 2は杯

である。口縁部は直立し、端部は丸みを帯びる。 3

は甕の頸部から胴部上半の破片である。内面に輪積

痕が残る。 4は小型の甕である。口縁部直下の内面

が凹線状にくぽむ。 5• 6は須恵器の杯である。底

部に回転糸切り痕が見られる。 6は箆描で IX」が

描かれる。 7は須恵器の盈である。 8は土錘でユビ

オサエの痕が明瞭に残る。

第28表第21地点ピット一覧表（第127• 128図）
一番号グリッド長径短径深さ平面図 備 考

1 0-13P1 0.46口2 0.20 第128図

2 I P-13Pl I 0.38 i 0.28 I 0.23 第127図

! 3 I P-13P2 I 0.20 I 0.18 I 0.08 第127図

4 I P-13P3 I 0.30 I 0.24 I 0.15 第127図

5 i P-13P4 I 0.32 I 0.28 i 0.08 第127図

6 I P-13P5 I 0.32 I 0.30 I 0.14 第127図

7 I P-13P8 I 0.62 I 0.56 I 0.36 第128図

8 I P-13P15 I 0.82 I 0.56 I 0.49 第128図

9 I R-7Pl 

10 I R-7P2 

11 I R-7P3 

12 I R-9Pl 
• -'--— ,0.54 I 0.36 

0.32 I 0.32 

0.40 第128図

0.44 第128図

0.32 第128図

0.10 第128図

0.17 第128図

0.14第128図

o.34 I o.34 I 0.17 第128図

0.72 I 0.70 

0.62 I 0.44 

0.72 I 0.52 

0.58 I 0.38 

0.46 I 0.44 I 0.16 第128図

0.72 I 0.48 I 0.27 第128図

o.60 I o.38 I 0.08 第128図

P-1 3 P1~5 

a
.
lー

．
 

v̀ 

E ・—--

尋 言
孔
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d

 

0
8
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D 11. 80 p4 P1 D'E  22.80 P2 E' 

言言言
゜

P-1 3 P 1~p 5 

］ 黒褐色土 焼上粒子、炭化粒子をやや多く含む

地山ブロック（い）， 5-lcm)を少量含む。

2 黒褐色七 地1[Jブロソク(¢ 1cm)を多量に含む

焼土粒＋、炭化粒子をやや多く含む。

3 暗褐色土 炭化粒子、焼士粒子を少呈含む。

4 暗褐色士 炭化粒子、地山プロック（¢ 1cm)を少呈含む

5 黒褐色上 炭化粒＋をやや多く含む3

地山ブロック(¢ 0. 5cm)を少量含む。

6 黒褐色土 炭化粒子を非常に多く含むこ

焼士粒子、地山プロック(¢ 0. 5cm)を少量含む。

7 黒褐色十 炭化粒子を非常に多く含む，

焼土毅子、地山プロソク(¢0, 5~2cm)をやや多く含む。
8 暗掲色土 炭化粒子を非常に多く 含む，

焼土粒子、地山ブロンク(¢ 2~3cm)を少量含む。

9 暗褐色土 地山プロノク(¢ 1~2cm)、炭化粒子を少量含む，

10 暗褐灰色土 地山プロック(¢ 0. 5~!cm)、炭化粒＋を少鼠含す凡

］］ 明褐灰色土 地山ブロソク(¢ 0. 5cm)層中に炭化粒子を少量含むウ

12 暗褐色士 炭化粒了、焼土粒子を少量含むC

13 暗褐色土 炭化籾子、焼七粒子をやや多く含むぐ

14 暗褐灰色上 炭化粒子を多旦に含むn

15 黒褐色土 炭化粒了をやや多く含む。焼十粒子を少量含む。

16 褐灰色土 地山プロソク(¢ 2~3cm)多呈に含む，炭化粒子を少最含む。
17 暗褐色上 地山プロック(¢ 2~3cm)を非常に多く含む。

炭化粒了を少呈含む。

18 褐灰色土 焼上粒子、炭化粒子を少最合む。

19 明配色土 粘士ブロック (¢0ぷ～1cm)、炭化粒子を少量含む

20 暗褐色士 地山ブロック（心 1cm)、炭化粒子を少量含む。

21 暗褐色土 地山ブロック (¢!~2cm)、炭化粒子をやや多く含むぐ

2 m 22 暗褐灰色土 池山ブロソク（い～2cm)を多贔に含む炭化粒子を少景含む。

1 60 

第127図ピット (1)
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第21地点
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P-1 3 P 8 

1 黒褐色土

黒褐色士

黒褐色土

焼土粒子、炭化粒子をやや多く含むc

地山ブロック(¢ 0. 5~!cm)を少量含むコ

焼土粒＋、炭化粒子を多砥に含むC

地山ブロック(~ I~2cm)を少量含む3

焼土粒子、炭化粒子をやや多く含む。

粘土ブロソク（中 1~2cm)を少量含む。

P-13 Pl5 

1 黒褐色土 黄灰色粘土プロック (~2~3cm) を多呈に含む

炭化物を少量含む。

2 黒褐色士シルト質士

淡緑灰色粘土ブロック(~ 1cm)を多醤に含むぐ

S-5 P 1 

1 灰褐色土

2 暗褐色土

S-5 P 2 

1 暗褐色土

2 暗灰色士

3 暗褐色上

砂質炭化粒子を少鼠含むつ

炭化粒子、白色粘土プロック(~ 1cm) を少量含むッ

粘性あり C

炭化粒子を少量含むC 粘性あり C

白色粘七粒子を少量含む，粘性あり。

炭化粒子を少量含むa粘性あり

S-5 P 3 

1 暗褐色上 白色粘上粒子をやや多く含む。炭化粒＋を少墓含む。粘性あり。

2 灰褐色土 白色粘土粒子をやや多く含む，粘性あり。

R-7 P 1 

l 暗褐色土

2 暗褐色土

3 灰褐色上

R-7 P 2 

1 暗褐色上

2 灰褐色七

黄褐色粘上小プロックを多晟に含むC 炭化粒子を少量含む。

明灰色粘七を少量含むよ炭化粒子を微呈含む。

灰色粘土と青灰色土の混合層。

明灰色粘土を少呈含む。炭化粒子を微鼠含む。

灰色粘土と肯灰色土の混合層

R-7 P 3 

1 暗褐灰色土粘土プロック(~ 1~2cm)をやや多く含む。粘性あり

2 暗褐色士 粘上プロックを多鼠に含む。

3 暗褐色上 粘士プロック（が2~3cm)を多量に含む，

※ SK3の下層にて検出

第128図

s-5 P 4 

1 暗褐灰色十 炭化粒＋を少量含むし、粘性あり。

s-7 P 1 

1 黒色土

2
 

褐灰色士

炭化粒子層中に 焼七粒子、地山プロック（~ 1cm)を少贔含む

粘性あり。

粘士プロソク(¢ 1cm)を多品に含む。粘性あり。

゜
2m  
＇ 1 60 

ピット (2)

--147-



:)-)" 1-- —〖 □□ 4 

ロニロノ

’ 
第29表 ピット出土遺物観察表（第129図）

番号 器種 口径 器尚 底径 胎上

1 土師用 (11.6) [8.3] BEG 

2 土師坪 (13.0) 3.9 EGK 

3 土師 ［4.8] - BHJ 

4 土師 ［5.0] - BH 

5 E J 

6 須恵 ー一 FJ 

7 須恵 3.6 - E 

8 t 錘 ． ' AJ 

一6

二 7

0 •8 

o • 5cm 
1 | 1 3 

o 1~cm 
1 4 

第129図 ピット出土遺物

焼成 色調 残存率 備 考

油通 橙色 I 10 T-7P2 内・外面赤彩 内・外面縦位のミガキ

普通 にぶい橙色 30 0-13Pl 器面に凹凸がある

普通 橙色 5以下 P-13Pl 外面摩消が著しい

普通 橙色 15 R-9Pl 頸部強いヨコナデ 胴部横位→斜位にケズリ

良好 灰色 10 P-13Pl 須恵器末野産底部に回転横きり

良好 青灰色 5以下 P-13Pl 底部に「X」印のヘラ痕あり 南比企産

普通 明青灰色 25 P-13P2 ヘラケズリ

普通 にぶい赤褐色 100 0-13P2 断面楕円形

中央部分が若干膨らみ 端部へ近づくほど円形にちかくなる

全長5.35cm 厚さ1.2cm 孔径0.35cm
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(5) 溝跡

第 1号溝跡（第131• 132図）

第 1 号溝跡は、調査区北東側の R•S-6 グリッ

ドで検出された。南北に延びる溝で、両端は調査区

外へと続く。第 3号溝跡と屯複するが祈lHは不明で

ある。

検出された規模は、長さ8.60m、幅2.78m、深さ

0.10mである。溝幅は、北側に向かうにつれ狭まる。

溝底は、平坦で南から北に向かい僅かに傾斜してい

る。

遺物は溝の時期を示すものではないが、五餡式の

壺口縁部が出土している（第136図 l)。頸部をハケ

目調整した後、口縁部を折り返している。

第2号溝跡（第131• 132図）

第 2 号溝跡は、調査区北東側のR•S-6 グリッ

ドで検出された。南北に延びる溝で、両端は調査区

外へと続く。第 3• 34号溝跡と重複するが、新旧は

不明である。

検出された規模は、長さ7.60m、幅は南側で1.15

m、北側6.10mである。深さ0.10mで、浅い皿状の

掘り込みである。溝の掘り込みは東側で一部を除き

ほぼ直線的であるが、西側では蛇行している。その

ため北側でクランク状になる。

遺物は長胴甕の口縁部が出土している（第136図

2)。口縁部が強く屈曲し、端部を平坦に仕上げて

しヽる。

第3号溝跡（第131• 132図）

第 3 号溝跡は、調査区北東側のR•S-6 グリッ

ドで検出された。北西から南東に延びたのち、第 1

号溝跡と重複する地点でV字に折れ北東に延びる。

第 1号溝跡中に掘り込みを確認できるが、それも半

ば以降は確認できない。北西側は調査区外へと続く。

第 1・2・10・34号溝跡と重複するが新旧は不明で

ある。

検出された規模は、長さ15.25m、幅0.97m、深さ

第21地点

0.28mである。丸みを帯びる溝底から緩やかに立ち

上がる。

逍物は甕が出七している（第136図3)。胴下半に

帯状の黒斑がある。

第 4号溝跡（第131• 132図）

第4号溝跡は、調査区北東側のR・S-7グリッ

ドで検出された。南北に延びる溝で、両端は調査区

外へと続く。第 7• 9。34号溝跡と重複する。第 9

号溝跡を切る。その他の遺構との新旧は不明である。

検出された規模は、長さ8.68m、幅1.59m、深さ

0.89mで、平川な溝底から急角度で立ち上がる。東

側に幅広のテラスを持つ。後述のように第 9号溝跡

とほぼ里なり、同様の断面形態を呈することから、

同種の溝と考えられる。

遇物は、 S-7グリッドの調査区際で、上屑より

須恵器の壺が出土している（第136図12)。

第 6号溝跡（第131• 132図）

第6号溝跡は、調査区北東端の S-5グリッドで

検出された。北西から南東へ延びる溝である。

規模は、全長4.43m、幅0.26m、深さ0.47mで、

箱状の掘り込みである。

図示できる遺物は出土していない。

第 7号溝跡（第131• 132図）

第 7号溝跡は、調査区北東側の S-6・7グリッ

ドで検出された。調査区南端付近で西側に直角に折

れ、第 4号溝跡と重複する。新旧は不明である。第

4号溝跡の西側に本跡が続かないことから、再び南

側に曲がるものと思われる。

検出された規模は、長さ2.66m、幅1.06m、深さ

0.16mで、浅い箱状の掘り込みである。

図示できる遣物は出土していない。

第8号溝跡（第131• 132図）
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第 8号溝跡は、調査区北東側のR-7グリッドで

検出された。南東から北に延びる溝である。北側は

調査区外へと続く。南東側は第10号溝跡と重複する。

新旧は不明である。

検出された規模は、長さ3.90m、幅1.44m、深さ

0.23mである。掘り込みは直線的であるが、溝底に

は凹凸が見られる。

図示できる遺物は出土していない。

第 9号溝跡（第131• 132図）

第9局溝跡は、調査区北東側のR・S-7グリッ

ドで検出された。南北に延びる溝である。北側は調

査区外へと続く。南側は第 4号溝跡に切られる。ほ

かに第10• 34号溝跡と重複するが新旧は不明である。

検出された規模は、長さ5.44m、幅0.88m、深さ

0.51mである。第 4号溝跡と同様に平坦な底面から

急角度に立ち上がるものと考えられる。第 4号溝跡

に先行する同種の溝と考えられる。

図示できる遺物は出土していない。

第10号溝跡（第131• 132図）

第10号溝跡は、調査区北東側のR-7グリッドで

検出された。北西から南東に延びる溝である。

検出された規模は、長さ6.06m、輻1.30m、深さ

0.20mで、平坦な底面から緩やかに立ち上がる。

図示できる遺物は出土していない。

第11号溝跡（第133• 134図）

第11号溝跡は、調査区南側のT-7・8グリッド

で検出された。東西に延びる溝である。両端とも調

査区外に続くと考えられる。

検出された規模は、長さ 8.45m、深さ0.35mで、

U字状に近い掘り込みである。幅は東側が広く 1.28

mで、西側に向かうにつれ狭くなり、 0.75mを測る。

逍物は甕の底部が出土している（第136図4)。

第12号溝跡（第133• 134図）

第21地点

第12号溝跡は、調査区南側の S-8~R-9グリ

ッドで検出された。北東から南西に延びたのち、

s-8グリッドの南西付近でほぼ直角に折れ、北西

に延びる。北西側は調査区外へと伸び、第 9地点の

第29号溝跡につながると考えられる。同様に、北東

側は第 9地点の第 1号溝跡に続くと考えられる。第

14 • 15 • 16 • 25号溝跡と咀複するが、新旧は不明で

ある。

検出された規模は、長さ20.60m、深さ0.20mで浅

い皿状の掘り込みである。溝幅は東側ではほぼ一定

で0.80mである。西側は他の溝跡との重複や南北方

向に伸びる枝溝のため不整形なプランで幅も一定し

ない。

遺物は 5~8が出土している（第136図）。 5は

甕である。口縁部から頸部を強くヨコナデする。 6

は甕の底部である。底部は完存し木葉痕が認められ

る。 7は須恵器の高台付坪である。底部に回転糸切

り痕が認められる。 8は須恵器の壺で肩部付近に箆

描が認められる。

第13号溝跡（第133• 134図）

第13号溝跡は、調査区南側のR-9グリッドで検

出された。南北に延びる溝である。

検出された規模は、長さ3.85m、幅1.64m、深さ

0.16mで、浅い掘り込みである。途中から第24号溝

跡と一体となる。

図示できる遺物は出土していない。

第14号溝跡（第133図）

第14号溝跡は、調査区南側の S-8グリッドで検

出された。北東から南西に延びる溝である。第12号

溝跡に並行し、南端で北西側に直角に折れ、同溝跡

と交わる。

検出された規模は、長さ9.73m、幅0.83m、深さ

0.14mである。

図示できる遺物は出土していない。

--151-



-7 -6 
-• 

-5 

s 

＼ 
ヽ

＼ 
ヽ

＼ 
ヽ

＼ 
ヽ

＼ 
ヽ

＼ 
ヽ

＼ 
ヽ

＼ 
ヽ

＼ 
ヽ

＼ 
ヽ
＼ 

ヽ

＼ 
ヽ

＼ 
ヽ

＼ 
ヽ

¥ + 
¥ T-6‘¥  

ヽ

¥‘¥  
ヽ ヽ
＼ ＼ 、 、

＼ ＼ ヽ 、
＼ ＼ 、 、

＼ ＼ 、 、
＼ ＼ 、 、

＼ ＼ 、 、
＼ ＼ ヽ 、

＼ ＼ 、 、
＼ ＼ 

‘`  
¥、¥、 1

＼ ＼ ！ 、 、

¥ 、 ¥、 I

¥、¥、¥ ¥、¥、¥ I 

、 ¥、¥ I 
ヽ ヽi
＼ ＼ 

¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ l ¥ロ----― u

、¥
¥、 ‘¥
¥‘  、¥
¥‘  、¥
¥‘  、¥
＼、
、¥
＼、
、¥
¥、、

ヽ

0 4m  

| | | 1 1 50 

撹乱

＼
 

l
`
 ――

 
/
-

ヽ

’
 

＼
 

＼
 

＼
＋
只

l
 

l
I
 

l
f
 

l
I
 

l

{

 

IlIl 
¥
,
9
 

-
9
,

』

l 

，ー・へ＼

¥ l 
‘••-/ 

第131図溝跡（1)

-152 



第21地点

SD8 SD10 

SD3・4・9 SD4 SD7 

SD3 
c' D 23.80 

ニ
E 13.80 

一
SD2・3 SD1 SD6 SD36 

仁}380 SD3 SD2 上＇]□ G 23. 80 互

冒/／□□／三／；／二三言
J 23. 70 J' 

三
K 23.80 K' 

二言言

SD1・3 SD34 

H 23. 80 H' 

言
I 23. 80 

゜ 1 60 

SD  1 (G-G') 

1 暗褐色十 焼土粒＋、炭化粒子、粘七ブロック(f1cm)を少量含む。

粘性あり。

2 黒褐色土 鉄分を多最に含丘焼上粒子、炭化粒子、粘土プロック(¢ 2cm) 

を少呈含む，粘性あり。

3 暗褐色上 粘土プロック（が2cm)を多贔に含む，

焼土粒子、鉄分を少量含む，粘性あり。

4 暗褐灰色十 粘十店が子を多呈に含む。炭化拉子を少犀含む。

s113 (c-c') 

1 黒褐色上 粘土プロック(q;]cm)、焼七粒了、炭化粒子を少量含む

2 黒掲色土 炭化粒子を多旦に含む，哨1，土粒子、焼七プロック（い）． 5cm)

をやや少旦含む粘士ブロック（が 0.5~1cm)を微呈に含む，

SD4 (C-c') (D-D') 

1 黒褐色土 炭化粒子を多景に含む。

2 暗褐色土 炭化粒子、焼土粒子を少抵含む。

3 暗灰褐色七 黄褐色微粒子を少星含む炭化粒子を微母に含む。

4 灰褐色上 炭化粒子を微量に含む』音褐色士をプロンク状に含む

5 暗灰褐色上 明灰色粘土粒子を少量含む［炭化粒子を微量に合む U

6 灰黄褐色七 黄褐色土微粒子を少呈含む炭化粒子を微呈に含む。

7 暗灰褐色土 炭化粒子を多最に含む。黄褐色土微粒子を少品含む。

8 灰褐色七 灰色粘七を多蘊に含む炭化粒子を微最に含む。

9 暗灰褐色士 炭化粒子を少呈含む、明灰色粘士をブロック状に含むC』

10 暗青灰色ヒ 灰色枯ニトを多董に含む青灰色粘土をプロソク状に含む。

SD7 (E-E') 

1 暗褐色土 炭化粒子、粘土プロック (¢0,5cm)を少呈含む。粘性あり。

2 灰褐色＿十 炭化粒＋、粘士ブロック(¢ 3cm)を多塁に含む粘性あり。

3 暗灰色上 粘土プロソク(¢ 1cm)をやや多く含むこ

炭化粒子を少品含む粘性あり。

SD8 (A-A') 

1 暗褐色十 黄褐色十をプロック状に含む炭化粒子を少斌含む，9

2 暗灰褐色土 明灰色粘土プロックを多塁に含む，．

炭化拉子、粘七粒子を少量含む

SDlO (B-B') 

1 暗褐色十 炭化粒子、粘ナプロソク（心 1cm)を少品含む，

粘性あり

2 褐灰色土 炭化粒子、粘土ブロック（り 3cm)を多最に含む

粘性あり

3 暗褐色土 粘土フロソク（心4~5cm)を多量に含む。

炭化粒子を少呈含むし粘性あり，

4 褐灰色土 炭化粒子を少量含むこ末占七ブロック(¢ 3~5cm)を含む3

粘性ありこ

SD34 (!-!') 

1 灰白色土 炭化粒子を少是含む焼上粒子を微量に含む口粘性あり〉

2 黒色土 炭化粒子層中に粘士プロソクを少量含む。粘性ありへ

3 黒色上 炭化粒了と粘上ブロソク (¢2~3cm)半々に含む粘性あり

4 灰黒色土 粘土ブロック (¢3~4cm)屑中に炭化粒子を多埜に含むし

粘性あり。

第132図溝跡（2)
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SD27 SD16 SD28 

B 23.80 B' G 13.90 G' I 24. oo I' 
SD幻

三三三言三言ニ 冑
SD12・24・13 

0 23. 80 O' 
SD12 SD24 SD13 -, 

SDl 1 (U---U') 

1 黒掲色上 炭化粒＋を少畠含む地山フロノク（が2~3cm)を若千合む
2 暗褐色七 炭化粒fを含む地止プロソク（ゅ l~2cm)を少砧含む
3 暗黄褐色」＿＿ 地山プロノク (,;l~2cm)を多鼠に合む

炭化粒＋を微呈に含む

SD12 (R-R')(0-0') 

1 暗黄褐色土 地11」プロソク(q,1cm)を少景含む，

2 暗掲色上 地山ブロック(<f,l~2cln)、炭化粒＋を少品含む

3 暗褐色」ー． 地山プロック（が2~3cm)をやや少呈含む

炭化粋fを微埜に含む
4 暗褐色上 地山ブロック(</,0. 5~1cm)を少鼠含む

炭化粒＋を微贔に合む

5 黒褐色七 地1.1」ブロック(</,!cm)をやや多く含む

6 暗褐色上 地山ブロック(</,1cm)、炭化粒子をやや多く含む

SD  2 8 (I - I') 

1 黒褐色」 炭化粒子をやや多く含む‘

地山プロノク(¢ 1cm)を少呈合む。

2 黒褐色土 炭化粒子をやや多く含む

地山プロック(</,0. 5~1cm)を少呈含む。
3 暗褐色十 地山プロノク(¢ 1cm)を多呈に含む

炭化粒子をやや少塁含む

SD12 

R 23 80 

435 

R' 

SD11 

U 23.80 U' 

0 2m  
| I -_:11,60 

SD16 (G-G') 

］ 黒掲色上 地山ブロソク(¢ 1cm)、炭化粒-{→を少品含む
2 暗褐色七 地山ブロック (,/;!~2cm)をやや多く含む．．

炭化粋子を微晶に含む

3 黒褐色上 地山プロソク(¢ 0. 5~1cm)、炭化粒了を少景含む。
4 暗掲色七 地山プロック (¢2~3cm)をやや多く含肛．．

炭化粒チを微旦に含む

SD  2 7 (B-!l') 

］ 暗褐色上 地111プロノク(cpl~2cm)をやや多く含吃見

炭化粒了を微呈に含む

2 黒褐色十． 地山プロソク(¢ I~2cm)、炭化粒チを少鼠含む
3 暗褐色上 炭化粒fを少呈含む地1|」プロノク(¢ 0. 5~!cm)を若下含む

第134図溝跡（4)

第15号溝跡（第133図）

第15号溝跡は、調査区南側の S-9グリッドで検

出された。北西から南東に延びる溝で第12号溝跡と

並行する。北西端は第24号溝跡と重複するが、その

先には続かない。

検出された規模は、長さ3.50m、輻0.46m、深さ

0.15mで、丸味を帯びる溝底から緩やかに立ち上が

る。

図示できる遺物は出土していない。

第16号溝跡（第133• 134図）

第16号溝跡は、調査区南側のR-9 • 10グリッド

で検出された。北東から南西に延びる溝である。第

16号土塙、第12• 32号溝跡と重複するが、新旧は不

明である。

検出された規模は、長さ6.26m、深さ0.15mであ

る。浅い1IIl状の掘り込みである。幅は一定せず南側

がふくらみを持つ。

遇物は 9が出土した（第136図）。 9は有段口縁の

坪である。

第17号溝跡（第133図）

第17号溝跡は、調査区南側の S-10グリッドで検

出された。北西から南東に延びる溝である。

検出された規模は、長さ1.21m、幅0.18m、深さ

0.06mで、 U字状の掘り込みである。第18号溝跡と

軸線が一致することから同一に機能していたことが

考えられる。

図示できる遺物は出土していない。

第18号溝跡（第133図）

第18号溝跡は、調在区南側のR-10グリッドで検
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出された。北西から南東に延びる溝である。北西端

で第19• 20 • 21号溝跡と重複するが、新旧は不明で

ある。

検出された規模は、長さ3.96m、幅0.41m、深さ

0.08mで、 U字状の掘り込みである。第17号溝跡と

—体となり機能していた区画溝と考えられる。

図ポできる遺物は出土していない。

第19号溝跡（第133図）

第19号溝跡は、調査区南側のR-10グリッドで検

出された。ほぼ東西に延びる溝である。西端で第

18 • 20 • 21号溝跡と重複するが、新旧は不明である。

検出された規模は、長さ1.90m、幅0.31m、深さ

0.09mで、浅い箱状の掘り込みである。

図ポできる遺物は出tしていない。

第20号溝跡（第133図）

第20号溝跡は、調査区南側のR-10グリッドで検

出された。北東から南西に延びる溝である。南西側

は調査区外へと続く。北西端で第18• 19 • 21号溝跡

と重複するが、新旧は不明である。

検出された規模は、長さ2.26m、幅0.24m、深さ

0.12mである。

図示できる遺物は出土していない。

第21号溝跡（第133図）

第21号溝跡は、調査区南側のR-10グリッドで検

出された。北東から南西に延びる溝である。第18• 

19 • 20号溝跡と重複するが、新旧は不明である。

検出された規模は、長さ6.78m、幅0.85m、深さ

0.16mである。

図示できる遺物は出土していない。

第22号溝跡（第133図）

第22号溝跡は、調査区南側の S-9グリッドで検

出された。北西から南東に延びる溝である。北西端

は第28号溝跡と交わる。南東側は調査区外へと続く。

第21地点

検出された規模は、長さ2.60m、幅0.22m、深さ

0.10mで、 U字状に掘り込まれたものである。

図示できる遺物は出土していない。

第23号溝跡（第133図）

第23号溝跡は、調査区南側の S-9グリッドで検

出された。南北に延びる溝である。北端は第31号溝

跡と交わる。南側は調査区外へと続く。

検出された規模は、長さ2.15m、幅0.33m、深さ

0.07mである。

図示できる遺物は出土していない。

第24号溝跡（第133• 134図）

第24号溝跡は、調査区南側のR•S-9 グリッド

で検出された。北東から南西に延びる溝である。両

端は調査区外へと続く。第12• 13 • 31号溝跡と重複

するが、新旧は不明である。

検出された規模は、長さ9.23m、幅0.60mで浅い

掘り込みである。

遺物は10が出土した（第136図）。 10は甕で口縁部

から頸部を強くヨコナデする。

第25号溝跡（第133図）

第25号溝跡は、調査区南側の S-9グリッドで検

出された。南北に延びる溝である。北端は第12号溝

跡と重複するが、新旧は不明である。南側は調査区

外へと続く。

検出された規模は、長さ2.50m、輻1.14m、深さ

0.15mで、浅い皿状の掘り込みである。

図示できる遺物は出土していない。

第26号溝跡（第133図）

第26号溝跡は、調査区南側のR-9グリッドで検

出された。北西から南東に延びる溝である。

規模は、全長2.44m、幅0.62m、深さ0.13mで浅

い箱状の掘り込みである。

図示できる遺物は出土していない。
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SD33 SD29 SD30 

A 13.90 A' B 23. 50 

M 
C 23 50 c' ．．  

二
SD33 (A~A') 

1 暗褐色土 炭化粒子(¢ 1~2cm)、鼓灰色粘士粒子(¢ 0. 5~1cm)を少呈含むC

2 暗褐色土 1層より暗い。炭化粒子(¢ 1~2cm)、黄灰色粘上プロック (¢2~3cm)をまはらに含む。焼土粒子、灰白色粒子を少監含むn

3 暗褐色七 黄灰色粘上プロック(¢ 2~3cm)を多量に含むう炭化粒子(¢ 1~2cm)を少量含む。

4 褐灰色土灰白色粘土ブロック(¢ 2~3cm)を多鼠に含む。粘土質。

第135図 溝跡 (5)
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第27号溝跡（第133• 134図）

第27号溝跡は、調査区南側のR-10グリッドで検

出された。北東から南西に延びる溝である。第21号

溝跡の入れ籠状に確認されている。新旧は不明であ

る。

規模は、全長3.47m、幅0.40m、深さ0.15mでU

字状に掘り込まれている。溝底の標高が他の溝跡よ

り若干低いのが気になるが、第17• 18号溝跡ととも

に機能した区画溝と考えられる。遺物は11が出土し

た（第136図）。 11は甕でケズリの方向が明瞭にわか

る。

第28号溝跡（第133• 134図）

第28号溝跡は、調査区南側の S-9・10グリッド

で検出された。北東から南西に延びる溝である。北

端は第12• 17号溝跡と重複する。他に第22号溝跡と

重複するが、いずれも新旧は不明である。南側は調

査区外へと続く。

検出された規模は、長さ6.28m、深さ0.13mであ

る。幅は北側と南側で異なり、それぞれ0.34m、

0.63mを測る。北側の幅狭の部分は本来は、南側に

ある第17号溝跡の一部をなし、第18• 27号溝跡とと

もに方形の区画溝として機能したものかもしれない。

図示できる遺物は出土していない。

第29号溝跡（第135図）

第29号溝跡は、調査区北西側のP • Q-13グリッ

ドで検出された。北東から南西に延びる溝である。

調査区を跨いで確認され、両端は調査区外へと続く。

南側の調査区では、第30号溝跡と並行する。第 9地

点の第34号溝跡と同一と考えられる。

検出された規模は、長さ4.71m、幅1.40m、深さ

0.49mである。掘り込みは、平坦な溝底から緩やか

に立ち上がる。

図示できる遺物は出土していない。

第30号溝跡（第135図）

第30号溝跡は、調査区北西側のP • Q-13グリッ

ドで検出された。北東から南西に延びる溝である。

両端は調査区外へと続く。第29局溝跡と並行するこ

とから、北側の調査区での検出が望まれたが、確認

できなかった。第 9地点においても確認されていな

いので途中で途切れるものと考えられる。

検出された規模は、長さ2.69m、幅1.02m、深さ

0.14mで丸昧のある浅い掘り込みである。

図示できる遺物は出土していない。

第31号溝跡（第133図）

第31号溝跡は、調査区南側の S-9グリッドで検

出された。 L字状を呈する溝である。第24号溝跡と

重複するが、新旧は不明である。

検出された規模は、長さ2.48m、幅0.75m、深さ

0.07mで、浅い1II1状の掘り込みである。

図示できる遺物は出土していない。

第32号溝跡（第133図）

第32号溝跡は、調査区南側のR-9グリッドで検

出された。北東から南西に延びる溝と思われる。南

端で第12• 16号溝跡と菫複するが、新旧は不明であ

る。

規模は、全長2.21m、幅0.21m、深さ0.17mでU

字状の掘り込みである。第17• 18 • 27号溝跡と同種

の区画溝と考えられる。

図示できる遺物は出土していない。

第33号溝跡（第135図）

第33号溝跡は、調査区北西端のP-14グリッドで

検出された。北東から南西に延びる溝である。両端

は調査区外へと続く。北側の調査区で確認されてい

ないことから北西側に曲がるものと思われる。第 2

号住居跡を切る。

検出された規模は、長さ0.86m、幅0.80m、深さ

0.39mである。掘り込みは、西側では溝底から直線

的に急角度で立ち上がる。東側では短く立ち上がり、
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第30表 溝跡出土遺物観察表（第136図）

番号 器種 底径 i焼成 残存率口径 ロ命円百向 胎土 色調 備

1 土師壺 (18.0) [4.6] E J 普通 浅黄橙色 10 SDl 五領ハケ日整形一

ハケ目整形の痕がところと
2 土師甕 (22.2) [7.4] AJK 蒋通 橙色 5以下 SD2 口縁端部に面を持つ
3 上師甕 14.0 [10.4] AEJ 普通 にぶい黄橙色 40 SD3 胴 lヽ半に帯状に黒玖

口縁部内外面ともに強い：
4 土師壺 [1.9] (6.0) AHJ 普通 灰黄褐色 5以下 SD11 壺底部底部外面 I

底部と胴部の境があまり 1;

5 土師甕 14.6 [6.5] AEGHJ 不良 淡黄色 5以下 SD12 雲母微量 ケズリ

礫を多く含むため、ケズ l

6 土師甕 [5.5] 5.6 BEJ 普通 淡黄色 5以下 SD12 底部付近に黒斑あ
7 須恵杯 (13.0) 5.4 EJ 普通 灰白色 30 貼付高台 高台に摩滅しf
8 須恵壺 [8.4] K 良好 灰白色 5以下 SD12 肩部にヘラ描あり， 土師杯 (15.4) (4.6) BE 普通

10 土師甕 (20.0) [4.7] ABEH 普通

11 上師甕 (12.1) 13.6 (7 8) EJ 普通

12 須恵壺 26.0 [16.4] J 良好
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1 灰白色土 炭化粒了を少景含む。焼土粒子を微量に含む。粘性あり。
2 黒色土 炭化粒子層中に粘土プロックを少量含む。枯性あり。
3 黒色上 炭化粒子と粘士プロック("2~3cm)半々に含む粘性ありつ
4 灰黒色七 粘土ブロック("3~4cm)層中に炭化粒子を多量に含む。粘件あり

第137図第34号溝跡遺物出土状態
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第21地点
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第138図第34号溝跡出土遺物

第31表 第34号溝跡出土遺物観察表（第138図）

番号 器種 口径 益ロロー回古 底径 胎土 焼成 色調

1 土師甕 (17.8) [5.2] ABE 普通 灰黄褐色

2 土師甕 (16.0) [5.7] BE 普通 灰白色

3 土師坪 (12.4) (4.0) ABG 普通 橙色

， 

4 土師坪 (11.6) [3.4] BE 普通 橙色

, 5 土師坪 (11.0) [5.1] EG 普通 赤褐色

6 土師坪 (11.6) (4.3) BE 普通 橙色

7 土師杯 (13.6) (3.4) B 普通 灰黄褐色

中段にテラスを持ち緩やかに上端に至る。

図示できる遺物は出土していない。

第34号溝跡（第131• 132 • 137図）

第34号溝跡は、調査区北東側のR-6・7グリッ

ドで検出された。北西から南東に延びる後、 L字状

に北に曲がり調査区外へと続く溝である。第 2.

3 • 4 • 9 • 36号溝跡と重複するが、新旧は不明で

ある。

検出された規模は、長さ6.37m、幅0.96m、深さ

0.17mである。

遺物は、調査区際でまとまって出土した（第138

図）。出土層位は一定の場所に集中せず、溝底付近

から覆土の上層まで各層にわたっている。 1• 2は

甕である。口縁部が肥庫し、端部を平坦に仕上げる。

3 ~ 7は坪で、口縁部が内傾し、肥限するもの

(3 • 4 • 6)、外傾するもの（ 7)、有段口縁にな

るもの（ 5) がある。胴部はケズリがなされる。

残存率 備 考

5以下 口唇部平坦に仕上げてある

5以下 口縁部肥厚し、やや丸みをもつ

口縁部下端にエ具orツメ痕が残る I 
20 模倣坪緻密な胎土

口縁部内・外面ともにヨコナデ ロ縁部やや肥厚する

15 口縁部肥厚する

口縁部内・外面ともにヨコナデ

15 口縁部内外ともヨコナデ整形

外面黒色処理 底部外面凹凸が激しい

15 口縁部内・外面ともヨコナデ

最後に底部上端をヨコに削っている

20 口縁部と底部の境は段状になる

口唇部丸みをもつ 外面ケズリ磨消してみづらい

第35号溝跡（第135図）

第35号溝跡は、調査区中央付近の P• Q -11グリ

ッドで検出された。北東から南西に延びる溝である。

両端は調査区外へと延びる。東側に位置する河川

跡に沿うように並行する。

検出された規模は、長さ4.10m、幅5.09m、深さ

0.68mで、幅広の平坦な溝底から緩やかに立ち上が

る。

図示できる遺物は出土していない。

第36号溝跡（第131• 132図）

第36号溝跡は、調査区北東側のR-6グリッドで

検出された。南北に延びる溝である。北側は調査区

外へと続く。南端は第34号溝跡と重複するが、新旧

は不明である。

検出された規模は、長さ1.06m、幅0.50m、深さ

0.04mで、浅い掘り込みである。

図示できる遺物は出土していない。

163-



調査区域外

A , ―A'― 

I.一~ ~ ~，~ ~ ~ ~ー•

河川 ／ SD35 / Ii 

［［／一一t-ローー）
0 10m 
ト―- | - |I 300 

A23.90 

゜
2m  

1 60 

第139図河）1|跡

(6) 河川跡（第139図）

河川跡は、調査区の中央のQ-10~P-12グリッ

ドを中心に検出された。第 9地点において確認され

ていたものと同様である。北東から南西方向に流路

を取る。河川の東側は明確に捉えることができたが、

西側は明確に捉えることができなかった。これは前

述のように第 2面において河川跡の東端以西は河川

の氾濫原と思われ、洪水を起源とする土が堆積して

いる。第 1面の時期の河川跡の覆土と区別しづらい

ことに起因する。推定では第29号溝跡付近が西側の

立ち上がりと考えられる。

確認した幅は35m以上で、深さl.lmまで掘り下

げたが溝底は確認できなかった。道路幅の調査であ

り、発掘区壁の崩壊の危険があるため河川の東側の

肩部の調査を中心に行なった。その他の部分に関し

ては、重機によりトレンチをいれ調査を行なった。

東側の肩部の調査から河川は緩やかに値斜し河底に

至ると考えられる。

遺物は調査時には谷西側一括として取り上げたも

のを河川跡の遺物として掲載する（第140図）。遺物

は古墳時代前期から平安時代までの遺物を含む。多

くは河川の氾濫によりもたらされたものと考えられ

る。

1は壺の口縁部で有段口縁状になり、外面が赤彩

される。 2は台付甕の按合部である。台部を先に作

っている。

3 ~ 9は甕である。 3~ 6は口縁部が最大径で、

胴部は直線的な器形になるものである。 7• 8は胴

部がややふくらむ器形である。胴部はケズリ成形さ

れる。口縁部は角頭状になるものと丸みを持つもの

がある。 9は口縁部が肥厚する。胴部の器壁が薄く

なることから、底部近くが鉢形の器形になるかもし

れない。

10~14は杯である。 10は1II1状に近く □縁部が強く

ョコナデされる。 11• 12は内湾口縁の杯である。 13

は丸底に近い底部を持つ。口縁部から頸部の外面と

内面に細かいミガキがなされる。 14はユビオサエの

後ヨコナデされる。器面に凹凸がある。

15~17は須恵器の甕である。 15• 16はタタキ目が

明瞭である。
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(7) 畠跡（第142図～第145図）

畠跡は第 2面で検出された。畝の走行方向から大

きく二つに分けられる。第 1群はS-6グリッドを

中心に検出され、走行方位はN-5°-Eである。

第2群は調査区南側全域にわたり検出された。走

行方位はN-51°-Wである。一部これに直行する

ような畝も見受けられる。

両群とも畝の幅は狭く、畝間の幅が広いことを特

徴としている。第 1群での畝の断ち割り調査から、

何度も土をすきこんだ痕跡が認められた。全体的に

黒褐色を呈していた。

後世に撹乱されたところ以外は五領式土器しか出

土しないことから畠の時期は古墳時代前期以前にな

遺物は 2面として一括で取り上げたものである

（第146図）。 1は台付甕で台部を欠損する。胴部は

ハケ整形の後、削られている。 2は甕の口縁部破片

である。外面に粗いハケ目が残る。 3は東海地方に

その系譜が求められる S字状口縁の台付甕である。

外面はヨコナデと細かいハケ目が施される。口縁部

が直立気昧であることと、整形技法がオリジナルと

はかけ離れているのでかなり在地化が進んだものと

思われる。 4は用の口縁部破片である。口縁部外面

は3回ほどにわけ丁寧にミガキを施す。 5は甕形土

器の口縁部破片である。体部外面はケズリが施され

る。

る。
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第141図第2面畠跡区割図
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第146図第 2面畠跡出土遺物

第33表 第2面畠跡出土遺物観察表（第146図）

番号 器種 口径 器晶 I 底径 I 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 土師台付甕 14.9 良好 にぶい橙色 80 外面ヘラケズリ→胴―ド半ナデ整形

内面下から上ヘヘラケズリ

2 土師甕 (19.4) 4. - G HJ 普通 橙色 5以下 口唇部丸みをもつ 外面太いハケ目

3 上師甕 (17.0) [4. - CE G J 普通 橙色 5以下 胴部外面細かいハケ目

4 土師用 (12.4) [6. - AH J K 普通 浅黄橙色 20 外面細かい縦位ミガキ 内面粗い斜位ミガキ

5 II 土師甕
(21.3) [10 - E J 普通 橙色 20 外面ケズリ整形見づらい

内面頸部直下の輪積部分強いヨコナデ

第34表 グリッド出土遺物観察表（第147図）

二―［口焼成］色調

In.r 普通 浅黄橙色

良好 橙色

普通 明赤褐色

普通 橙色

普通 1 木登色

J 胴通 1 橙色

普通 明褐灰色

普通 橙色

普通 I淡黄色

i普通 I 灰色

1良好 I 灰白色

良好 暗青灰色

良好 1 暗青灰色

普通 1 橙色

番号 器種 口径 器尚 底径

1 土師壺 (15.8) [5.0] 

2 土師杯 (13.6) [40] AJ 

3 上師杯 (13 4) [4.8] (13.2) BE 

4 土師杯 10.5 3.0 CE 

5 土師杯 (13.0) [3.0] AGJ 

6 土師甕 (12 8) [2.5] AEH 

7 土帥甕 (18.0) [3.5] EJK 

8 土師甕 [15.5] EH ， 土師壺 [3.8] 8.4 EH 

10 須恵蓋 (18.5) [15] EJ 

11 須恵壺 [4.9] K 

12 須恵壷 [5 9] EJ 

13 須恵甕 FJ 

14 土鍾 AK 

． 

残存率 備 考

5以下Q-10表採 頸部に按合時のエ具痕が残る

30 I Q-10表採有段底部のケズリ痕が明瞭 口縁部強いヨコナデ

20 I S-10 底部ケズリ痕が明瞭 ユビナデ

100 I 0-11 摩滅が激しい 口縁部若干歪む

10 I Q-13 摩滅していてケズリ分かりづらい

5以下S-5 口縁部内・外面ヨコナデ

5以下S-7 []縁部 内・外而ヨコナデ ロ唇部丸みをもつ

20 I R-7 胴下半 器面剥落が激しい

5以下 S-5 底部ケズリ整形

5以下 P-14 末野産

10 I P-14 

底部付近に焼成時に土器を安定させるための粘土が付着

底部回転ヘラケズリ 湖西産

S-10 カキ目が明瞭

S-9 タタキ目・カキ日がある 南比企産

100 I 表採 中央部に膨らみを有する ナデ整形

全長4.4cm 厚さ1.15cm 孔径0.25cm
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(8) グリッド出土遺物（第147図）

ここでは遺構確認中などに取り上げた遺物を掲載

した。

1は壺の口縁部である。頸部が強く屈曲し、球胴

になると思われる。五領式土器。

傾する。 7は口縁部が肥厚し、外反する。 8は胴部

2 ~ 5は坪である。

になる。

2は有段口縁で、境が沈線状

3は頸部に強いヨコナデがなされ屈曲する。

4は口縁部が直立する。 5は内湾口縁の杯である。

下半でケズリが明瞭である。

9は壺の底部である。

10は須恵齢の蓋である。 11は須恵器の壺で、外面

と底部内面に釉がかかる。 12• 13は須恵器の甕で、

タタキ目が明瞭に残る。

14はt錘で中央部分が膨らみ、両端が細くなる。

6 • 7は甕の口縁部である。
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第147図 グリッド出土遺物
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vn附編

北島遺跡では、弥生時代から中・近世までの遺構

や遺物が数多く発見されている。なかでも、北島逍

跡の立地的な特性から、木製品の出土が多い。本書

においては、北島遺跡第17地点の遺構から出土した

農工具などの木製品について報告した。

そこで、これらの木製品について、各器種の用途

北島遺跡の自然科学分析

く目次＞

はじめに

1.試料

2.分析方法

3.結果

はじめに

北島遺跡は、荒川左岸と利根川右岸に挟まれた沖

積低地から微高地にかけて位置し、縄文時代晩期か

ら中近世にかけての複合遺跡である。地形的には、

荒川が形成した新扇状地の扇端部付近に位置し、微

高地は扇状地上に形成された自然堤防とされる（籠

瀬 1990)。

本遣跡では、これまでに弥生時代中期を中心に花

粉分析による古植生復元や樹種同定による木材利用

状況の調在を行っている（パリノ•サーヴェイ株式

会社 1998,2003)。花粉分析結果では、コナラ属、

アカガシ亜属の木本花粉とともに、イネ科や水生植

物の花粉化石の多い結果が得られている。また、樹

種同定では、木製品にイヌガヤ、アカガシ亜属、ム

クノキ、ケヤキ、ヤマグワが見られ、杭にはヤマグ

ワが確認されている。

本報告では、古墳時代前期の木製品について樹種

同定を行い、木材利用に関する資料を得ることを目
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と選定された樹種の特徴と関連を明らかにするため

に、樹種同定を行なった。また、行田市小敷田遺跡

等の周辺遺跡の樹種選定傾向と比較することによっ

て北島遺跡出土木製品の特徴を抽出し、さらに、北

島逍跡周辺の古環境から復原される植生等から用材

の供給元の追及も目的とする。

パリノ・サーヴェイ株式会社

4.考察

く表一覧＞

表 1 樹種同定結果

的とする。

1.試料

試料は、農耕具などの木製品 4点である。各試料

の詳細は、樹種同定結果と共に表 1に記した。

2.分析方法

各試料の按合面または破損面を利用して、 5mm-

1 cm角程度の木片を採取した。木片試料については、

剃刀の刃を用いて木口（横断面）。柾目（放射断

面）・板目（按線断面）の 3断面の徒手切片を作製

する。

切片をスライドガラス上に載せ、ガム・クロラー

ル（抱水クロラール、アラビアゴム粉末、グリセリ

ン、蒸留水の混合液）で封人してプレパラートを作

製する。プレパラートは、生物顕微鏡で木材組織を

観察し、その特徴から種類を同定する。同定結果は、

植物分類に従い、科・亜科・属・亜属・節・種で表



表 1 樹種同定結果｀ ー辱

試料番号

2-1 1 

挿図番号 遺 構ーロ重類 ＿器 種

□；：製~1：三：：三2-2 2 

二□3 3 

2-4 4 

示する。種は、組織的に種単位に分類できる種類と、

日本に 1種のみ自生し、過去に他種が自生したと考

えられていない種類については種で同定する。同じ

グループ内に複数種があり、木材組織から種類間の

区別が困難な場合には、科・亜科・属・亜属・節の

グループ名で同定する。この際、分類群や木材組織

の特徴、保存状況により、同定できるグループの単

位が異なる。

3.結果

樹種同定結果を表 lに示す。道管を有することか

ら広葉樹であるが、種類の同定には至らなかった。

その他の試料は、針葉樹2種類（スギ・カヤ）と広

葉樹 l種類（コナラ属コナラ亜属クヌギ節）に同定

された。各種類の解剖学的特徴等を記す。なお、埼

玉県内の生育状況については、高橋（1998a,1998b)

を参考にした。

・スギ (Ciyptomeriajaponica(L.f.) D. Don) 

スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成され、仮道

管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部

の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に限って

認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔

細胞の壁は滑らか。分野壁孔はスギ型で、 1分野に

2-4個。放射組織は単列、 1-15細胞高。

埼玉県内では、社寺林・山林に植栽されたものが

多いが、自生もあるとされる。

・カヤ (Torreyanucifera Sieb. et Zucc.) 

イチイ科カヤ属

軸方向組織は仮道管のみで構成され、早材部から

晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は狭い。仮

道管内壁にかすかにらせん肥厚が認められる。放射

組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。

分野壁孔はトウヒ型～ヒノキ型で、 1分野に1-4個。

放射組織は単列、 1-10細胞高。

埼玉県内のほぼ全域の山林等に疎らに生育する。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節(Quercussubgen. 

Lepidobalanus sect. Cenis) ブナ科

環孔材で、孔圏部は 1~3列、孔圏外で急激に管

径を減じたのち漸減しながら放射状に配列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射

組織は同性、単列、 1~20細胞高のものと複合放射

組織とがある。

コナラ属は、いわゆる「どんぐり」の種類であり、

コナラ亜属はその中でも落築広葉樹を主とするグル

ープである。クヌギ節は、どんぐりが 2年目に熟す

グループで、クヌギとアベマキの 2種が含まれる。

埼玉県内にはクヌギが山地・丘陵から平地に至る広

い範囲で生育するが、アベマキは僅かに植栽されて

いるのみで自生は確認されていない。そのため、今

回の試料もクヌギの可能性が高いが、組織から両種

を分類することは困難である。

4 考察

出土した木製品の時代時期は、古墳時代前期で農

耕具である。木製品の器種別種類構成を表 2に示す。

古墳時代前期の木製品 4点には、針葉樹 2種類

（スギ・カヤ）、広葉樹 l種類（クヌギ節）が確認さ

れた。

カヤを除く針葉樹の木材は、木理が通直で割裂性

が高く、加工が容易である。カヤは、他の針葉樹よ

りも重硬な材質を有し、耐水性が高い。一方、広葉

樹では、クヌギ節が重硬な材質を有し、強度も高い。

これらの種類のうち、カヤは暖温帯常緑広葉樹林の
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構成種であり、クヌギ節は―一次林の構成種となる。

全体的に台地上よりも、自然堤防上などの低地に生

育する種類が多くみられるが、これは遺跡周辺の地

形環境を反映したものと考えられる。これらの広葉

樹材を中心とした組成は、本遺跡における花粉分析

結果や比較的近い小敷川遺跡から出土した五領期の

自然木の樹種同定結果（鈴木・能城 1991；パリノ・

サーヴェイ株式会社 1998) とも調和的である。 ― 

方、スギについては、現在の遺跡周辺には柏栽以外

には生育は確認できない。スギについては、植栽さ

れたものが県内に広く見られるが、本来自生したも

のであるか不明である。他地域からの搬入の可能性

があるが、現時点では詳細は不明である。

杵は遺跡周辺で入手可能な種類を利用している。

杵のクヌギ節は、重硬で強度の高い材質が選択され

た背景に考えられる。これらの木材は、逍跡周辺で

生育していた樹木の中から、用途に応じて選択され

利用されていたことが推定される。鋤では、利用さ

れる種類が限定される傾向がある。また、平鋤と三

又鋤では、結果を見る限りでは形態による樹種の違

いは認められない。鍬・鋤類の身については、これ

までの調査でアカガシ亜属が多く利用されているこ

引用文献

とが明らかとなっている（鈴木 1988)。関東地方

においても、千葉県から出土した鍬．鋤にアカガシ
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図版1 木材

1. スギ（試料番号 1)

2. コナラ属コナラ亜属クヌギ節（試料番号 3)

a:木口、 b:柾目、 C:板目

-177 

噌備1柑靡響岬 200μm: 1 a,2b,c 

-馴履，僭I鼎鼻I1 OOμm : 1 b,c 

一200μm: 1 a 



＂まとめ
北島遺跡の大きな成果は、集落だけでなく、墓域、

生産域が検出されたことにより、当時の人々の暮ら

しが立体的に理解できることが、第一に挙げられる

であろう。ここでは、当時の人々が暮らした住居跡

と生活の糧を得ていた生産域についてやや詳しく見

ていきたい。

第17地点の住居跡について

住居跡の分布

前述のように、第17地点では住居跡が15軒検出さ

れている。これらの分布を見てみると、調査区北側

のF区にややまとまって住居跡が認められる。また、

南側のE区でも住居跡が 4軒検出されている。特に

第29• 30 • 31号住居跡は、等間隔に位置し小群を形

成している。その他A~D区では、住居跡が 1~2 

軒検出されているに過ぎない。 F区では北側に集中

していて、住居跡間の切り合いも認められ、他の区

とは若干異なる。しかし、北側の調査区外に沿うよ

うに河川跡が延びていることから、未調査部分を含

めても、合計で10軒にも満たないと考えられる。 C

区の第25• 26号住居跡の北側の調査区外にも住居跡

が認められるかもしれないが、それほど数は多くな

いであろう。

第17地点では、 F区を除き、住居跡間に切り合い

は認められず一定間隔をおいて住居跡が分布してい

る。北側の第19地点では、同時期の集落跡が調査さ

れ、溝跡に囲まれた中から多数の住居跡が検出され

ている。住居跡間の切り合いも数多く認められ、第

17地点とは様相を異にする。これらのことから、第

17地点の住居跡群は、第19地点を中心とした大集落

の周辺の小住居跡群と思われる。これらの住居跡群

の性格については後述する。

住居跡の時期について

住居跡の時期についは、少ない遺物ながらも、台

付甕（S字甕を含む）や、小型器台などの器種がそ

ろっていることと、器面調整の特徴から判断して、
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古墳時代前期の五領式期の住居跡である。これらの

中で、縄文・櫛描文施文の土器が出土している第

29 • 30号住居跡の時期比定が若干問題となろう。こ

こでは、第29図1• 2 • 4、第30図lの土器が吉ヶ

谷式土器、樽式土器の編年のどの段階に位置づけら

れるか確認しておこう。

第29図1• 4は甕である。共に胴下半から底部を

欠くが、頸部が括れ、外反しながら口縁部に至る器

形になると思われる。 1の口縁部には、刻み目など

の加飾は見られない。文様は、口縁部から胴部最大

径直下まで横位に縄文を施している。輪積痕を装飾

化したものは見られない。第30図lは、壺の胴部上

半である。胴部上半に幣縄文を 3段施し、縄文部、

無文部関係なく赤彩されている。

古ヶ谷式土器に関しては、柿沼幹夫氏によりその

変遷が明らかにされている（柿沼1982)。その中で

氏は、吉ヶ谷式土器を 3期 4細分している。また、

古墳時代前期の土器群に伴う縄文施文土器を古ヶ谷

系土器として把握している（柿沼1994)。上記の論

文の中で、甕の変遷は、胴下半の調整と器形の変化

を中心になされたものである。それによると、 III期

の特徴として、輪積痕を残さない、胴部の張りが強

くなる点を指摘している。壺は、なで肩で、胴部の

張りが緩やかなものから、徐々に張りが強くなり、

頸部が短くなる傾向があるとしている。

これらを基準に考えると北島遺跡のものは、 III期

以降のものとなる。共伴している遺物などから考え

ても古墳時代の所産であると思われる。地域はやや

異なるが、具体的には、根平4号住跡、中耕遺跡II

b期に並行するであろう（水村ほか1980・杉崎1993)。

壺が赤彩される点もこれらに近い。

第29図2は小型の甕形土器で、口縁部は細かい波

状を星する。口縁部から胴部最大径まで隙間なく櫛

描波状文を施す。波状文は、 6本一単位の櫛歯で、

面的に施文されている。文様施文の特徴は波状文B



と呼ばれるもので、飯島克己・若狭徹氏の樽式土器

編年 3期に特徴的な施文方法である（飯島・若狭

1988)。ただし、管見にして知らないが、 2のよう

な器形は、樽式土器には見られない。このことから

樽式の 3期に後出するものとして考えておきたい。

以上、これらのことから、弥生時代後期の吉ヶ

谷・樽式土器の系譜を引く古墳時代前期の土器と考

えられる。

また、従来櫛描文と縄文系の土器は住居跡内で共

伴することはないと考えられてきた。この考えは前

提としては、有効であろう。しかし、同時期の隣按

する土器型式同士であるから全くの没交渉であった

わけではない。例えば、江南町千代遺跡群富士山遺

跡第25号住居跡に見られるように、住居内で共伴も

認められる（新井・森田1998)。このような基盤の

上に古墳時代でも同様な現象が生じたのであろう。

次にこれらの住居跡についてやや細かく見て行きた

しヽ。

住居跡の平面形態と炉について

前述ように遺存状態は、第29• 30 • 31号住居跡を

除き総じて悪い。これは住居廃絶後の自然環境や、

その後の撹乱などの影聾によるものと思われる。特

にF区については、遺構が密集することから残りが

悪い。遺存状態以外にも、先にあげたE区検出の住

居跡と他の住居跡の間には、違いが見られる。すな

わち、住居の平面形態と、炉跡についてである。柱

穴の配置についても違いが見られそうだが、ともに

遺存状態が悪いため、今回は取り上げない。

住居跡の平面形態は、 E区の住居跡が長方形を呈

するに対して、他の住居跡はほぼ正方形を呈する。

E区の住居跡の長軸／短軸比（以下、住居比率と呼

ぶ）は、第29号住居跡が1.188、第30号住居跡が

1.255、第31号住居跡が1.218で、平均は1.220である。

平面形が長方形を呈する住居跡は、弥生時代後期

に多く見られる。本遺跡の立地する妻沼低地では、

弥生時代後期の良好な集落は検出されていない。こ

こでは、荒川右岸の東松山市駒堀遺跡、川本町白草

遺跡の住居比率を見てみたい。これらの 2遺跡は、

古ヶ谷式土器を主体とする時期の集落で、荒川右岸

の比企丘陵と江南台地に立地する（谷井ほか1973• 

儀崎1992)。住居比率は、駒堀遺跡が1.364（第149

図①）、白草遺跡が1.248（第149図②）である。と

もに長方形の平面形態をなす。同様に図示しなかっ

たが古ヶ谷式期の住居跡が検出されている川本町四

反歩遺跡1.304、嵐山町大野田西遺跡が1.372で、同

様に長方形である（金子1993・佐藤1994)。武蔵野

台地上に立地する上組II遺跡では、弥生時代後期末

の集落が検出されている（黒坂1989)。ここでの住

居比率はやや低く、1.127（第149図③）である。上

組II遺跡では、各住居跡間の住居比率にもバラつき

が少なく安定している。これが、時期的に古墳時代

前期に近いためか、或いは、武蔵野台地の特徴であ

るか否かについては今後の検討課題である。

次に古墳時代前期の五領式期の住居比率について

見てみる。大宮台地の向原遺跡（第149図⑤）で

1.150、武蔵野台地の中耕遺跡（第149図⑦）で1.094、

稲荷台遺跡（第149図⑧）で1.128のほぼ方形である

（橋本2001・杉崎1993・富田1994)。このことから古

墳時代前期に平面形態が方形になるのは、大宮台地、

荒川右岸で共通した現象と言えるだろう。

では妻沼低地ではどうであろうか。古墳時代前期

の住居跡が多数検出されている一本木前遺跡（第

149図⑤）の住居比率は1.206と長方形である（寺社

下2003• 2004)。この数字だけを見てしまうと一本

木前遺跡のそれは、弥生時代後期のものと変わらな

い。ここでやや細かくデータを見てみる。

先にあげた古墳時代前期の 3遺跡の中で、平均住

居比率が一番高いのは向原遺跡である。一本木前遺

跡の中で向原遺跡の平均住居比率より低い住居跡は

36軒ある。このうちの24軒の住居跡は長軸 6m以下

である。つまり、平均値を見ると弥生時代後期の住

居比率と変わらない一本木前遺跡であるが、他の遺

跡で多数を占める長軸 6m以下の住居跡は、 3遺跡

と同様に正方形に近い。また、一本木前遺跡では長
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軸 8mを超える大型の住居跡が 7車f調査されている。

そのうち 5軒の住居比率は、平均の1.206より高い。

以上のことから一本木前遺跡においても、長軸 6m

以下の住居跡は正方形に近いことが解る。

また、同一遺跡で弥生時代後期と古墳時代前期の

集落が検出されている千代遺跡群（第149図④）で

も住屈比率を見ると、弥生時代後期1.323、古墳時

代前期1.091である。つまり、古墳時代になると今

まで長方形であった平面形が方形に変わったことが

分かる。このことから乎面形態の変化は、少なくと

も古ヶ谷式土器が分布する地域では共通する現象で

ある。この現象は、吉ヶ谷式土器分布地域が五領式

土器に変化するときだけに起こることであろうか。

弥生時代後期に櫛描文土器が分布する群馬県の状

況についてはどうであろうか、祈保遺跡や有馬遺跡

等の弥生時代後期から古墳時代前期に継続する遺跡

では、概ね同様の変化が見て取れる（佐藤1988• 

1990)。

こうした中で、古墳時代においてもその平面形態

が長方形に近い住居跡はどのような意味があるので

あろうか。以下に見る炉の在り方と共に考えてみる

必要があろう。

炉は、 E区の住届跡群以外では、第24号住居跡で

確認されているだけで、他の住居跡では見られない。

第24号住居跡は、近世の溝跡により撹乱を受けてい

るので、掘方のみの確認であるが、想定される平面

形もおそらくは長方形を星すると考えられる。また、

E区の住居跡群とも比較的近い位置にあることから、

本来はこれらと同一群を形成していたかもしれない。

その他の住居跡では、炉は検出されていない。確か

に、遺存状態が悪いこともあるが、柱穴が明確な住

居跡においても炉が見られないことから、始めから

なかったのであろう。

E区の住居群では、炉はいずれも複数確認されて

いる。第29• 30号住居跡の炉は、住居跡中心部分と

壁とのほぼ中間地点に構築されており、それぞれ

90゚ たがえて作られている。第31号住居跡のそれは、

中心部分から長辺側に寄った部分に 2拮炉が築かれ

ている。これらの炉の在り方は、弥生時代後期の住

居跡の状況に近い。

一本木前遺跡では、Ji領式期の住届跡が多数調査

されている。これらのうち、第149図⑤のデータ作

成の67軒の住居跡について見てみると、炉を持たな

いもが31車f(46.3%)、 1埜のもの30軒 (44.8%)、

複数のもの 6軒 (8.9%)である。このうち、複数

炉が認められた住居跡は、住居比率が1.2以上のも

のがほとんどである。このことから住居の平面形が

長方形であることと、炉が複数存在することの間に

は相関関係があると思われる。

本遺跡ではこれらの住居跡から、吉ヶ谷系、樽系

の弥生上器の系譜を引く土器が出土している。一方、

一本木前遺跡ではそのような傾向は見られない。こ

のことから、一概に弥生時代の遺風を残していると

いうことはできない。しかし、住居跡の平面形態や

炉の在り方は、上屋構造、住居の空間分割を大きく

規制する。言い換えれば、そこに葬す人々の生活様

式に大きく規制される。また、従来の住居跡の平面

形を拾て、新たに方形に近い形態を採用したことに

も同じことが言える。つまり、長方形にするか方形

にするかの選択は必然性が伴うはずである。

水田跡

水田跡については、登呂遺跡の発掘以来、数多く

の遺跡で調査がなされている。特に、浅間山や榛名

山などの火山を擁する群馬県域での水田研究は特筆

される。降下火山灰により水田跡の時期がある程度

判明すること、火山灰にパックされているため遺存

状態が良好であること、同一遺跡で、重層的に確認

できることが挙げられる。これらのことにより、通

時的にも共時的にも水田跡の検討ができ、大きな成

果が見られる。ここでは、群馬県域でこの問題に積

極的に取り組んでいる斉藤英敏氏の成果に導かれな

がら本遺跡の水田跡を考えてみたい。ここで改めて

本遺跡の水田跡（古墳時代前期）の特徴について整

理してみよう。
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ア．第150図は、水田区画ごとの標高を 5cmごと

に別け、示したものである。これを見ると北西

側が高く南側に向うにつれ低くなっている。一

部に SN21、24のように周りの区画より標高が

高いものもあるが、北西から南側に水を流して

いたようである。

イ．水田区画の面積は、最大で29.8m'、最小で

7.04m'、平均15.7而である。

ウ．水田区画にあっては、北西ー南東方向の畦が

途切れなく続くものが多いことから、北西ー南

東方向の畦を造った後に北東ー南西方向の畦を

造ったと思われる。

工．水口は、全部で23ヶ所確認されている。北

西ー南東方向の畦で8ヶ所、北東ー南西方向の

畦で15ヶ所である。水口の位置に規則性は見ら

れない。すなわち、一定方向に水流を導くよう

には設定されていない。

オ．畦畔が交差するところは、十字状の部分と T

字状の部分とが存在する。

以上の特徴が認められる。

斉藤氏によると、水田面積は通時的に見ると、浅

間C火山灰降灰以前 (AD300年以前）、 Hr-FA

及びHr-FP降灰した6世紀初頭から中ごろ、奈

良時代以降では、水田面積に大きな違いがあるとし

ている（斉藤2001• 2002等）。すなわち、不定形な

小区画水田→極小区画水田→大区画水田の変遷が辿

れるとしている。斉藤氏は、群馬県内の資料を基に

水田面積の平均を求め、その変遷を裏付けている。

また、小区画水田は、一区画ごとの面積にばらつき

があるが、極小区画水田は、区画面積にばらつきが

少ないこと、平面形もほぼ等しく規格性が高いこと

を挙げ、不定形な小区画水田と極小区画水田の違い

に関して、平均面積の変化だけでなくその質的な違

いにも言及している。

本遺跡の古墳時代前期の水田跡は、前述のように

平均面積は15.7可であるが、最小のものは7.04m'、

最大のものは29.8可でかなりばらつきがある。平均

面積では、群馬県の浅間C火山灰下から検出された

浜川高田遺跡の13.731m'に近い（斉藤2001)。

ここで、水田区画が小さいものと大きいものが水

田内のどこに位置するか見てみたい。 5~10可の区

画は、 SN22 • 23 • 42が該当し、調査された水田跡

の中央部分に位置する。 SN22・23は、周辺の区画

から考えても本来は同一の区画であった考えられる。

ここは周辺と比べ等高線が密な部分である。すなわ

ち、傾斜が他の部分部と比べ急なとこである。

一方、やや大きい区画は、調査された水田跡の南

側に集中する。ここでは等高線が疎な部分である。

すなわち、傾斜が他の部分と比べ緩やかである。

つまり、水田跡が作られた微地形により細かく区

画が変えられていることが分かる。このことはすで

に八賀晋氏により指摘されているように、水田に平

均的に湛水するための技術である（八賀1979)。こ

のようにして毎年少しずつ区画を変更していったと

考えられる。

また、極小区画水田と呼ばれるものは、前述のよ

うに、大変企画性が高い。それは面積だけでなく、

水口の位置、畦の造り方にも見ることができる。た

とえば、極小区画水田が検出されている同道遺跡、

有馬条里遺跡を見てみると、すでに多くの人が指摘

しているが、以下のことが分かる。すなわち、傾斜

方向に沿って等間隔に直線的な長い畦畔を造り、そ

の後、適当な大きさで間を区画する。水口は後から

造った畦畔に付設される。畦の交点は十字状になる

（石坂ほか1983、大塚ほか1983)。これらに比べると、

本遺跡の水田は、前述のように水口の位置に規則性

が見られず、畦の交点も十字状にならない。

以上のように、水田区画面積の大きさやその他の

属性から、本遺跡の水田跡は不定形な小区画水田に

相当する。ただし、不定形な小区画水田においても、

最初に区画する畦畔は、傾斜方向と同一方向になる

ことが指摘されている。しかし、本遺跡では、等高

線と沿うように、すなわち傾斜方向に直行するよう

にはじめの畦畔が造られている。等高線に沿って畦
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畔を築くのは、傾斜角度のきついところに簗かれる

水田に見られるという（エ楽1991)。このことにつ

いては、本遇跡独白のものか否かは、今後の課題と

したしヽ。

次に先行する弥生時代中期後半の水田跡との比較

を行なって見たい。弥生時代中期後半の水田跡は、

乎均面積22.36可、最小のものは3.2m'、最大のもの

は72.5可である。また第151図からも分かるように、

水田面積の分布は五領式期と違い、分布のピークが

二ヶ所で認められる (10~15m'と30~35m')。

これらのことから、弥生時代中期後半の水田跡の

面積のばらつきは、五領式期のそれに比べはるかに

多いと言うことができる。言い換えるならば、古墳

時代前期の水田跡は、不定形でばらつきがあるが、

その偏差が弥生時代に比べ小さくなっていると言う

ことができる。これは、先の斉藤氏が述べているよ

うに、 6阻紀初頭以降の規格化された極小水田の過

渡期と言えるであろう。

このことは、斉藤氏の論文で示された浅間C火山

灰降灰以前の水田跡の面積においても認められる

（斉藤2001)。すなわち論文で示された 6遺跡での平

均面梢が21.66m'であるのに対して、遺跡ごとの平

均面積を見ていくと、最大で30.31m'、最小で9.984

可と違いが認められる。大きく見ると、 30m'を中心

とする御布呂遺跡、同道遺跡、芦田貝戸遇跡II、15

可を中心とする浜川高田遺跡、浜川館遺跡、 1Onf前

後の浜川長町遺跡の3つに分けることができるかも

しれない。

このような小区画水田における平均面積の違いは

なぜ見られるのであろうか。地域性、地形的制約に

より、面積に微妙な違いが見られる場合も当然のこ

とであろう。しかし、これらの遺跡では、 Hr-F

A及びHr-FP下水田も検出されており、その平

均面積はほぼ等しい。このことから、地域性、地形

的制約以外に、時期的な違いも考慮する必要があろ

う。すなわち、時間的経過とともに、当初地形に制

約された不定形で、面積にばらつきがある区画から、
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面積の縮小、平面形の規格化、面積の均一化が徐々

に測られてゆき、 6世紀の極小水田においてクライ

マックスを迎えるものと考えられる。

小区画水田から極小区画水田への変化は、斉藤氏

が論じるように、徹底した水管理の下に増収を図っ

た結果であると考えられる。そのため、実際に検出

される水田跡は、小区画水田と分類されるもののな

かでも一区画あたりの血梢に違いが見られるのであ

ろう。毎年僅かながらも地形を改変して収穫率を上

げて行ったのであろう。ただ、継続期間が短いと考

えられる水田跡でも、比較的整った小区画水田が見

られる。このことから、その遺跡内で水田の継続年

数に応じて徐々に区画面積が小さくなっていっただ

けでなく、祈たに水田を開く際にどの程度の大きさ

が良いかは、時代ごとに決められていたのかもしれ

ない。つまり、どの大きさがもっとも効率的で高収

穫かということは、集落を超えて集団同士での情報

の遣り取りがあったと想定できる。

その後は、本遺跡第17地点においても、 B・C区

で極小区画水田が造られるようになる（詳細は『北

島遺跡XII』を参照）。遇物が検出されていないの

で、時期は明確ではないが、 6世紀の所産であろう。

その後は、本遺跡でも条里制が施行されるようであ

り、群馬県の状況と矛盾しない。

また、第152図及び第35表からも分かるように、

県内北部の妻沼低地を中心に水田跡や農肌具の出土

が認められる。現在、これらの水田跡に馬もしくは

牛の足跡などは検出されていないので直按牛馬耕が

行なわれていた証拠はない。但し、馬鍬と考えられ

る資料が、小敷田遺跡、下田町遺跡で出土している

（吉田1991、赤熊•岡本2004) 。

小敷田遺跡では、歯部分だけの出土である。下田

町遺跡では、台木と歯が出土している。溝跡からの

出土で、共伴土器から 7世紀前半にあたる。 6世紀

にさかのぽる資料ではないが群馬県と同様に 6但紀

後半以降、畜力の利用が始まったと考えられる。

以上のことから、北島遺跡を含む埼玉県域でも斉
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農耕関係の遺構及び遺物の検出遺跡

第35表 農耕関係の遺構及び遺物の検出一覧表

番号 遺跡名 所在地 水田跡昂跡農具 備 考

1 北島 熊谷市 o I o o 弥生中期～中世

1 円良岡 児玉町 o I 古代

2 児下条里 ＇ 「/H町 （） ， 古代

3 今井条甲 本庄市 0 0 占墳前期

, 4 原ヶ谷戸 岡部町 ， 0 I ! _ 10世紀

5 滝下 I 岡部町 0 , 0 10~11捐紀

6 四十坂下 岡部町 o I 10世紀

7 岡部条里 岡部町 0 0 古墳前期

8 樋詰 岡部町 〇 古墳後期

9 起会 深谷市 〇 古墳後期～古代 1 

10 森下 深谷iii O 12担紀初頭. ..  

11 i；し 深谷町 深谷市 〇ー 一. 古墳 -

12 清水卜 深谷市 〇 古墳前期

13 城北 i 深谷市 〇 古墳後期

14 一本木前 熊谷市 〇 古墳後期

! - 15 東沢 熊谷市 〇 占墳前期

16 中条条里 1 熊谷市 〇 ： 平安

17 諏訪木 熊谷市 〇 占培後期
＾一

18 池上 熊谷市 0 I 9~12世紀初頭 1 i 

: ~ 19 下田町 大里町 」 0 ! 占墳後期

20 小敷田 行田市 0 6但紀以前

21 池守 行田市 〇 古墳後期

22 中耕 坂戸市 〇 弥牛末～占墳前期
ー・-~-~

23 -i 桑原B 坂戸市 〇- 古墳後期

24 山王塚脇 川越市 〇 古墳
- --

＇ 25 大久保条里 さいたま市 0 11世紀末～12担紀初頭 」
26 舟能泥炭層 さいたま市 〇 古墳
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藤氏が想定した変遷と概ね一致する。このような前

提の下に水田区画の画期に関して考えると、小区画

水田から極小区画水田との画期と極小区画水田から

大区画水田への画期とではその意昧合いに違いがあ

る。小区画水田から極小区画水田への変化は同一技

術体系における発展段階の最終形態として位置付け

ることができる。極小区画水田とは、小区画水田の

最も安定した収穫システムであったのだろう。この

最も安定したシステムは一方で、停滞をもたらす結

果となった。つまりそれ以上の増収が見込めなくな

ったことも意昧するのである。極小区画水田から大

区画水田への変化は、政治的な動向とともに、水田

耕作にあたり畜力の利用という技術を導入し、新た

な水稲農耕技術体系の中で更なる増収を目指した変

化であろう。

畠跡

畠に関する考古学的な検討は低調で、農耕イコー

ル水稲農耕と考えられがちであった。今、この水田

偏重の生業観からの転換が求められている。この点

に関しては、主に民俗学の分野でその見直しが進め

られてきた。

考古学的には、日本考古学協会2000年度鹿児島大

会で『はたけの考古学』と題してシンポジュウムが

行なわれ、全国的な規模で畠跡の緊成が行なわれ今

後の研究の指針となっている（日本考古学協会2000

年度鹿児島大会実行委員会編2000)。

この中で、エ楽善通氏が以下のように畠跡を分類

している（エ楽2000)。

A.一定範囲内に畝または畝間溝が間隔をおいて

並列しており、畝部分が多少黒ずんでいる。

B. 1~2m間隔で溝が縦横に交差して碁盤目状

をなし、その溝で囲まれた内側が本来は少々高

まる。

C. 平面形が20~30cmの円形土壊で、半球状に掘

り込んだり、底面が平坦な浅い土壊が群れをな

す。

この分類に従い本遺跡の畠跡を見てみると A及び
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Bがみとめられる。 Bに分類されるものでは、その

内側に高まりを認めることはできない。また、溝と

溝との間隔が基準より狭い。これらは、 Aが重なっ

ているだけかもしれない。県内で検出された畠は、

A類がほとんどである。ただし、一本木前遺跡では

本遺跡と同様にA・Bのどちらの類型も認められる。

A・Bに見られる違いが作物による違いによるも

のかは今後の課題であろう。また、本遺跡では、畠

が検出された面積が広大であることも特徴の一つで

ある。同じく五領式期の畠が検出された一本木前遺

跡では、住居跡の周辺に畠が作られている。その畠

も畝数にして10本前後を悲本としている。鬼高式期

でも畠域は若干広がるが傾向はほぼ同じである。一

方、本遺跡では、第17地点のように住居域と畠域が

重なる部分もあるが、第19地点のように同時期の遺

構が見られず、畠跡だけが検出された地点がある。

第19地点の北側の第20地点においても畠跡が検出さ

れていることから、未調査部分を含めるとその面積

はさらに広大である。つまり、一本木前遺跡に見ら

れる畠跡の在り方と根本的に異なるものである。一

本木前遺跡の畠の経営母体が竪穴住居を単位とする

ならば、本遺跡の畠は、集落などのより大きな単位

が母体となり艇約的に行なっていたのかもしれない

が、予測の域を出ない。いずれにせよ水田同様にそ

の経営に力が注がれていたと理解できる。

水田同様に力が注がれていたとする仮定を確かめ

るためには、畠の耕作具の検討が不可欠である。水

田研究では、農具の使用方法とその変遷の検討がな

されている。従来、畠の場合は、遺跡立地と打製石

斧の卓越から、畑作を想定してきた（松島1964)。

県内では、小林茂・古川國男氏が、弥生時代中期中

葉の下ツ原遺跡で同様のことを述べている（小林・

吉川1989)。また、当初の想定が河岸段丘状の遺跡

を想定しているため、木器と畠の検討がなかなか結

びつかなかったのであろう。『木器緊成図録近畿原

始編』においても、一部を除いて畠との関連には触

れられていない（上原1993)。



本遺跡の木器については、『北島遺跡XIll』で詳

細に述べられているので、詳細は省略するが、本報

告に関わる部分では、第17地点の河川跡中から先端

に加工を施したものが出土している。これが民俗資

料に見られる掘り棒として想定できるかもしれない。

畠と木器の関係については山田昌久氏が縄文時代か

ら見られる鋤、鍬が畠（畑）作に関わっていた可能

竹を指摘している（山田2000)。いずれにせよ、畠

に関する考古学的研究はその緒についたばかりであ

り、畝などの検討とともに総合的に行なう必要があ

ろう。

おわりに

最後に、北島遺跡は、はじめに述べたように、集

落と共に蓼域、生産域が調査され当時の生活が立体

的に理解できる点を改めて強調しておきたい。第

152図及び第35表からも、生産域や木器が検出され

た遺跡は、県北地域に集まっていることと、古代以

降の遺跡が圧倒的に多いのが分かる。検出遺跡の偏

りは、低地という特性を考慮する必要があることは

言うまでもない。しかし、水田開発の適地という点

も忘れてはならない。人は、このような低地に進出

することで安定性の高い生活を営むようになったの

であろうか。

従来、稲作農耕の導入により、生活の安定、定住

化が促されたと一般に説かれている。その一方で広

瀬和雄、大村直氏らにより、低地に進出した農耕集

落が、短期間で廃絶し、想像以上に移動性に富んで

いることが論じられている（広瀬2003、大村2002)。
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本遺跡を通時的に見てみると、弥生時代後朋と古

墳時代中期から後期中ごろに集落の断絶時期が存在

する。特に、弥生時代中期後半、古墳時代前期と大

規模な集落が形成されていたが、それが徐々に縮小

するのではなく突然廃絶されるのが特徴である。こ

れらの集落は、大集落であるばかりでなく、水田、

畠といった生産跡を残しているとともに、堰や詭岸

を築くなどのt木工事を行なっているのが大きな特

徴である。古墳時代前期では、河川に護岸を築くこ

とにより、弥生時代では、氾濫原であった場所を陸

化し、畠を開いている。このように多大な労量を集

中して築いたものを容易く破棄してしまうものであ

ろうか。洪水により、予期せずして、集落が廃棄さ

れることもあろう。確かに本遺跡では、洪水による

堆積が認められる。しかし、その一方で第19地点の

中央水路のように掘削を繰り返し使い続けられた遺

構も存在する。つまり、全くの無人の野になってい

るのではない。

これらのことから、我々が想定している以上に広

い範囲の住居域を持っていたのであろう。これは洪

水などの自然災害に見舞われやすい低地という自然

条件に合わせた集団組織を持ち、柔軟に自然と対峙

していたことを意昧するであろう。つまり北島遺跡

だけでなくより広い範囲を対象に分析する必要があ

る。幸いにも熊谷周辺では本遺跡をはじめ一本木前

遺跡など古墳時代前期の集落が調査されている。今

後は、土器の編年をもと人々の移動を周辺遺跡も含

め考えて行く必要があろう。
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